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【第一章　月の宮殿】








　　　　１






　正しよう念ねん場ばであった。

　今、春はる賀が晴はる臣おみの眼前に、最大最強の敵がいる。

　雪ゆき風かぜの姫──。

　白いワンピースをまとう黒髪の美少女。可か憐れんにして尊大なるドラゴン王の人間体。彼女の秀麗な面差しには『ついに念願の遊園地にやってきた女の子』という風情ふぜいで、興奮と喜き悦えつが充みち満みちていた。

　まあ要するに、『わくわくどきどき』というやつだ。

（僕なんかが対戦相手だってのに、あんな顔しちゃってなあ）

　しみじみと、ハルは天を仰ぎたくなった。

　が、一応は『運命の宿敵同士！』らしいので、注意深く避けておく。さすがに目をそらした瞬間に襲ってくるほど、器の小さい少女ではないだろうが……。

　そう。ふたりは弓と矢の秘ひ文も字じを持つ同士。

　竜りゆう弑ごろしのルーン文字のなかでも、対ついを成す特殊な組み合わせだという。

　宇宙開かい闢びやく以来、弓と矢の継承者はいつの時代も強く惹ひかれ合い、反発し合いながら、激しい決戦を繰りひろげてきた──。

「……運命の宿敵かあ」

「ん？　どうした、晴はる臣おみよ？　腑ふ抜ぬけた顔をしているな」

「いやね。思えば遠くに来ちゃったもんだというか、我ながら似合わないことをやってるなあと感じたもんでね」

「ふふふふ。この期ごにおよんで、まだ妙なことを言うか」

　可か憐れんな顔立ちながら、やけに貫かん禄ろくのある微笑を姫は浮かべた。

　雪ゆき風かぜの姫が乗る『空飛ぶサーフボード』は、魔ま導どうの杖つえでもある。ハルの魔銃と同様に、屠と竜りゆうの力を操るための魔導器なのだ。

　ひらり。白き竜王はサーフボードから軽やかに飛び降りた。

　ついにハルと同じ地面を踏みしめ、凜り々りしい視線をまっすぐに向けてくる。

　とある中学校の校庭──。

　本来の生徒は敷地内にひとりもいない。だが、いつのまにか僭せん主しゆになったアーシャ、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ、ルナ・フランソワ、白しら坂さか羽は純ずみ、そしてクラスメイトである武む藤とうさんと船ふな木きさんが無言で見守ってくれている。

　雪風の姫とハルの対決に、地球人類の命運がかかっているからこそだ。

　そして今、白き竜王は腑抜けの人間を前にして、うそぶく。

「まあ、いい。それもまたおまえの味。雪風は強大なる竜王のひとりとして、その珍味を楽しむ度量を示してやろう」

「本当？　じゃあ、その流れで頼みを聞いて欲しいな」

「ほう？」

「実はね、運命の対決とやらは何日か延期する線でお願いしたいんだ」

「なんだと」

　じろり。姫はいきなり不機嫌になり、にらみつけてきた。

「晴臣よ。おまえとパヴェル・ガラドの決着をここまで待ってやった雪風へ、さらに待てと請うつもりなのか？」

「いや、だって、あんな戦いをしたばかりだし」

　剣の秘文字を使う雄敵の死から、まだ一五分と経たっていない。

「正直言って、今の僕はヘロヘロでヘトヘトなんだ。こんな状態で君と対決しても、三〇秒でボロ負けすると思うよ。それでいいなら話はべつだけどさ」

「む」

「どうせ今まで待ったんだし、あと三、四日くらい、変わらないと思うなあ」

「むう」

　雪ゆき風かぜの姫は唇をぎゅっと嚙かみしめた。拗すねた子供のような顔だ。

　これがふつうの戦い、ふつうの闘士なら、そもそもこんな話にならない。

　姫はディフェンディング・チャンピオンとして、弱小なうえに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたハルを圧倒的に痛めつければいい。

　しかし、変わりダネの僭せん主しゆとの勝負を存分に満喫したいと考えている以上──

「言っておくが、雪風の忍耐にも限りがあるのだぞ？」

「そりゃそうだろうけど。でも、ここはやっぱり待ちの一手だよ。これでも僕、一時間くらい前は死にかけていたわけだし」

「むむむむ」

　姫が不機嫌そうに、眉み間けんにしわを寄せている。

　奇妙な話だが、彼女の方がより強く決戦を熱望している以上、交渉の主導権はハルの方にあるのだ。そこにつけこんでの提案だった。

　そして案の定、雪風の姫は長い煩はん悶もんの末、口く惜やしそうに言った。

「……いいだろう。なら、三日だけ猶ゆう予よをやろう」

「本当かい？　ありがとう！」

「三日の間、きちんと静養して、雪風との勝負にそなえるのだぞ？」

「もちろん！　ダラダラするのは得意な方だから、まかせてくれよ」

「どこにも逃げてはならんぞ？　必ず雪風の目の届くところにいて、身も心も来たる決戦のために研ぎすませるのだぞ？」

「当然だよ！　君の心遣いに、絶対に応こたえてみせるから！」

「よし。ならば雪風についてくるがいい」

「へっ？」

　調子よく相づちを打っていたハルへ、姫はにやっと笑みを見せた。

　それはまるで、遊び相手のいたずらに、こちらも低レベルのいたずらで仕返ししてやろうという体ていの──稚気あふれる笑顔だった。

「ふふふふ。三日間、しっかり休ませてやる。だが条件がある。その間、ずっと雪風と行動を共にせよ。そうでなければ、やはり今すぐに決闘だ！」

「ええええっ!?」

　思わぬ条件に、ハルは驚きよう愕がくした。

「そんなふうにしなくても、逃げたりしないよ!?　どうせ地球のどこに隠れたって、竜王さまの追跡から逃げ切れるわけないし！」

「まあ……おまえはたしかに、逃げぬだろうな」

　雪ゆき風かぜの姫はじっと春はる賀が晴はる臣おみの顔を見つめて、言い切った。

　ハルはぞくりとした。姫の可か憐れんなまなざしに、一いち瞥べつしただけで人間性の底まで見すかす竜王の眼力が宿ったように──感じたのだ。

「だが、雪風の言いつけどおりに、まじめに休むかは──わからん。晴臣よ、おまえは腑ふ抜ぬけた怠け者に見えて、妙なところではりきりすぎる性分ではないのか？」

「あ、いやあ」

　言い当てられて、ハルは頭をかいた。

　子供っぽい容姿と性格ながら、雪風の姫は推定年齢一千歳以上。鎌倉時代の頃にはすでに竜王であったらしい。

　歳の功、と言ったら怒られるだろうか？

　ともあれ、彼女は姉貴風でも吹かすようにふふんと笑ってみせた。

「そういうことがないよう、見張っていてやる。なに、片時も離れるなとは言わぬ。しばらく雪風のもとで静養するといい」

「仕方ない……か」

　即時開戦より、よほどいい。

　うなずきけかけた瞬間、ハルはどきりとした。

　自分と姫が踏みしめる地面は──中学校の、ありふれた土のグラウンドだ。

　足下に、いつのまにかルルク・ソウンの秘ひ文も字じが二四個も浮かびあがっていた。

　この配列の意味は『星船よ、我が翼となれ』。宙に浮いていたサーフボード──魔ま導どうの杖つえまで、白銀の光を放ちはじめている。

「ふふふふ。晴臣なら、そう言うと思っていた。善は急げ。今すぐ招待してやろう。なに、雪風の領地はなかなか居心地がいいはずだ」

「えっ、もう!?」

　ほくそ笑む姫を前にして、ハルは愕がく然ぜんとした。

　こんな至近距離なら、ふつうはなんらかの気配に気づく。術を使う際の精神集中、魔力の動き、雰囲気、目配せなどに。

　しかし、今の姫はいかなる微細な変化も見せずに、いつのまにか術を使ってみせた。

　息を吸うのと同じほどの自然さで、彼女は魔力を使いこなせるのだ！

（なんて達人っぽいスゴ技だよ！）

　そして、これはもう──あらがえない。

　不意をつかれなければ、防御の魔術なりで多少はしのげたかもしれない。だが、もう遅かった。ルルク・ソウンの秘文字が放つ光に我が身は吞のみこまれ、その神秘力にがっちり捕縛されてしまった。

　さすが竜王、竜王もどきとは役者が何枚もちがう……。

　つくづくと悟りながら、ハルはいくつもの叫びを聞いた。

「ハリー！」「先輩!?」「春はる賀がくん！」「春賀くん!?」

　アメリカから来た特級魔女、天使の生まれ変わりのごとき後輩、クラスメイト兼ＵＦＯ研仲間の女子ふたり──。

　みんなが心配して、ハルの名を呼んでくれている。

　また、さらに追加でふたつ。

「晴はる臣おみひとりにはさせませんよ！」

「わたしたちのこと、忘れてもらったら困るわ！」

　ハルにすがりつくようにして、女子二名が駆けよってきた。

　銀髪の幼なじみと、黒髪の日本人同級生。アーシャと十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ。そして次の瞬間、彼女たちに寄りそわれながら、ハルは奇妙な浮遊感を味わった。

　体が『ぐっ！』と強制的に持ちあげられる感覚と、嘔おう吐としたくなる不快感。

　そのセットである。しかも、周囲の景色がぐにゃりと曲がる。

　魚眼レンズ越しにのぞきこんだかのように、中学校の校庭と仲間たちの姿はぐにゃぐにゃにゆがんでしまい──

　気づけば、ハルのまわりに宇宙が広がっていた。

　漆黒の闇のなかに幾万もの星々が光の点となって輝き、瞬またたいている。ハルの右腕を織姫がつかんでいる。左腕をアーシャがつかんでいる。

　目の前には、にやにやとほくそ笑む雪ゆき風かぜの姫──。

　ハルたちは今、なんと大宇宙の深しん淵えんのまっただなかに突っ立っていた。

　足下では、例の二四個の秘ひ文も字じ『星船よ、我が翼となれ』が楕だ円えんの形にならび、魔方陣よろしく輝いている。

　そして、この配列の遥はるか下方には──雄大なる青き惑星の姿があった。

　これとよく似た景色、ハルは何度も見たことがある。観測衛星などが母なる星・地球を撮影したものだ。

「ほどなく雪風の城へ到着する。歓迎してやるぞ、晴臣よ」

「城って……旧東京のモノリスとかじゃなくて？」

　かつての日本の中心地、東京二三区をはじめとする旧東京租借地は現在、雪風の姫がしろしめす地となっている。

　純黒の三角柱モノリスがそそり立つ銀座界かい隈わいに行けば、結構な確率で姫と会えた。

　あの界隈が姫の根城だと、ハルは勝手に思っていたのだが。

「あれは地上での別宅、離宮のようなものだ。今回は特別に、我が星海の領地へ招いてやる。感謝するといい」

「星海──ということは、やっぱり」

　宇宙を意味するドラゴン用語。ハルはため息をついた。

　僭せん主しゆとして竜族の叡えい智ちを学んだおかげで、実は足下を見た瞬間に理解していた。これは、惑星間を飛び越えたいときなどに使う空間跳躍ワープの配列なのだ。

「僕たちは今、生身のまま宇宙旅行をしているわけか……」

「玄げん武ぶ王おう……雪ゆき風かぜを運ぶ船の役目を務めていた眷けん属ぞくはすでに亡い。だから仕方なく術を使ってやったのだ。感謝するといい、晴はる臣おみよ」

「旧東京の別宅で、十分だったんだけどなあ」

「しかし、だ。そこの娘どもまで招いたつもりはないぞ？」

　ハルの左右をじろっと見て、雪風の姫はつぶやいた。

　あからさまな不快感を竜王より向けられて、肝が据わっているはずの女子二名もさすがにびくっとして、居住まいを正した。

　だが、それでも。アーシャは硬い表情ながら、はっきりと言う。

「僭せん越えつを承知で言いますけど、私には同行する資格があるはずです」

「ほう？」

「まだなりたてですけど、これでも《鎖の秘ひ文も字じ》を継承した僭主……ですから。一応、そこの晴臣と立場の上では同格ですよ？」

「たしかに、立場だけはな」

　地球人少女の強気を前にして、可か憐れんなる竜王はくくっと嗤わらう。

「僭主と言ってもぴんきりだ。晴臣のように相応の武勲を立てた者ならば、いざ知らず……。竜王どころか僭主同士の立ち合いすらも知らぬ新参者ごときに、雪風と向き合う資格はない」

「…………」

「まあ、そういう気概、雪風は決してきらいではないがな」

「ということは、じゃあ」

「ふん。好きにするがいい」

　恐怖と緊張を押し殺しながら、アーシャは毅き然ぜんとした態度を見せた。

　それが功を奏したのか、雪風の姫は鷹おう揚ようだった。しかし、ふたたび険のある視線を──もうひとりの女子・十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめに向ける。

　その瞬間だった。姫が口を開く前に、とっさに織姫が言った。

「わ、わたしは春はる賀がくんのパートナーだもの！」

「ぱあとなあ、だと？」

「つまり、決して離れることのない相棒同士といいますか。無二の親友を越える魂の片割れとか、阿あ吽うんの呼吸でおたがいをわかり合えちゃうくらいに深い仲……。と、とにかく、わたしがいないと春賀くんは世をはかなんで死んじゃうかもしれないの！」

　織おり姫ひめは口早にまくしたてたあとで、ちらっと目配せしてきた。

「そうよね、春はる賀がくん!?」

「あ、うん。十じゆう條じよう地じの言ったとおり。僕は彼女がいないと夜も眠れないし、食事も喉を通らなくなっちゃうんだよ。だから同行を認めてあげて欲しいな！」

「要は晴はる臣おみの眷けん属ぞくというわけか？」

　ハルのフォローに首をかしげつつ、雪ゆき風かぜの姫は胡乱うろんそうにつぶやいた。

「考えてみれば、雪風にも玄げん武ぶ王おうがいたわけだしな。いいだろう。黒髪の娘よ、おまえの同行も認めてやろう」

「ありがとうございます！」

　織姫の勢い勝ちというところか、寛大さを見せてくれた。

　まあ、もともと白き竜王は度量の大きな少女である。さっきの不機嫌さ、ハルとの〝ふたりきり〟を邪魔されたせいで拗すねただけなのだろう。

（こんなに色気のないやきもちは御免こうむりたいけどね……）

　思わず、引きつり笑いを浮かべるハルだった。

　雪風の姫が春賀晴臣に向ける感情、男女のそれなどではないだろう。あくまで競争相手、あるいは遊び相手への執着であるはず。

　姫は〝ふたりだけの決戦〟を邪魔されたことが不愉快だっただけなのだ。

　しかし、その一方で。味方であるはずのアーシャがなぜかじとっとした目つきで、ハルと織姫をにらんでいた。

「今の説明だと、織姫さんと晴臣は恋人同士──それも運命の赤い糸で結ばれちゃったくらいのふたりにも思えますね……」

「そ！　そうだったかしら!?」

「う、うんっ。変な勘ちがいをしないでくれよ、アーシャ！」

　織姫といっしょに、あわててごまかしにかかったとき。

　ハルは気づいた。さっきまで真下に見えていた雄大なる地球が──いつのまにか小さくなっていた。

　代わりに、白い衛星の優美なる姿がぐんぐんと近づいてくる。

「あれが目的地、なのか……？」

　青い地球の写真と同じく、こちらもちょくちょく見かけるものだ。

　この天体は、常に同じ面を地球に向けている。月。地球人類が遥はるか古来より慣れ親しんできた衛星であった。





　　　　２






「る、ルナさん！　先輩たち、連れていかれちゃいましたよ!?」

「ええ。私たち、みごとにしてやられちゃったみたい。でも、ハリーがさっきみたいな調子でやってくれるのなら」

　うろたえる白しら坂さか羽は純ずみとは逆に、ルナ・フランソワはいたって冷静だった。

「すぐに頂上決戦みたいなことには、ならないんじゃないかしら。幸いと言ってはなんだけど、アーシャと織おり姫ひめさんもついていったことですし」

　ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが空間をぐにゃりとゆがませた直後。

　白き竜族の姫と三人の仲間は白い光の球体につつまれて、天空の彼方かなたへ『ぎゅうん！』と飛び立っていったのだ。

　あの速度、ロケットの打ちあげさながらであった。

「特にアーシャなんか、何があったのか知らないけど、この短時間でハリーと同じ僭せん主しゆにまでなったわけだし。これ、日本のコミックなら『まだあわてる時間じゃない』って、みんなに言い聞かせる場面よ」

「で、でも」

　移動魔術が発動する瞬間、呆あつ気けにとられていた羽純は不安そうにささやく。

　しかし、あのときも実は冷静だったルナ・フランソワ、大局を俯ふ瞰かんする司令官の心持ちであっさりと言った。

「あの白雪姫さまスノー・プリンセスはどのみち、食後のお散歩程度の気軽さでウルトラ警備隊の基地にだって突入してくる怪獣モンスターよ。彼女がその気になれば、三分後に決戦がはじまったって不思議じゃない。結局、十分な休養を取れるかどうかはハリーのごまかし次第よ」

「そ、それはそうかもしれませんけど」

「そもそも私、あの瞬間、わざとハリーについていかなかったくらいだし」

「えっ!?」

「事情を全部承知していて、各方面に指示を出せる人間が残らなきゃダメだと思っちゃったのよね……。後先かまわずハリーにくっついていって、積極的に愛をアピールするチャンスだとはわかっていたんだけど」

　ルナは眉まゆをひそめて、自分を納得させるためにつぶやく。

　小悪魔と呼ばれるほどの計算高さ、それはつまり冷徹な知性の発露でもあるのだ。

「ハリーが帰ってきたら、絶対、この埋め合わせをさせなくっちゃ」

「す、すごいです、ルナさん。あんな一瞬にそこまで考えていたなんて」

　ただ一心に仲間の安あん否ぴを気遣っていたのであろう白坂羽純。まさに天使の生まれ変わりというべき可か憐れんな顔立ちで、感心しきっている。

　自分とは真逆の中学生少女へ、ルナはくすっと微笑ほほえみかけた。

「とりあえず《S.A.U.R.Uサウル.》の関東支局に連絡を取って、東京新都の行政府と防衛省にもいろいろ根まわししてもらいましょう」

「はいっ」

「あなたたちの方にも、手伝いをおねがいしていい？」

　ウインクと共に、ルナはもう二名の女子高生に声をかけた。

　春はる賀が晴はる臣おみの同級生にしてＵＦＯ研の部員、武む藤とうさんと船ふな木きさんのコンビである。パヴェル・ガラドとの戦闘でも活躍してくれた。

「正規のバイト代以外にも、危険手当と特別ボーナスをつけちゃうから」

「本当!?　あはは、さすがお金持ちっぽい人は言うことが素敵」

「ま、避難所に逃げこんだって危険度に変わりはなさそうだから、バイト代出る方が絶対にいいよねえ」

　いつも明るい元気女子の船木さんが目を輝かせている。

　ボーイッシュな短髪が体育会系っぽい武藤さん、こちらはいつもどおりに知性派＆情報通らしい物言いで承諾してくれた。

「そうだ。うちの部のボスも迎えにいった方がいいんじゃないかなー？」

「あー。そうだった。Ｍ部長、避難とかしないで学校に残って、うちらの帰りを待つって言ってくれたんだよね」

「例のあの人、世界で最も謎めいたレディのことね」

　ルナ・フランソワもほんのすこしだが面識がある。

　魔女だの魔術だのとは、まったく別種の超常能力を持つ怪人・Ｍ部長。たしかに、いてくれた方が心強い、かもしれない。

「現場の最前線はハリーたちにまかせて、私たちは裏のあれこれをととのえましょう。結構いそがしくなるはずよ」




「ふうむ」

　夜空に浮かぶ月を見あげて、紅あかきハンニバルはつぶやく。

　例の人間体、紅いコートをまとう大男の姿だった。旧ニューヨーク租借地のランドマーク、エンパイアステートビルの屋上にひとりたたずんでいる。

「あちらもいよいよ動き出したか」

　にやにや笑いが人間体の唇にこみあげてくる。

　東京は現在、真昼のはずだが、こちらは深夜である。一三時間の時差があるせいだ。夜闇には白い月が浮かんでいる。

　まだ満月ではないが、あと二、三日でそうなるだろう。

　あのあたりは竜族にとって、特別な場所だった。

　竜族小型種ラプトルの群れが発作的に地上を襲うドラゴン・ストライク。ああした一団は月面や衛星軌道上のねぐらより飛び立つことが多いのだ。そして、自力で大気圏を突破して、破壊衝動を人間世界の都市にたたきつける……。

「さて。余に取引をふっかけてきた僭せん主しゆの小僧──。あやつの思惑どおりに収まるほど、姫の器は小さくないはずだが……」

　にやにやしながら、少年少女らの行く末に思いを馳はせる。

　竜王ギルダルとして、悠久の歳月を生きてきたハンニバルである。彼にとっては、僭主であろうと雪ゆき風かぜの姫であろうと生まれたての小蛇も同然なのだ。

　その彼らがどこまでのことをやってのけるか。

　今、ハンニバルは期待に胸をふくらませながら、夜空を見あげていた。

「屠と竜りゆうの槍やりよ。今しばらくは余と共に、時を待つがよい」

　月のみならず、満天の星がまたたいている。

　なかには彼の竜りゆう弑ごろし《槍の秘ひ文も字じ》を意味する刻印もあった。地球人類がこぐま座と呼ぶ星座の──尾の部分である。

　長いしっぽの先端には、不動の星が輝いている。

　これを人間どもは北極星、竜の種族は王者の星と呼ぶ。こぐま座の尾が『槍の柄』であり、北極星こそが『槍の穂先』なのであった。

「ま、あの小僧めが姫に討たれるならば、それはそれでよし。逆に──姫をねじ伏せるほどの器量を見せるなら……そのときは取引の件、まじめに考えてやるとしよう」

　最強の竜王としての余裕にまかせて、ハンニバルはつぶやいた。
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「雪風のお姫さま、勿もつ体たいぶって『我が領地』とか言っていたけど」

　やや残念そうに織おり姫ひめがつぶやいた。

「その割に、殺風景な建物とお部屋ばかりよね」

「やっぱりドラゴンたちが造った古代遺跡、なんですかねえ」

　アーシャのつぶやきに、ハルも意見を述べる。

「どうかな？　連中が階段付きのビルを使うとも思えないし、古代月文明とか築いた宇宙人の遺産だったりして」

「宇宙人？　知ってるわ、タコみたいな姿をしているのよね！」

「惜しいですね。それは火星人の方です」

「それもＨ・Ｇ・ウェルズ版だ。宇宙戦争とかの」

　ハルとアーシャもいっしょになって、軽口をたたいている。

　雪ゆき風かぜの姫が連れてきてくれた『城』の一隅である。

　月面上の平原に、四角いビルに似た塔が二、三〇基ほど乱立している。今はその塔のひとつにいるのである。建材は全すべて石、それもくすんだ白色だ。

　今いる塔は四階建てで、その最上階にいる。

　階段でのぼりおりするあたりは地球的な構造だが、どの階も仕切りは一切なく、一フロアまるごと一部屋だった。だいぶ素朴である。

　ハル、アーシャ、織おり姫ひめの地球人三名はこんなところに集まっていた。

　月まで連行された直後なのだが、雪風の姫は『好きなところをねぐらにしろ』と言い置いて、さっさと飛び去ってしまった。

　仕方なく、三人で適当な塔を仮の宿に選んだのだ。

「ＳＦ考こう証しようみたいな点から、ツッコミしてもいいのなら」

　人差し指を振りつつ、アーシャが指摘した。

「ばっちり月面上にある謎遺跡だってのに、ここのなかだけふつうに呼吸できるわ重力だって地球と変わらないわのトンデモ環境で……。どんなテラフォーミングをしてるんだよとか言いたくなりますよねえ」

「僕はそういう考証、海底竜宮城あたりでどうでもよくなったよ」

「そういえば、あっちも海中だの水圧だのに関するあれこれを『ドラゴンがらみだから魔法の力でオールオッケー』で済ましてたんでしたっけ」

「訊きいてもいい？　今のテラなんとかって何なの？」

「テラフォーミング。昔のＳＦ作家が作った造語でね。地球以外の惑星を地球の環境に近づけるための改造事業とでもいうか」

「そこにこだわるかどうかで、ＳＦマニア度がわかります」

「そうそう。踏み絵みたいな感じ。夏と冬の同人誌即売会には行かなくても、ＳＦ●大会には毎年行っちゃう、みたいな」

「ちなみに、最近の日本のアニメには、火星が舞台でも重力とか地球と同じみたいに描写してる作品もありますけど。あの辺はたぶん、全部わかったうえでああいうふうにやっているんでしょうねえ」

「そりゃあそうだよ。そういう考証と設定を細かくやっても、いまどきの視聴者はべつによろこんだりしないし。僕だってそうするよ」

「ごめんなさい。その辺、わたしにはよくわからない世界だわ」

　三人で無駄話をしていると、地球上での一コマにも思える。

　しかし、ガラスのない窓から顔を出して、天を見あげてみれば──

「うーん。あいかわらず地球は青いねえ」

「私たちがこんなところでうだうだやっているだけじゃ、人類の大きな一歩にはならないですけどね」

「まさか、地球の外に飛び出しちゃう日が来るとは思わなかったわ」

　窓のそばへ行ったハルを追って、アーシャと織おり姫ひめもやってきた。

　三人の頭上には、満天の星空が広がっている。

　月に大気はないので、太陽光を反射して青く見せる原因もない。頭上を見あげれば漆黒の空にあまねく星々が広がっている。

　そして、母なる星・青き地球もバスケットボール相当の大きさに見える。

　地表の七割を占めるという海の青さ、雲の白さ、緑と土色の大地──。荘そう厳ごんなほどのコントラストであった。が、現実感のとぼしい景色でもある。

「なんとか兄弟みたいに、宇宙飛行士訓練とか受けずに見たせいか」

　自分でも冷めているなと思う口ぶりで、ハルはつぶやいた。

「いまいち感動できないのが残念だよ」

「自分で獲とった魚の方が美お味いしく感じるのと、同じ理屈かもしれませんね」

　アーシャもしみじみと相づちを打つ。

「でも晴はる臣おみ。ドラゴンたちが帰還した二〇〇〇年頃から、月面と衛星軌道は向こうの縄張りも同然です。ラプトルの巣も多いから、観測も停滞していると聞きます。きちんと記録を取っていけば、小遣い稼ぎとかできませんかね？」

「あー。ＮＡＳＡとかＪＡＸＡが買い取ってくれるかな？」

「それよりアーシャさん。雪ゆき風かぜのお姫さまもいないことだし、くわしいことをそろそろ聞かせて欲しいわ」

　宇宙の浪ろ漫まんとは程遠いエコノミックな相談中、織姫がぽんと手を打った。

「一体、いつのまに、鎖の文字を使えるようになったの？」

「うーん。さっきも言ったとおり、パヴェル・ガラドが貯ためこんでいた燧すい石せきをちょろまかせたから、鎖の秘ひ文も字じを蔵出ししただけなんですよねー。途中ですこしズルをして、うわさの人物の手を借りましたけど」

「うわさの人物って──まさかソフォクレスかい？」

「はい。聞いていたとおり、とんでもなくあやしい男ですね。あの結界のなかまで入りこんでくるんですから……。とにかく、そんなわけで」

　アーシャはすっと両手を突き出した。

　ハルの眷けん属ぞくの証あかしである《弓の秘文字》が今までは左手の甲にあったのだが。きれいに消え失うせている。代わりに、右手の掌てのひらに新たな文字が浮かびあがっていた。

　漢字の『巳み』に似た魔術記号──。

　夏休みの合宿でも見た《鎖の秘文字》である。

「私もこの文字の継承者というわけです」

　十年以上のつきあいになる幼なじみまで、竜りゆう弑ごろしの継承者となってしまった。ハルはそのことをぼやこうとして、寸前でやめた。

　バカ話をしながらも、実は複数の探知系魔術をずっと行使中だった。

　そのひとつが興味深い情報を提供してくれたのだ。

「何だ、これ？」

「どうかしたの、春はる賀がくん？」

「いやね。ルルク・ソウンの秘ひ文も字じで《目》を作って、この遺跡とか周辺地形を観測させていたんだ。ちなみにここ、月面地形でいうと北半球にある『雨の海』の北東部」

「えっ？　わたしたち、海のなかにいたの!?」

「月面でいう〝海〟は『表面が色の濃い玄武岩で覆われた一帯』って意味なんだ。地球から月を見たとき、そのあたりは黒く見える」

　驚く織おり姫ひめへ、ハルはうんちくを語った。

「視覚系の魔術で十じゆう條じよう地じも見てみるといいよ。今いるのは月のいわゆる表側で、高高度から見おろすと静かの海やアリストテレス・クレーター……有名な月面地形をばっちり確認できるから。で、この遺跡の割と近くで異常事態が発生中なんだよな」

「月面で、ですか？」

　アーシャに確認されて、うんとうなずいたとき。

　魔ま導どうの杖つえとして、ずっと右手に持っていた魔銃がささやいた。

「おい、小僧」

　鋼はがねの感触は硬く、冷たく、ずしりと重い。この魔導器に宿る魂こん魄ぱく以外に、春賀晴はる臣おみを小僧呼ばわりする者は地上にいない。

　魔銃は火ひ之の迦か具ぐ土つちの幼い声で、尊大に告げる。

「感動できるかは知らんがな。面白いものが見たいのなら、その異常とやらを念入りに調べてみるといいぞ」

「なんだって？」

　ずいぶんと思わせぶりな情報だった。しかし。

　身を乗り出しかけた瞬間、ハルはびくりとした。今いる建物全体が『ゴゴゴゴ！』と激しく揺れたのだ。

　窓際にいたハルはあわてて窓の外に顔を出し、納得した。

　すぐ真上の空を──竜王の巨体が『轟ごう！』と駆け抜けていく。全長十数メートル。巨大な両翼を大きく広げたホワイトドラゴンである。

　白き竜王、雪ゆき風かぜの姫。

　あの快活な美少女のドラゴン体だった。

『晴はる臣おみよ、すこし話がある！　顔を見せよ！』

　大だい音おん声じようが空から振ってきた。

　まるで雷鳴だが、明らかに姫の可か憐れんな声だ。

　ハルたちがいる塔の上空を一度は駆け抜けていったドラゴン王だが、ゆっくりとこちらにもどってくるところだった。

　王者にふさわしい、堂々たる飛行である。

　居留守が通じる可能性はだいぶ低い。思わずハルはぼやいた。

「情報収集だって大切なのになあ」

　戦士ならざるトレジャーハンターとしての、率直な意見だった。

　できれば『例の現場』に今すぐ急行したいところ。竜王さまの召し出しに応こたえていたら、その間に異常事態が終わってしまうかもしれない。

「ねえ十じゆう條じよう地じ。ひとつ頼まれて欲しいんだけど」

「えっ、わたし？」

　きょとんとする織おり姫ひめの背後には、白い毛皮の狐きつねが寝そべっていた。

　その体格はサラブレッドにも負けないほどで、しかも九尾である。最小サイズまで縮小させた悪あく路ろ王おうだった。不測の事態にそなえて、織姫が呼んでおいたのだ。

　犬科の狐に似ているだけあって、鼻が利く。耳も勘もいい。

　悪路王は石造りの床でべたっと〝伏せ〟をしながらも天井──空の方をにらみ、『ぐるるるっ』と警戒のうなり声を発していた。
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「我が天明宮の居心地はどうだ、晴臣よ？」

「ルーク・スカイなんたらが育った砂漠の星みたいで殺風景すぎるけど、居心地自体は悪くないよ。で」

　さりげなく居住環境に文句をつけながら、ハルは訊たずねた。

「僕に話って何なのさ？」

「ふふふふ。この姿──雪ゆき風かぜの雄姿はどうだ？」

　雪風の姫はふざけた答えをしてみせた。

　数十基もの石塔が立ちならぶ区画、その中心にある広場であった。ここまでアーシャといっしょに走ってきたばかり。幼なじみともども、ハルは息を切らせている。

　そんな人間どもを、雪風の姫は雄々しく見おろしていた。

　全長十数メートルものドラゴン体のままで。

　白き竜王は、この姿でハルたちの前に降りてきたのである。

「どうと訊きかれても……『大きいですね』くらいしか言えませんよ？」

　唐突な質問にとまどい、アーシャは首をかしげていた。

「ただ、大きさとか逞たくましさでは、ハンニバルの方が上だったかもしれませんね。私の記憶ちがいでなければ、ですが」

「いや、アーシャの言うとおりだよ。あっちの方がふたまわりは大きかった」

　ドラゴン王の強壮なる肉体と対たい峙じしつつも、幼なじみふたりでコメントし合う。

　このあたり、なつかしいラーク・アル・ソス──竜族上位種にさえ萎い縮しゆくしていた頃とは雲うん泥でいの差であった。よくも悪くも慣れてしまった。

　一方、不ふ埒らちな人間族に対して、雪ゆき風かぜの姫は不愉快そうに言う。

「僭せん主しゆの小娘よ。おまえには訊いていないし、そもそも呼んでもいないぞ」

　むすっとした声こわ音ねで、姫がつぶやく。

　ただし、こんな言葉でもドラゴン王が発すれば遠雷のごとく大気を震わせ、周囲一帯にいんいんと響きわたっていく。

　それでも臆さないあたり、なりたての僭主とはいえ、さすがアーシャだった。

「いいじゃないですか。私も晴はる臣おみともども、あなたに挑戦する立場なんですから」

「ちっ。まあ、いい。とにかく晴臣よ、おまえには一度、雪風の雄々しさをじっくり見せておこうと思ってな」

「なんでさ？　君の強さとかすごさなら、もう十分わかっているよ」

「なに。おまえと立ち合うとき、また変化できるか──わからぬからな」

「どういうことだい、それ？」

　思わぬ発言に驚くハルへ、姫はさらに告げる。

「ふふふ。どうも雪風の若さが理由らしいのだが。いつでも竜の体に変化できるとはかぎらぬのだ。心が十分に昂たかぶらないと、なかなか姿を変えられない」

「そうだったのか……」

　雪風の姫はおそらく人間出身の竜王──。かつての予想は正しかったらしい。

　ハルは大きくうなずいた。そして、姫はさらにつづける。

「しかし、だ。おまえをここに招いたせいか、今日はことのほか気が研ぎすまされている。すんなり変化できてしまった。だから、これは褒美だ」

「どういう意味？」

「ふふふふ。雪風の──竜としての猛たけ々だけしさ、間近から存分に鑑賞させてやる。我が肉体の雄々しさをその目に焼きつけるといい」

「それは褒美じゃなくて、むしろ精神的虐待のような……」

　なんともズレた考えを披露されて、ハルはぼやいた。いずれ対戦する相手の逞しさを賛美するような筋肉フェチ的発想、文系男子にあるわけがない。

　しかし、それでも。

　姫のドラゴン体とじっくり対面して、感心してしまうハルだった。

「まあ、でも、今の君はすごくかっこいいというか綺き麗れいだから、そういう意味じゃご褒美かもしれないねえ」

「綺麗だと？」

「うん。たしかにハンニバルの方がでかいし、パワーもありそうだったけど。君──雪ゆき風かぜの姫の方が綺麗さでは断然、上じゃないかな。白くて、すごく細身のところなんか、設定が変幻自在すぎるデザイナー兼漫画家さんの人型兵器っぽいし」

「つまり晴はる臣おみ。ゴテ●ックなんたらに改名前のモ●ターなんとかだと？」

「そうそう。あの辺に通じるものがあるデザインで、男の子マインドを絶妙にくすぐられるというか」

「……おまえたちは何の話をしているのだ？」

　ついアーシャとの内輪話に興じていたら、雪風の姫に冷たく見おろされてしまった。ハルはあわてて愛想笑いを浮かべた。

「要するに、ドラゴンの姿の君はとても素敵だってことだよ、うん」

　かなり明確に賛美のコメントを口にしたのだが。

　雪風の姫は「ふん」と冷たく、ドラゴン体のまま聞き流しただけだった。彼女のなかでは儚はかなげな美よりも強さ・逞たくましさの方が圧倒的に価値が上らしい。

（小学生の男の子かよって感じですねえ）

（あれだよ。宇宙世紀の人型戦闘機械は、背中の羽根飾りが多いほどストラ●クフリーダムでかっこいいと思うタイプなんだよ、きっと）

（個人的には、メイスとかレンチを振りまわす方も好きなんですけどねー）

　アーシャとひそひそやりながらも、ハルは思う。

　ここに幼なじみまで連れてきたのは、いっしょに白き竜王の気を惹ひきつけるため。その間にもうひとりの仲間が『例の──月面の異常事態』を調べてくれているはずだ。

　雪風の姫との対決を目前にひかえて、余計な好奇心かとも考えたのだが。

　意外にも、怠たい惰だな自称悪魔がハルの興味を後押ししてくれた。

　あれに一体どんな意味があるのか？　ひそかに、早く織おり姫ひめの報告を聞きたいと願うハルだった。




「あ、あのう、迦か具ぐ土つちさん？　悪あく路ろ王おうは本当に大丈夫なのかしら？」

　織姫はおそるおそる訊たずねてみた。

　仮の宿と決めた石塔のすぐ外にいる。見つめる先は北東の空。そちらにパートナーの悪路王を飛ばしたばかりであった。

「いくらリヴァイアサンだからって、一応は生身の生き物なんだし。何の装備もなしに外へ出ていくのは、さすがに無理があるんじゃ……」

「無理なわけあるか」

　春はる賀が晴はる臣おみよりあずかった魔銃は、にべもなく答える。

「不ふ朽きゆうの加護さえあれば、星海の虚空であっても恐るるに足りぬ。そもそも、今おまえがいる領地も雪ゆき風かぜめの加護で守られているからこそ、安全なのだぞ？」

「そ、それは重々承知しています……」

　白きドラゴン王の領土である謎の月面遺跡。

　この一帯、実は不朽の加護──真珠色のバリアーでドームのようにとりかこまれ、すっぽりと保護されていた。

　加護の外は白い砂と岩ばかり。荒涼たる月面が果てしなく広がっている。

　そして、そこは真空・低重力・低温・紫外線・放射線・宇う宙ちゆう塵じんといった〝地球外にいるからこその諸問題〟が襲いかかってくる領域でもある。

　地球内の生物がむき出しの生身をさらけ出せる場所ではない、のだが。

　悪あく路ろ王おうは『蛇』──リヴァイアサン。

　織おり姫ひめ自身も学園の制服を着たままで、酷烈なる月面と向き合っている。

　本当に現実感がない。織姫は『はあ～』とため息を吐き出して、かぶりを振った。心を切りかえ、集中しなくては。

「まあ、海底とか異次元とかでもやってこられたんだから、月くらい今さら怖がる必要ないわよね……」

　自分に言い聞かせてから、白き狐こ狼ろうの姿をイメージする。

　悪路王は現在、単独である場所に向かっている。パートナーの魂と十じゆう條じよう地じ織姫の魂を霊的にリンクさせて、遠隔操作をはじめるのだ。

「応こたえて、悪路王！」

　願った途端、霊的リンクに成功した。

　織姫の魂は肉体を離れて、海でも泳ぐようにして月面上空を遊泳する悪路王のすぐそばまで飛んでいった。

　自分たちはいまや月の北半球、それも北極点に近いエリアを飛行中なのだ。

　さっきまでいた場所は月面地形でいう『雨の海』。

　近くには晴れの海、静かの海、アペニン山脈、アルキメデス・クレーターなどが存在するという。そして、織姫たちの目的地は──

「プラトン・クレーターっていうらしいわよ、悪路王」

　月面でも最大規模のクレーターだという。

　雨の海からは比較的近くにあるらしい。だが、それでも具体的には数百キロという距離が横たわっているはずだった。

「魔法を使って、先を急ぎましょう！」

　指示に応こたえて、白き九尾の狐こ狼ろうは疑似神格《太陽》を使った。

　数時間前、織おり姫ひめのレベルアップと共に得た力である。悪あく路ろ王おうは四、五〇秒ほど力をためてから、太陽光と同じ速度で移動をはじめた。

　しゅ──ん、と巨大なクレーターの上空にみごと到着する。

　もはや、ほとんど瞬間移動であった。

　現在の高度は月面から高度一千メートルというところか。今、悪路王の遥はるか眼下には雄大なる月面地形が口を開けている。

　プラトン・クレーターの直径は約一〇〇キロ。深さは平均約一キロだという。

「あら？」

　霊体となって、織姫自身もパートナーに寄りそっている。

　そこで《視覚強化》を自ら使い、魔術的視覚も発動させた瞬間、驚くべきものを見た。

「月から……何か出てくる!?」

　プラトン・クレーターはややいびつだが、基本的に円形である。

　直径約一〇〇キロの中心あたりから、気泡かシャボン玉のような球体が──ぼこぼこと、いくつもいくつも湧き出てきたのである！

「ひ、百個以上はあるわよね……」

　ざっと見わたすだけでも、発生した球体の数は三百個以上であった。

　全すべて透きとおっていて、シャボン玉のように虹色の輝きを放っている。しかし、球体の表面はどこか硬質で、水晶にも似ていた。

「迦か具ぐ土つちさんが見せたかったものって、あれなの!?」

　魔銃と共に随行中の火ひ之の迦か具ぐ土つちへ、織姫は叫んだ。

「あれは一体どういう──」

「ふん。せっかくここまで来たのだ。自分の目で確かめてこい」

「そ、それもそうね。悪路王、もっと近づいてみましょう！」

　面倒そうな声にうなずいてから、織姫は急加速を命じた。

　白き九尾の狐狼はぐんぐん高度を落としていく。月面という状況を抜きにしても、これだけの速度で空を飛ぶなど、霊体でなくてはできないことだった。

　おかげで、ほどなくして衝撃的な光景を目撃できた。

「ラプトルたちじゃない！」

　全ての球体のなかで、ラプトルが眠っていた。

　個体差はあるが、その体長は七、八メートル程度。よく上位種などから『羽トカゲ』呼ばわりされる小柄な竜たちだ。

　道具類を持つための前肢もなく、言語や魔術も使えない。

　プラトン・クレーター内をふわふわと浮遊する約三〇〇個もの球体──そのなかには、眠れるドラゴンがひそんでいたのである。

「あら？　あの子たち……いつもより小さいみたい」

　織おり姫ひめはうなずいた。まちがいない。

　球体で眠るラプトルたち、通常の半分ほどのサイズだった。

　しかも、色までちがう。いつも見るラプトルはメタリックな鋼はがね色いろ。だが、月面の小ラプトルたちは──色合いが明らかに薄めだ。

　また、よく見ると顔つきにも精せい悍かんさがないと言おうか……。

「子供っぽい感じ？」

　直感にまかせて、織姫はつぶやいた。そして連想する。

　数百個もある水晶色の球体のなかで、小ラプトルたちが眠っている。それは両生類や昆虫、爬は虫ちゆう類るいなどの卵にも似ているような……。

「…………」

　今度は魔女としての感覚を研ぎすます。

　考えるな、感じるんだ。かつてアーシャから教わった魔術のコツにして、偉大なカンフースターが遺のこした訓示である。その教えどおりに、クレーター内に満ちる魔力の流れを素直に感じとってみる。下──。

　織姫は宙に満ちる数百個の『卵』ではなく、その下──月面を見つめた。

　必要な力をひねり出すため、意識を集中させる。

　魔力が『ぶわっ』とわきおこり、織姫の感覚を研ぎすます。おかげで、プラトン・クレーターの中心付近に記された巨大ルーン文字が──見えてきた。

　それは『∞』の図形であった。

「すっごく見覚えがある感じ……」

　魔女である織姫には、実はおなじみの意匠だった。

　リヴァイアサンを召喚するとき、まず天空に五ご芒ぼう星せいの魔方陣が現れる。そして、破邪を意味する五芒の星はすぐに『∞』へと変化するのだ。

　しかし、そんな理解を嘲あざ笑わらうように、

「おまえたち人間ごときが使う〝まがいもの〟といっしょにするなよ。あれこそが竜の種族にとっては唯一無二の命の源、《母なる竜の秘ひ文も字じ》だ」

　魔銃に宿る元竜王、火ひ之の迦か具ぐ土つちがささやいた。

　母なる──竜の秘文字。

　その言葉に織姫がハッとした瞬間、変化が起きた。

　ぱりん、ぱりんと全すべての『卵』が一斉に割れはじめたのである。

　なかで眠っていた数百匹の小ラプトルたちは──ふらつきながらも両目を開け、翼を広げて、よろよろと飛ひ翔しようをはじめる。

　月面のどこかへ向かうものもいれば、地球をめざすものもいる。

　まったくべつの方向へ飛ぶものもわずかだがいた。また、早くも群れを組む小ラプトルのグループまであった。

「驚いたか、巫み女こよ。あれが竜族の誕生だ」

「迦か具ぐ土つちさん!?」

　横を見ると、いつのまにか火ひ之の迦か具ぐ土つちが宙に浮いていた。

　紅あかい和服の童女の姿である。ひさしぶりに魔銃から抜け出てきたのだ。

「純血の竜族のなかにいわゆる女、雌はいない。彼奴あいつらを産み落とすのは──母なる竜の秘ひ文も字じを刻んだ大地そのものなのだ」

「そうだったの……」

　呆ぼう然ぜんとする織おり姫ひめへ、かつて紅ぐ蓮れんの女王であった竜はさらに言う。

「ああして産まれた羽トカゲども、大半は何ど処こぞで野垂れ死んでいく。だが数十年、数百年の歳月を経て、十分な智ち恵えと魔力をたくわえたものは──あるとき、唐突に上位種として覚醒するのだ。ハンニバルのような雑種はべつだが、あのパヴェル・ガラドなどはそうして生まれたはずだな」

「純血のドラゴンを産む秘文字……！」

　竜りゆう弑ごろしのルーン文字とは、まさに真逆。

　生命の神秘というには、あまりに奇妙すぎる。その現場に立ち合って、織姫はただ息を吞のむばかりであった。





【第二章　母なる竜の秘文字】
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　ハルたちの仮住まいとなった月面遺跡。

　地球から見て、いわゆる〝表側〟に位置している。

　月の自転周期と公転周期、実はどちらも約二七日である。その関係で、月は常に同じサイドを地球に向けている。

　ふだん見せない裏側は、穴ぼこだらけでひどく醜いのだが。

　いつも地球に見せている表側は冴さえ冴ざえと白く、静せい謐ひつなる美に満ちている。

　そして、約二七日かけて一回転する自転周期のため、月では昼が約一四日、夜も約一四日間つづいてしまう。

　ハルが月面遺跡に連行されてから、約一二時間が経過していた。

　その間、ずっと昼間であった。

　ハルたちは適当に本拠地と決めた塔で寝泊まりしていた。最上階のフロアをハルひとり、すぐ下の階を女子二名で使っている。

　そして今、ハルは散歩がてら、ひとり遺跡内を歩いていた。

　宇宙空間の無重力も、地球の六分の一だという月面の重力も関係なく、いつもどおりにてくてく歩ける。本当にトンデモない場所だ。

「全すべてのドラゴン純血種の母となる秘ひ文も字じ、か……」

　ぼそりとハルはつぶやいた。

　月面のプラトン・クレーターにて進行していた竜族誕生の光景。魔術の目によってハル自身も見たし、悪あく路ろ王おうにも偵察してきてもらった。

　無数のラプトルを生み出す魔術の記号は『∞』だったという。

「そういえば、火ひ之の迦か具ぐ土つちにドラゴンの出生方法を訊きいたことあったよな。あのときはたしか、にやにや笑って、ごまかされたんだ」

　卵生か胎生か。そもそも雌雄の区別はあるのか等。

　生物としての根本的な部分を訊たずねたら、『込み入った話になるから、おいおいな』と適当にごまかされて、そのままうやむやになった。

　自称悪魔とのつきあいがまだ浅かった頃である。

　だが今回、火之迦具土はあるキーワードを明かしたらしい。

　母なる竜の秘文字、と──。

「あいつ、いよいよ柄にもないことをはじめたよな」

　珍しくまともに情報提供をしてくれた元ドラゴンの女王。

　彼女について、いくつか思うところがある。また、母なる竜の秘文字とやらを今すぐ、入念に調べまくりたい気持ちもある……。

「ん？」

　考え事の途中で、ハルはびくっとした。

　右掌てのひらの《弓の秘文字》が──対ついを成す文字の接近を告げていた。

「すこしつきあえ、晴はる臣おみよ！」

「やっぱり君か！」

　雪ゆき風かぜの姫が上空から飛来してきた。

　魔ま導どうの杖つえである例のサーフボードを駆って、まさしく疾風のごとく。

　気づけば、ハルはぐいっと首根っこをつかまれて、空飛ぶ板きれの上に無む理り矢や理りひっぱりあげられていた。

　すぐ前にはワンピースを着た雪風の姫。ふたり乗りになってしまった。

「うわあっ！」

　ハルはとっさにへたりこみ、サーフボードに尻しり餅もちをついた。

　こうも不安定な代しろ物ものの上で直立できるほど、バランス感覚に自信はない。

「はははは、無ぶ様ざまだな！」

「当たり前だろっ。これ、どう見てもふたりで乗れるやつじゃないって！」

　嘲笑の気配など微み塵じんもない快活さで姫は笑い、ハルは文句を付ける。

　その間に魔ま導どうのサーフボードはまっすぐ急上昇をつづけ、月の引力をたやすく振り切れるほどの──マッハ八以上の速度域に到達した。

　眼下に広がる白い月面がぐんぐん遠ざかっていく。

　不ふ朽きゆうの加護で守られているため、姫とハルの体に一切負担はなかったが……。

「一体、僕をどこに連れていくのさ!?」

「話がある。すこしつきあえ。雪ゆき風かぜの屋敷を見せてやる！」

「ええっ!?」

　現在の高度、おそらく月面から一〇〇キロ以上。

　ハルたちの向かう先には小惑星があった。月周回軌道をまわっているのだ。楕だ円えん形けいの皿のような形で、旧東京ドームがまるごと乗っかりそうなほどのサイズだった。

　運命の宿敵らしい、雪風の姫。

　彼女と対決する前の休養期間、今日をふくめて残り二日しかない──。




　一息つくなり、ハルはまずクレームを入れた。

「話をするだけなら、こんなところにわざわざ来なくても」

「ここの方が落ち着くし、下よりきれいだ。雪風はこっちがいい」

　この小惑星にも、素朴な石造りの塔ばかりの遺跡があった。

　だが月面のそれとちがい、こちらには優美な造りの建物がひとつだけある。

　青みがかった透明色の素材──『氷』によって建造された城だ。その頂いただきはつららのように尖とがっており、下にいくほど末広がりになる円えん錐すい型だった。

　繊細な氷細工を思わせる曲線が〝氷の塔〟のシルエットを洒しや脱だつにしている。

　この城の〝謁えつ見けんの間〟とおぼしき広間。床・壁・柱の全すべてが氷のように透きとおった場所で、ハルは雪風の姫と向き合っていた。

「なら、最初から僕らもこっちに連れてきてよ」

「何を言う。男女七歳にして席を同じくせず、だぞ。いくら晴はる臣おみでも男子である以上、雪風と同じ屋根の下で起居するなど、あってはならぬ」

「十じゆう條じよう地じとアーシャは、僕と同じところに放りこんだくせに……」

「？」

　雪風の姫は目をぱちくりさせた。

　ハルのつぶやきの意味、理解できなかったらしい。

　僭せん主しゆでもある特級魔女と日本人少女を『春はる賀が晴臣の飼い猫』程度にしか思っていない顔だった。たぶん、一個人として認識しようとしていない。

　さすが竜王だなあとあきれていると──

「どれ」

　姫がいきなり、ハルの顔をのぞきこんできた。

　身長一七〇センチ未満と決して大柄ではないハルだが、それでも一五〇前後の姫よりは背が高い。白き竜王はわざわざつま先立ちになっていた。

「昨日よりも顔色がすこしマシになっている。雪ゆき風かぜの言いつけを守って、きちんと静養しているようだな」

「おかげさまでどうにかね」

「誉ほめてやろう、晴はる臣おみ。そのまま戦いの日にそなえるのだぞ」

　うれしそうに雪風の姫はうなずいている。

　推定一千歳オーバーのくせに、あどけなさの残る顔立ちはすぐ目の前にあった。

　どきっ。ハルの胸が高鳴る。

　距離が近すぎる。たがいの鼻と鼻がほとんどくっつきそうだ。この距離感、まるで十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめと──するときのようであった。

　どきどき。心拍数が上昇する。それにしても雪風の姫は可か憐れんだ。

（名前どおり、本当に雪の精みたいだな）

　柄にもなくポエミーなことを思うハルだった。

　美少女竜王さまへの下心など、一切ない。ないのだが、ドラゴンとはいえ可憐すぎる異性とここまで急接近してしまっている。

　そのシチュエーションゆえのどきどきであり、ときめきだった。

（いけないいけない。僕にはなんていうか……十條地がいるわけだし、彼女以外の人に妙な出来心を起こすわけには──）

　ハルはきりっと顔を引き締め、毅き然ぜんたる態度を意識した。

「ほう」

「どうかした？」

「いや、なに。なかなか凜り々りしい顔もできるのだな、晴臣よ」

「当たり前じゃないか。これでも僕は男の子だからね」

「よく言った。ふふふふ。僭せん主しゆとしては変わり種のおまえにも、男子たる気概があるとはなかなかに意外で──悪くない」

「そりゃあよかった。実は、紳士のプライドは僕の自慢のひとつなんだ」

　十條地織姫には、とっくに看破されている。

　えっちな下心がむくむくしてきたときほど、春はる賀が晴臣は『きりっ！』と無駄に顔をひきしめているなどと。

　しかし、雪ゆき風かぜの姫は日本人魔女より──ある意味で純真だった。

　ハルの主張を聞いて、満足そうに目を細めている。

「そうか。ならば、そのまま励むといい。雪風の好むような男子でいることは、おまえの義務なのだから」

「えっ？　どうして義務なのさ？」

「忘れたのか、例の約束を!?」

　ハルが目を丸くしたので、雪風の姫は頰ほおをふくらませた。

　しかし、子供っぽいふくれっ面になっても、これはこれで彼女の新しい魅力に思えてくるのだから、やはり美少女は得であった。

「僕、君の言うことを聞くような約束、何かしたっけ？」

「した。以前、おまえに伝えたはずだぞ。矢と弓の継承者同士として、はじめて刃やいばを交えた日の夜に──」

「夏休みの前に戦ったときか。玄げん武ぶ王おうなんかも出てきたときの」

　雪風の姫との初対戦は、三か月ほど前。

　全長一〇〇メートルを超す巨大眷けん属ぞく、玄武王をあのとき倒した。巨大ガメの体内からは女神の力を持つ真・玄武王が出てきて、苦戦させられたものだ……。

　そして、ハルはハッとした。

　あの日の夜、雪風の姫がふらっとやってきて、告げたのだ。

『晴はる臣おみよ。われらはいずれ雌雄を決する間柄。この雪風がおまえを破り、おまえが命冥みよう加がに生きながらえたなら──』

『おまえはこの雪風の眷も属のとなれ』

『我といくさ場で相まみえ、命を拾うほどの勇士がいれば……その程度の褒美、むしろあたえて然しかるべきだろう。せいぜい励めよ、晴臣！』

　そうだった。ＲＰＧのラストバトル直前で『我の部下になれ』と言ってくる魔王よろしく、雪風の姫はそんなことを一方的に宣告していた！

「思い出したか」

　雪風の姫はにんまりと笑った。

「無論、死闘の果てに命尽きず、九死に一生を得られればという前提だが……おまえは我が下僕となる運命の男。ならば、主あるじの好みどおりの男子となるのは──」

「義務だと、君は言うわけか」

「うむ」

「あれ、僕のなかでは約束にカウントされてないんだけどなあ」

「なんだと!?」

「君はあのあと、僕が返事する前にさっさと帰っていったし」

「む」

「そりゃあ命を取る代わりに、部下にしてくれるってのはすごい好条件だけど。僕にだってプライドがあるからね。一方的にそんなことを言われて、はいはいしっぽを振るなんて、それこそ男として問題ありじゃないか」

　本音を白状すれば。

　問答無用で殺されるよりも美少女ドラゴンさまの奴隷になる方が一千倍もマシだし、是ぜ非ひ雇って欲しいと思う。プライドに殉じゆんじるよりも『いのちだいじに』でいきたい。だが、そんな思惑をストレートに表明したら──

　それこそ『男らしくない！』と一いつ喝かつされるのではないか。

　本当に敗北したあと、『おまえなどやっぱり要らん』と言われるのも怖いので、ハルはあえて逆張りしてみた。なるべく心証をよくしておいて、『負けたとき』にそなえようという姑こ息そくな計算である。

（ま、こんな口答えに本気で怒るような人じゃないしね）

　姫の気性を知るからこその気安さで、さらに言う。

「大体、勝負する前から僕が負ける前提で話すのもいかがなものかと。もし万が一、君が負けたときは……何をしてくれるのさ？」

「雪ゆき風かぜがおまえに──僭せん主しゆごときに敗れたら、だと？」

「うん」

　じろっとにらまれて、ハルはひそかに肝を冷やしたのだが。

　本気で怒っている目ではない。姫の不機嫌そうなまなざしにすこしひるみつつも、ここはなるべく剛胆ぶっておこうと言葉を選ぶ。

「勝負事だからね。番狂わせが起きるかもしれない。いや」

　ハルは力強く言った。

「必ず起こしてみせるよ」

　ふだんの春はる賀が晴はる臣おみなら、絶対に言わないセリフである。

　逆に──だからだろうか。それらしい言葉がすらすら出てくる。いつもと真逆の自分を演じるだけなので、逆に言うべきことがパッと思いつくのだ。

（舞台でアドリブする役者さんって、こういう気分なのかもなあ）

　なんとも不謹慎なセルフ・プロデュースであった。

　対して、生きつ粋すいの戦闘種族である雪風の姫は──

「ならば晴臣よ。我が敗北した暁には、この雪風をおまえの眷も属のとせよ！」

　潔癖な戦士らしく、凜り々りしく言い切った。

　やはり、姫はまだまだ若い。その初うい々ういしさがちょっと可愛かわいい。

「わかった。でも、眷けん属ぞくってのは個人的に抵抗があるから、そういうの、僕が勝ったときは遠慮させてもらおうかなあ」

　年端もいかない女の子に、下僕や奴隷の立場を強しいる趣味は一切ない。

　人道と良心にまかせて、ハルはやや偽善的な返答をした。……まあ、勝負のあとのことなど考えられないというところも大きかったが。

　しかし、千年を生きた歴戦の勇士には、その穏健さが癇かんにさわったようだ。

「ずいぶんとなまぬるい条件だな。情けをかける気か？」

　むっとする雪ゆき風かぜの姫に、ハルはあわててフォローする。

「そ、そういうわけじゃないけど」

「ふん。僭せん主しゆごときに情をかけられるなど恥でしかない。いいだろう。万一、敗れることがあれば──心置きなく、雪風をおまえのものにするがいい！」

「えーっ」

「もちろん、おまえごときに敗れる道理はないはずだがな！」

　怒れる少女竜王は雄々しく宣言する。

　すこし言いすぎたかなとハルはあせったが、すぐに思い直した。

　この問答があろうとなかろうと、雪風の姫が勝負で手を抜くなどありえない。これで不利になることもないだろう。

　雪風の姫は、まさしく矢のようにまっすぐな気性なのだ。

　むしろ問題は──

（いろいろ調子いいことを言ったけど、どう考えても、僕の方に勝ち目はまるっきりなさそうなんだよなあ）

　とはいえ、勝つための準備を怠るわけにもいかない。例の件をそろそろ相談しておくべきだろう。ハルは話題を変えた。

「ところでさ。話は変わるけど……月面のクレーターのひとつに、ルルク・ソウンの魔術記号がでっかく刻んであるだろう？」

「ほう」

　子供っぽく怒り、拗すねていたのがうそのように──姫の表情が一変した。

　にやりと不敵に笑い、ハルを見つめなおす。

「あれにもう気づくとは、さすがにめざといな」

「誉ほめられるほどのことじゃないよ。あれ、結構あやしい気配をまきちらしているじゃないか。ときどきラプトルを大量発生させているし」

「ふふふふ。《母なる竜の秘ひ文も字じ》というらしい」

　雪風の姫は軽やかに言った。

「われらが操る屠と竜りゆうの文字とは、まさに真逆。竜を生み出す刻印だそうだ」

「意外だな。興味なさそうじゃないか。この宮殿の近くにあるから、てっきり君の所有物なのかと思ったよ」

「誰のものかと言えば、全すべての竜族のものであろう」

　ここは竜王らしく、威厳と共に姫はつぶやいた。

「雪ゆき風かぜは単に、月の近場にねぐらを置きたかっただけだ。この城に落ち着いたあとで、あそこに母なる秘ひ文も字じが顕あらわれていると知った」

「なるほどね……」

　母なる竜の秘文字というキーワードを知った直後から。

　魔ま導どうの杖つえでもある魔銃から、竜族誕生にまつわる情報を引き出せるようになっていた。どうやら宇宙にはいくつかあるらしいのだ。

　月のように〝ドラゴンを産むルーン文字〟が顕れる天体が。

　母なる文字は数世紀ほど活動すると力を使いはたし、数万年から数十万年という長い休眠期間に入る。

　そうやって生誕のパワーを回復させたら、ふたたび星の表面に顕れる──。

　月面の『∞』は長らく休眠期にあったのだが。

　西暦一九九九年の七月にふたたび活動状態に入った。そう。ドラゴンが地球に帰還した年である。そして母なるルーンの復活に合わせて、長らく地球を留守にしていたり、休眠していた竜王たちや上位種も積極的な活動をした……。

　なんと壮大すぎる裏事情。が、今のハルには関係ない。

　肩をすくめて、こんなことを言った。

「じゃあさ。僕があそこに降りて、いろいろ調べたりしてもかまわないわけだ」

「なんだと？」

「だって、君の持ち物じゃないんだろう？」

　姫にじろりと見据えられて、ハルはどきりとした。少女の瞳のなかに剣けん吞のんな怒気をかいま見たのである。

「忘れるな、晴はる臣おみ。おまえは雪風の命で休養中の身。要らぬ寄り道で回復が遅れたら、どうする？　決着の日まで、もういくらもないのだぞ？」

「だからだよ。君との戦いに──役立つ何かが見つかるかもしれない」

「なに？」

「休養とはまたべつにさ。勝負にそなえての悪あがきもしておきたいんだよね」

　来たる戦いのため。魔法の言葉をハルは口にした。

　はたして、雪風の姫は腕組みして、「ふうむ」と考えこんだ。

「母なる文字とは畢ひつ竟きよう、竜の子を産むためだけのもの。われら竜王と僭せん主しゆの闘争に役立つ何かではないのだがな」

　批判的な口ぶりだったが、姫はそれ以上制しようとはしなかった。

　ハルの意志を尊重してくれたのだ。まあ、ここまで言う以上、戦いの場で切り札になるような秘ひ文も字じではないのだろうが──。

　こちらにもいくつかのアイデアがある。

（竜王の連中は……きっと思いつきもしないだろうけど）

　それを試してみようと考えていたら、いきなり言われた。

「あちらへ行くのはかまわないが、そのあとは必ず雪ゆき風かぜのところに顔を出すのだぞ。もし回復が遅れているようなら、寝床にしばりつけてでもおまえを休ませるからな！」

　可か憐れんなるドラゴンの姫からの命令。

　明らかに、春はる賀が晴はる臣おみをペットか玩具おもちやと思っている口ぶりであった。





　　　　２






「雪風の姫と、ずいぶんお楽しみだったようですね」

「いきなり何を言ってんだよ、アーシャ」

「お姫さまと話している春賀くん、声がすごく楽しそう。無駄にはずんでいるもの」

「十じゆう條じよう地じまで!?」

「おまけに晴臣のくせに『おまえのものになる』宣言までされちゃって……。許しがたいと思いませんか、織おり姫ひめさん？」

「本当だわ。春賀くんのくせに、なんだか調子に乗ってる感じ」

「姫と話しながら、思い切りデレデレしていますしね」

「ぼ、僕はミッション達成のために、必死に姫の相手をしてきたんだよ!?　大体、声しか聞いてないのに、どうしてデレデレしてるなんてわかるのさ！」

「この柄にもなく気取った声だけで十分です」

「アーシャさんの言うとおりだわ。いつもの春賀くんとちがうもの」

「し、仕方ないじゃないか。姫の注意をできるだけ惹ひきつけておこうと、必死でしゃべっていたんだから」

　雪風の姫とあれこれ長々と話しこんだあと。

　御前を辞して、仲間たちのもとに帰ってきたのだが。隠し持っていた携帯端末の録音アプリで保存した姫との会談を聞かせたところ。

　幼なじみと十條地織姫はハルを非難しはじめたのだ。

「わざわざ貴重なバッテリーを使って、会話を記録してきたのに。ここじゃ携帯端末の充電もできないってのに……」

　説明の手間をはぶこうとしたことが仇あだになったようだ。

　ともかく、気を取りなおしてハルは言う。

「まあ、とにかくさ。姫の許可も下りたから、大おお手でを振って月面旅行ができるようになったよ。調査中に連れもどされたりしたら、たまったもんじゃないしね」

「で、そのあとで姫のところに行くわけですか……」

「必ず顔を出せって、お姫さまに命令されたものね……」

「この話はもうやめっ。時間もないことだし、さっさとはじめよう」

　これ以上はさすがに、作業に支障が出る。

　ようやく真顔になってくれた女子ふたりへ、ハルは告げた。

「すぐにクレーターへ行って、母なる秘ひ文も字じとやらを──直じかに調べてみるんだ」




　月面のプラトン・クレーターに着陸するというミッション。

　地球人類的には軌道船オービターでも用意すべきなのだが、ハルは横着することにした。ルルク・ソウンの秘文字『瞬間転移』を使ったのである。

「あっさり到着してしまいましたねえ……」

「ま、瞬間移動だしね」

「晴はる臣おみの魔術でこんなところに来るなんて……半年前は想像していませんでした」

　アーシャが感慨深げにつぶやいている。

　ほんのすこし前まで、幼なじみとハルは石塔内の一室にいた。

　が、今は白い大地の上に降り立っている。見わたすかぎり、白い──乾いた砂で埋め尽くされていた。ついに月面くんだりまで来てしまったのだ。

「どこでもドアって実在したら便利でしょうけど、旅情みたいなものも一気に消滅させて、痛いたし痒かゆしになりそうですよね」

「ま、今回は実用性重視ってことで」

　ふたりとも、地球にいたときと同じ私服姿だ。

　アーシャなどは愛用のアーミージャケットを羽織っている。

　お値段一〇億円以上もする宇宙服を買うつてもないし、必要もない。ふたりとも僭せん主しゆの力を使い、不ふ朽きゆうの加護──無色透明のバリアーを身にまとっている。

　この加護、ふだんは真珠色の光という形で現れるのだが。

『戦闘中はともかく……。こういう調査活動のときは色付きだと、すこし邪魔くさいですね。私たちの加護』

　とアーシャがコメントしたので、色を消してみたのだ。

　風情ふぜいはないが、これも実用性重視の一環。うなずいて、ハルは何気なく一歩を踏み出してみた。

「うわっ」

　ハルはびっくりした。ただ足を踏み出しただけなのに、前へ『ふわっ』とジャンプする動きになったからだ。

「不ふ朽きゆうの加護でも、低重力の影響を完全に無視できないんだな」

「本来、防御のための力ですからね。でも、ぴょんぴょん飛び跳ねて歩く宇宙飛行士のみなさんよりはマシですよ。ちょっと浮くくらいですし」

「気をつければ大丈夫か。でも、先は長いしな……」

　アーシャと考察してから、ハルはルルク・ソウンの秘ひ文も字じをふたつならべた。

　この単純な配列、『飛行』を意味する。

　ハルの体がふわっと浮きあがった。月面活動の訓練など受けていないが、これで好きな方向に飛んでいける。地球の六分の一の重力も関係ない。

「なるほど、そうやるんですか」

　アーシャがつぶやいて、自分の右手を見つめる。

　その掌てのひらには《鎖の秘文字》がある。漢字の『巳み』に似た記号だ。地球生まれの特級魔女はさっと右手を一振りして──

　ハルが使ったのと同じ、『飛行』の秘文字をならべてみせた。

　ふわっ。アーシャの体も浮きあがり、ハルの隣まで悠々と飛んできた。

「さすがだねえ。もうルルク・ソウンの魔術を使えるようになったのか」

「文字数がすくないから、どうにかなっただけです。もうすこし慣れないと、実戦に役立つような術は手に負えないでしょうね」

　幼なじみの天才性を再確認して、ハルは感じ入ったのだが。

　アーシャ当人は肩をすくめて、聞きながしていた。

「晴はる臣おみとちがって、まだ魔ま導どうの杖つえさえも作れていないですし」

「杖なしでそれをできる方がすごいと思うけどねえ」

　飛行魔術で、ふたりは目的地点へ移動をはじめた。

　なめらかな飛ひ翔しようである。手にコップを持っていたとしても、なかの水はかすかに揺れる程度だろう。

　だが、実は時速にして四、五〇〇キロは出ている。

　直径一〇〇キロものクレーター内を飛びまわるのだから、やはり、それくらいの速度は必要なのだ。人類の基準では、とてつもない高等魔術である。特級魔女でさえ、リヴァイアサンの助けがなければ行使できない。しかし、ハルはつぶやく。

「このくらいの術は竜族の基準だとラジオ体操以下……『マッチをすって、火を起こす』程度の負担でしかないからね。僕のドラゴン化が進むようなことにはならないよ」

　逆を言うと──

　もはや、春はる賀が晴臣はそれほど竜族に近い存在だとも言えるのだが。

　そのことはあえて口にしない。アーシャも深く追及してこない。おそらく、それは彼女流の気配りであるはずだった。かつて、間近に迫ったルサールカの死をハルがぶしつけに口にしなかったように。

「ところで……例の食欲不振、もう解消したようだけど。あれ、何が原因だったんだろうね？　最近のアーシャ、様子が変だったよ」

　ひさしぶりに幼なじみとふたりきり。雪ゆき風かぜの姫との決闘も目前に迫っている。あの懸案をすっきりさせておくべきかもしれない。

　アーシャとの連携に支障が出ることを懸念して、ハルは踏み込んでみた。

「覚えてる？　ニューヨークのホテルでふたりきりになったときとか……」

「!?」

　ＮＹの竜王ハンニバルとの対決前。幼なじみはいきなりキスしてきた。それもなにやら意味深なことを言いながら。ここのところ、喉にひっかかった魚の小骨よろしくハルの頭をむずむず悩ませてきた一幕だった。

　あれ？　もしかしてアーシャって僕のことを……などと。

　たぶん思春期の青少年にありがちな自意識過剰だと思うのだが、もしそうでなかった場合はどうしたら。

　慎重に切り出したハルへ、幼なじみは語気強く言う。

「な、なんのことですか、晴はる臣おみ!?　ここ最近、魔力の調子がいまいちで、そのせいか自分が何をしたのかも覚えてないことがときどきあったんですけど、晴臣の前でも何かしでかしてましたか!?」

「えっ、そうだったの？」

「そうですとも！　だから、多少の狼ろう藉ぜきについては広い心で大目に見てくれると私も助かるのですけど！」

「なるほど……」

　胡乱うろんな行動に出た当人はひどく焦っている。狼ろう狽ばいしている。

　このことに深くツッコんだらマズイ気がして、ハルは追及をひかえた。すると、すかさずアーシャがべつのことを訊きいてきた。

「それより晴臣のドラゴン化のことで、ひとつ気になっているんですけどね。私がいなかった間、紅ぐ蓮れんの女王と同化していたんでしょう？」

「そっちは大丈夫だよ。みんなが治療してくれたし」

「それです。完全にドラゴン化した肉体をどうやって治療したんですか？」

「!?」

　ハルはぎくりとした。

「み、みんなから聞いてないの？」

「はい。あわただしかったので、くわしいことは何も。織おり姫ひめさんからはルナと羽は純ずみさんの力も借りて、ずいぶん苦労したような話を聞きましたけど」

　織おり姫ひめ、ルナ、羽は純ずみの女子三名があられもない格好で紅あかきドラゴンと化したハルのためにしてくれたこと、幼なじみには知られていないようだ。

「私も同じ僭せん主しゆとなった身です。すごく興味がありますね」

「大丈夫だよ。この先、もし竜化が進んだとしても、アーシャの場合はどうすれば治療できるのか、もうわかっているから」

「ど、どういうことですか!?」

　春はる賀が晴はる臣おみの回復は、どうやら助平心が鍵となるらしい

　となれば当然、アーシャの場合は『食欲』である。人間的な欲求をダイナミックに満喫することこそがドラゴン化の悪影響を脱するための肝なのだ。

　説明はあとまわしでかまうまいと、ハルは言った。

「ま、詳細はおいおい教えていくということで……今はミッションを優先させよう」

　直径一〇〇キロ超のプラトン・クレーター。

　その中心近くにまで、ハルとアーシャは飛行魔術でやってきていた。

　数百メートルほど下方の月面に『∞』が浮かびあがっている。文字のサイズは横幅五、六キロ、縦はその半分という程度だろう。

　これこそが《母なる竜の秘ひ文も字じ》であるらしい。

　色は黒。白い月面上ではひどく目立つようにも思える。

　だが、魔術的視覚を持たない人間には視認できない。もしできるなら、地球上からの観測で発見されているはずだった。

　ともあれ、飛行開始から一〇分ほど。

　ハルたちは『∞』記号の端っこあたりの真上まで、ついに到達したのである。

「ベタですけど、ナスカの地上絵を思い出します」

「たしかに。アーシャといっしょに見にいったのは七歳の頃だっけ──ん？」

　ぐんぐん高度を落として、月面に着陸間近というところで。

　ハルはぎょっとした。こんなところで──よりにもよって地球の外で知人を見つけたのである。あの独特の風ふう貌ぼうは見まちがえようがない。

「いや、まあ」

　ぼやくようにハルはつぶやいた。

「あいつなら、月まで来たって不思議じゃないけどさ」

　かつて彼はこう言ったではないか。

『君たち僭主や竜王と会うためならば、私は星海の彼方かなたにまで足を運ぶ』と。

　有言実行してみせた男の名はソフォクレス。

　白人にしては色黒で、東洋系にしては顔の彫りが深すぎる。

　人種不詳だが、まちがいなく美男子ではある。謎の男はハルたちと同様、黒いスーツに同色のコートという宇宙感ゼロの着こなしで──

　白い月面にひっそりとたたずんでいた。
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「ひさしぶりだな、少年よ」

　ハルとアーシャが月面に降り立つなり、向こうから話しかけてきた。

　ソフォクレスの声はどこか錆さびついた金属を思わせる。

　あいかわらず渋い、いい声だった。ほとんど表情筋の動かない美男子顔のクールさとあいまって、テレビドラマに出演すれば奥様方の人気者になるかもしれない。

　しかし、この男は人間でありながら、竜族の同どう朋ほうなのだ。

　ハルは隣の幼なじみに耳打ちした。

「僕らが言うのもあれだけど。月まで来ているのに、ふつうに会話できるってのはホントにおかしい状況だよねえ」

「私たちと同じ魔術を使っているんですよ、ほら」

　アーシャが見つめる先は、ソフォクレスの背後だった。

　ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが三つ、顕あらわれている。意味は『とどけ我が声よ』。どんな状況下でも意思疎通を成立させる術であった。

　実は、ハルとアーシャの背後にも同じ配列が浮かんでいる。

　遺跡を出て、真の月面で活動するにあたり、音の伝わらない真空中でも意思疎通できるようにこの術を行使したのだ。

　ハルは肩をすくめて、黒衣の怪人物に返事した。

「節目節目で顔を合わせていたから、それほどご無沙汰感はなかったよ」

「それは重ちよう畳じよう。できれば、君とは長くつきあっていきたいものだな」

「どうかなー。これでも僕は、いつ死んでもおかしくない身の上だしねえ」

「なに。今は多少の不都合もあるだろうが」

　己おのれの将来を楽観できないハルへ、ソフォクレスは泰然と言った。

「君はわずか数か月の間にめざましい進歩を遂げて、竜王への道を破竹の勢いで駆けのぼっているところだ。君ならばおそらく、そのまま王の位にいたることも──」

「うーん」

　真しん摯しそのものの顔でそそのかそうとする者へ、ハルは苦笑いを見せた。

　なぜだろう。これほどストイックそうな人物なのに、出会った当初から『悪魔』と呼びたくなる雰囲気が彼にはあるのだ。

「今のあんたは、心にもないことを言ってる気がするな」

「ほう？」

「いやね。ン千年だかン万年も『王への道』ってやつを見てきたあんたなら、とっくにわかってるんじゃないか？　本当のところ、僕が竜王なんかにまったく向いてないことを」

「ふふふふ、何を言う」

　ソフォクレスはどうやら微笑ほほえんでいるらしかった。

　わずかに頰ほおがゆるんだだけなので、断言はむずかしいのだが。

「君は誰の教えも受けず、ほかの誰にも真ま似ねできない君だけのやり方で、着々と竜王の階きざはしを登りつづけている。そのような者が『向いてない』など、あるものか」

「でも、もう裏技チートのネタもないしね」

　いろいろやり尽くしたあげくの諦念と共に、ハルはあっさりと言う。

「僕の体はたぶん、もうドラゴンになる寸前だ。ただ、どうも野生の本能みたいなのが足りないせいかもだけど……完全にドラゴン──知性ある獣に変化しきったら最後、僕はもう今までどおりに小ずるくやっていけないと思う」

　昨日、ガラド戦のさなかにハルはドラゴンと化した。

　そして凶猛な魔獣として、あの銀竜と戦ったものの──あっさり返り討ちにされた。ああいう局面で役立つような野性味、まったく持ち合わせていないのである。

「ドラゴンの本性……猛たけ々だけしい野獣の性と、僕の小市民的なこざかしさはどこまでも相あい容いれないと思うんだ。これでも筋金入りの文明人だしね。そういう意味では、そっちのアーシャの方が竜王向きの人材なのかもしれないなあ……」

「ふむ。そちらの少女か」

「私の方は一日ぶりですね。昨日はお世話になりました」

　パヴェル・ガラドの結界内部で、アーシャはこの怪人と出会ったという。

　燧すい石せきを発見した直後だった。ソフォクレスの指南のもと、幼なじみは〝竜王もどき〟僭せん主しゆとなったらしい。ハルは訊たずねてみた。

「アーシャはどんなことをしてもらったんだ？」

「ガラドの結界に閉じこめられた私のために──地上への道を開いてもらったんですよ。だから、あんな短時間で東京へ帰ってこられたんです」

　死にぞこないの怪物として、パヴェル・ガラドが暴れはじめる寸前。

　アーシャとルサールカは《鎖の秘ひ文も字じ》を操って、瀕ひん死しの銀竜にとどめを刺した。あれがなければ、ハルはこうして月に来られたかどうか──。

「それと、『鎖』の継承のときにズルをやってもらいましたしね」

「ズル？」

「晴はる臣おみも知っているでしょう？　他人の所有物だった竜りゆう弑ごろしを横取りする場合、たとえ所有者が死んだあとでも──成功率はいちじるしく低い」

「うん。火ひ之の迦か具ぐ土つちは四割を切るみたいに言ってたよ」

「その確率を七割くらいに上げるおまじない、このおじさんにかけてもらったんです」

「それで秘ひ文も字じの継承に成功できたのか！」

「最終的には運まかせでしたけど、成功率四〇％以下と七〇％以上じゃ、だいぶちがいますからね。そこは本当に助かりました」

「なるほどなあ」

　死ぬはずの我が身を〝改造〟までして、パヴェル・ガラドは復活した。

　あの執念を断ち切ったのは、幼なじみの冷徹なるとどめの鎖だった。納得したハルは最大の疑問につっこむことにした。

「で、そこまでしてもらう代わりに、どんな条件を突きつけられたのさ？」

「それが……何もないんです」

　アーシャはなんとも胡う散さんくさげに、ソフォクレスを横目でにらんだ。

「彼いわく『この時代に僭せん主しゆがひとりでも増えるだけで、私の願いは一歩前進するのだ』ですって。私までドラゴン化するわけにはいかないから、竜りゆう弑ごろしの力をあまりレベルアップさせたくないんですけどね」

「昨日も言ったとおり、それでかまわない」

　ソフォクレスの口ぶりは、実に誠実そうだった。

「屠と竜りゆうの秘文字を得た当人がどれだけ望もうと、僭主として成長できるかはわからん。逆にそのつもりがなくてもすさまじい力を得て、竜王へ近づく者もいる。そこの少年がいい例だろう。全すべては運命と当人の資質次第」

「「…………」」

「こと僭主の誕生に関しては、私は常に機会をあたえるだけなのだ」

　ハルとアーシャは無言でソフォクレスを見つめるしかなかった。

　彼の背後に〝悪魔のしっぽ〟を見た気分なのだが、この怪人は例によって真しん摯しであり、どこまでも誠実そうだ。

　これだけ裏がありそうな行動をしているというのに。

「でもさ」

　気を取りなおして、ハルは声をかけた。

　人間でありながら竜族に仕える男の本性、もうすこし見てみたかった。

「魔女……竜族の宿敵であるアーシャまで僭主にスカウトするなんて、ちょっと節操がないと思うな。どういうつもりなのさ？」

「君はひとつ、勘ちがいをしている」

　ソフォクレスはおだやかに決めつけた。

　平凡な黒の背広を着ているくせに、まちがっても普通人には見えない男は──あいかわらずの無表情だった。

「私は竜王と竜りゆう弑ごろしのルーンを巡るゲーム……『王への道』の調整役だ。それは決して、竜族の下僕であるという意味ではない」

「なんだって？」

「言いかえよう。私はべつに竜の種族の味方ではない。むしろ逆だ。今も昔も、あの美しき母なる星と──そこに住まう人間たちに協力したいと考えている」

　ソフォクレスは、遥はるか彼方かなたで輝く青き惑星を指さした。

　ハルたちも他人のことを言えないが、月面にいるというのに、地球上となんら変わらない身振りである。

　やはり、この男もまた超常的な魔力の持ち主なのだ。

「春はる賀が晴はる臣おみ。立場はちがえど、君と志は同じだと思うのだがな」

「いやあ、それはさすがにないと思うけど」

「何を言う。私と君は──ある意味で似た者同士なのだぞ？」

「まさか」

「たとえば、だ。今回、君がここに──母なる秘ひ文も字じのもとにまで来た理由、私はおおむね理解できていると思う。竜の種族、別して竜王ギルダル方には絶対できまいがな」

「そんなの信じられないよ」

　ソフォクレスの断言を、ハルは鼻で笑った。

「それとも、何かの魔術で僕の頭のなかをのぞいたのか？」

「いいや。君が考えそうなことを想像してみただけだ。まず、この母なる秘文字を雪ゆき風かぜの姫との戦闘に役立てることはできるか。その調査」

「それは当たりだよ。でも、その程度は誰でも考えそうなことで──」

「そして、おそらく破壊」

「…………」

「この後も竜の子を際限なく生み出していくであろう《母なる竜の秘文字》。人類に仇あだ為なす脅威であることは明らか。ならば、その破壊が可能か否かを調べてみなくては……。私の知る春賀晴臣ならば、そう考えるところだな」

「えーと」

　図星を指されたショックにたじろぎつつ、ハルは唇を舐なめた。

　ソフォクレスの言うとおりだった。もし可能なら、これは雪風の姫と戦う前に破壊しておくべき代しろ物ものなのだ。

　春賀晴臣が決闘で死ぬか、完全にドラゴンと成りはててしまう前に。

「君は難問にぶつかったとき、その場しのぎの対処をするよりも、大がかりな構造改革を企図して、問題自体をなくそうとしたがる。そういう人間であるはずだな？」

「ただの……怠け者だよ」

　ソフォクレスの長ちよう広こう舌ぜつに、ようやくハルは口を挟んだ。

「そりゃあ最初は苦労するだろうけど。そうする方が結果的に、あとあとの面倒がすくなくなるからね。とにかく楽な方がいいって人間なんだ、僕は」

「そうだろう。実は私もそうだ」

　むっつりとソフォクレスがうなずいた。

「その立場から、同志である君に忠告しよう。屠と竜りゆうの力をもってしても、母なる秘ひ文も字じは破壊不能だ。全すべての多元宇宙から竜の種族を完全抹消できるだけの力──世界創造の神にも等しい力がなければ、かなわぬことだろう。まあ、それほどの超越的存在は宇宙のどこにもいやしないのだが」

「い、いきなりスケールが大きくなったな……」

　壮大すぎるダメ出しを聞いて、尚なお──ハルは右手に魔銃を呼んだ。

　言葉だけなら、いくらでも景気のいいことを言える。ハッタリかもしれない。この手で試してみなければ、本当のところは……！

　ハルの意図に気づいて、アーシャがハッとした。

「晴はる臣おみ!?」

「いけ！」

　地面に銃口を向けて。引き金をひく。

　狙ねらうは真下、『∞』の地上絵が刻まれたクレーターの大地そのものなのだ。属性走査の魔力も付与して、紅あかい光弾を三連射──。

　ガガガ──ッ！

　光弾三発はたしかに白い砂地に当たったが、着弾の手て応ごたえはなかった。

　銃撃の威力と魔力は全て『すぅっ』と無効化された。まるで宇宙の深しん淵えんに銃を向けたかのような徒労であった。

「なら、必ひつ滅めつ之の法ほうで……」

　紅ぐ蓮れんの女王を呼んで、最大火力《射陽の神弓》を放てば──。

　そこまで考えて、ハルは肩の力を抜いた。やっても意味はない。ソフォクレスの言葉が正しいことを、今の射撃に付与した走査の術が教えてくれている……。

　この『∞』記号は──ドラゴン創造の神にも等しい魔術のシンボルなのだ。

　ふたたび魔銃を消して、ハルはつぶやく。

「破壊は不可能、か。あんたが正しいみたいだな」

「理解してもらえて、喜ばしいかぎりだ」

「でも、あんたの『自分は地球と人類の味方』発言には、全人類を代表して、ツッコミを入れさせて欲しいな。そんな志の持ち主が、どうして竜王さまたちや竜王候補に便べん宜ぎを図ったりしているんだよ？」

「なら、逆に訊きくが──君はわれら人類が竜王たちに勝てると」

　ソフォクレスはいつもの真しん摯しさでぼそりと言った。

「本気で思うのかね？」

「えっ？」

「無理に決まっている。実は私も……君と同じく、縁あって僭せん主しゆとなった男なのだがね。あるとき、ふと気づいた。このままではいずれ、われらの星と全人類は竜族同士の内うち輪わ揉もめに巻きこまれて──滅亡するしかないと」

「…………」

「竜族の上位種、僭主、そして竜王たちが相打つ『王への道』。このゲームを野放しにしたら駄目だ。彼らの闘争と競争が白熱していけば、いずれ世界は崩壊してしまう。彼らの闘争本能と破壊衝動はそれほどすさまじい」

　謎の男の語りぶり、やはり、どこまでも真摯であった。

「竜どもを滅ぼせない以上、『王への道』を人間側に都合よくコントロールする管理者が必要なのだよ。その人物は竜王と僭主らに便宜を図りつつ、ひそかに──人類出身のゲーム参加者を絶やさないようにする」

「そういえば……」

　ふとハルはつぶやいた。

「僕の知る竜王たち……ハンニバル、雪ゆき風かぜの姫さま、それに紅ぐ蓮れんの女王──この辺はみんな、人間出身の雑種で当たってる？」

「正解だ。当代の竜王はあと黒の雷らい帝ていと青き海王。どちらも純血種だ」

「雑種の方が……すこし多いんだな」

「ああ。私が地上に屠と竜りゆうのルーンを持ちこんだ結果だと言えば、信じるかね？」

　ソフォクレスは静かに告白した。

「人類に竜の種族と戦う術すべはない。だが『王への道』に参加し、竜りゆう弑ごろしを継承した人間であれば話はべつだ。そうした勇者たちが竜どもを駆逐していくことで、すこしでも長く人の世と母なる地球に存続しつづけて欲しい──。それが私の願いなのだよ」

「い、いやいや。でもさ」

　ソフォクレスの言い分には決定的な破は綻たんがある。

　当人はもしかして気づいていないのか。それとも気にしてないだけなのか。どちらか確認すべく、ハルは震える声でつっこんだ。

「そうやって人間に竜弑しをばらまいても、もらった連中は途中で死ぬか、人間だった頃の記憶を失っちゃうんだよ？　結局、あんたのやっていることは『地球をリングにした竜王級同士のバトル』をあおっているだけじゃない？　それじゃやっぱり、いつか地球崩壊の日が来ちゃうのは時間の問題というか……」

「そういう見方はたしかにできるだろう。私も認める」

　黒スーツの怪人は平然とうなずいてみせる。

　まちがいない。ハルは確信した。この男は狂っている。

「しかし、どのみち竜の種族が本格的に活動をはじめた時代では──人間など滅びる以外の道を持たないのだ。だが、私の蒔まいた種から生まれる『竜を殺あやめる人間』がいれば、多少の延命もできるというもの」

「延命……」

「春はる賀が晴はる臣おみ。まさに今、君がやってくれていることだ」

　ハルはごくりと息を吞のんだ。

　この男・ソフォクレスが悪魔に思える理由を悟ったのだ。

　決して筋が通っていないわけではない。その主張には一理ある。そこをスタート地点にしてアップデートを重ねれば、人類はドラゴン族への対抗手段をいつの日か本当に得られるかもしれない。だが。

　ソフォクレスにはもうそれができない。

　数千年か数万年前に自ら企図した計画を──ただ機械的に遂行するだけの存在となってしまっている。だから悪魔的なのだ。

　おそらく、彼の精神はもう遥はるか昔に死んでいる。

　雑種の竜王たちは人間的な感情・快楽を享受することで、精神の活力を保つ。

　しかし、ソフォクレスはそうしたこともせず、黙々と任務遂行のためだけに生きつづけてきたのだろう。その果てに到達した結果がこれなのだ。

（もしかしたら……）

　ハルはぞくりとした。

（不死身に近い僭せん主しゆの体のまま竜りゆう弑ごろしの力を封じるとかして、ドラゴンにならないようにしていると……こんなふうになっちゃうのかもしれないぞ）

　せいぜい百年程度で老衰死するのが人間という生き物。

　幾千、幾万の歳月を生きた先に待つのは──この男が陥ったような狂気にも似た境地なのかもしれない。そして。

　春賀晴臣が今のまま『人間でもドラゴンでもない』状態をつづけていたら。

　いずれソフォクレスと同じ袋小路に入りこむのではないだろうか？　その可能性に気づいて、ハルは心の底から恐怖した。
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「ソフォクレスさん……あの人、そんなことを言っていたの!?」

「ええ。こちらの想像以上にトンデモさんなキャラだったようです」

　月の北半球・雨の海にある月面遺跡。

　ここに建ちならぶ数十基の石塔──そのうちのひとつの最上階で、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめは友人と向き合っていた。月面から帰ってきた先輩魔女のアーシャである。

　尚なお、春はる賀が晴はる臣おみはいない。

　野暮用を済ますとか言って、ひとり寄り道しているのだ。

「まあ、彼の言い分に全面的な賛同はできかねますが、一理くらいあると認めるのはやぶさかではありません」

「そうなの？　僭せん主しゆと竜王がすくないほど世界は安全になるわけでしょう？」

「そこは考えようです。竜りゆう弑ごろしのルーンを持つ者はいわば、ドラゴンという種族全体の天敵でもありますから」

　事情通の魔女らしく、アーシャは訳知り顔でつぶやいた。

「想像してみてください。天敵のいない島で爆発的にシカが繁殖したら、どうなるか。シカはいずれ島内の植物をのびのびと食べ尽くして、生態系に大ダメージをあたえますよ。もしドラゴンたちが同じことを地球でやったら──」

「……地球文明の崩壊ってやつになるのかしら、やっぱり」

「でしょうねえ。で、ドラゴンを捕食できるような猛獣、今のところ屠と竜りゆうの文字を使う竜王さまたちと僭主くらいしかいないわけですよ」

「…………」

「であれば、竜王やエセ竜王を野放しにしながらも、人間側にも竜弑しをあたえるという形でリスク管理をしよう。それがソフォクレス氏の方法論なんです」

「あら？　そう言われるとなんだか……」

　あることに気づいて、織姫は首をかしげた。

「春賀くんやルナさんが《G.U.I.L.Dギルド》でやるって言ってたことと──」

「似てますねえ。そういう意味では彼、たしかに晴臣と似ているんですよ」

「あの人は春賀くんのこと……どうしたいのかしら」

「たぶん、肚はらの底ではどうなってもいいと思ってますよ」

「ええっ？」

「このまま竜王になるなら、それもよし。ならないで野垂れ死ぬのも後腐れなくてよし。逆に世をはかなんで、何をするでもなく、無為に隠居暮らしするだけというのをいちばん嫌がりそうです。せっかくの力が無意味になりますからね」

「たしかにそうだわ」

　さすが天才魔女にして戦闘のプロフェッショナル。

　そう感心させられるアーシャの分析だった。そして、みごとな洞察力を見せた魔女仲間はそのまま、ねっとりと暗いまなざしを織おり姫ひめに向けてきた。

「そんなことより織姫さん」

「ど、どうしたの、アーシャさん？」

　織姫はどきっとした。

　この友人に対して、実のところ夏頃から〝やましい想おもい〟をかかえてきたのだ。

　天才的な魔女だというアナスタシア・ルバシヴィリ。

　彼女は幼なじみである春はる賀が晴はる臣おみをにくからず想っている。そのことを十じゆう條じよう地じ織姫はなんとなく察している。しかし、今年の夏休み、自分と彼はいろいろあって、おたがいのことを特別な存在だと認め合うようになっていった──。

　すでにさんざん唇も重ねている。

　さらに（春賀くんったら、何度もわたしの胸を……）だし、昨日はルナ・フランソワと従姉妹いとこの白しら坂さか羽は純ずみまで交えて、とてつもない一幕をみんなでやらかしてしまった。

　その辺の事情、欧州生まれの少女は一切知らないはずなのだが。

（まさかアーシャさん、ついに気づいちゃったんじゃ!?）

　どうにも言い出せなくて、ずっと隠してきた。

　その秘密をぐさりと抉えぐるつもりなのか。アーシャはねっとりと暗いまなざしで重い口を開いて、ぶるぶる肩をふるわせながら言い放つ！

「竜王さまの招待を受けて、わざわざ月まで来てやったのに、晩ばん餐さん会かいのひとつもないなんて狂っていると思いませんか？　わ、私、せっかく食欲を取りもどしたというのに、こんな粗食で飢えをしのがなきゃいけないなんて……！」

「ああ……」

　血を吐くような叫びを受けて、織姫はうなずいた。

　今、自分たちの前には素朴な木のテーブルと、素焼きの大皿が一枚ある。

　この皿の方がすばらしい魔法の宝物だった。精神集中すると、白いパンに似た食物が皿上に顕あらわれるのだ。

　これを食べているだけで十分な栄養がまかなえる完全食──。

　とは、春賀晴臣のコメントだ。なんでもソロモン王の隠れ家で経験済みらしい。ほかにも無限に蒸留水が出てくる魔法の壺つぼもある。

　おかげで、月の宮殿でも飲食に不自由はしていないのだが。

　この魔法パン、とにかく味気なかった。

　味覚を最大限に研ぎすますと、ほんのりと甘さを感じるだけ。

　食感もひどくモソモソしている。食べることによろこびを見み出いだす美食家にとっては食への冒ぼう瀆とくそのもの、到底認めがたい代しろ物ものだろう。

　案の定、アーシャが咆ほう哮こうをはじめた。

「食事はですね、ただ栄養素を補給すればいいってもんじゃないですよ！　体だけでなく心まで満足させてくれるのが食の醍だい醐ご味みだってのにっ。炭水化物は小麦、米、芋類、大豆をのぞく豆類、トウモロコシ等から摂とるべきですし、タンパク質はもちろん肉と魚！　何を置いてもまずは肉です！　肉汁したたるステーキ！　脂ぎっとりの上カルビ！　Ａ５ランク黒毛和牛の霜降り肉でスキヤキ関西風！　肉はぶあつく衣サクサクとんかつ定食！　手も口もフライドチキンでべとべと脂まみれ！　草履よりも大きいメンチカツ！　角煮と脂身！　ジンギスカン！　ハンバーガーにはポテトとシェイク！」

「ぶ、無事に帰れたら、みんなでごはんにいきましょうねっ」

　魔女仲間による高カロリーな料理名の連呼。

　微笑ほほえましく思いながらも、織おり姫ひめはひとまずなだめにかかった。

「うちのおじいちゃんに頼んで、美お味いしいお寿す司し屋さんに連れていってもらうとか」

「白身といったらキス、鯛たい、サヨリ、クロダイの昆布締めなんかもいけます！　青魚はアジにシメサバ、コハダ！　ホッキ貝、トリガイ、アオヤギ、アワビにサザエ！　クルマエビにシャコにウニにイクラにヤリイカ大トロ中トロ！　にぎりのほかにもかき揚げとかタケノコとか珍味とかをいただくのもいいですねっ。私、締めに必ず玉子とふわふわ穴子とかんぴょう巻をいただくことにしているんです！」












「さすがアーシャさん、寿す司しネタにもばっちりくわしいのね……」

「た、たしなむ程度というやつです……。あ、それとですね、織おり姫ひめさん」

　叫んでいるうちにようやく落ち着いてきたらしい。

　アーシャは声のトーンを下げて、いきなり質問してきた。

「紅ぐ蓮れんの女王と同化するまで進んだ晴はる臣おみのドラゴン化、どうやって回復させたんですか？　晴臣のやつ、なぜかはっきり答えないんですよね。訊きくと微妙にうろたえますし」

「そ、そのこと!?」

「どうして、織姫さんまであわてるんですか？」

「ほんとにたいした方法じゃないの。アーシャさんが気にすることじゃ──」

「気になりますよ。私だって、明日は我が身かもしれないんですから。それとも、私には話せない事情でもあるんですか？」

「えっと、その、なんていうか──」

　女友達とのおしゃべりであわてふためくなど、実は初めてのことだった。

（ゆ、油断しちゃってたわ……！）

　狼ろう狽ばいする織姫を、銀髪の天才魔女が胡う散さんくさげに見つめている。

　最近目立っていた友人の女子らしさ、食欲の回復と共に影をひそめていた。だから今の問答、不意を突かれた形となった。

　このままでは、もう隠し切れないかもしれない──。

（春はる賀がくん、助けに来て！）

　結局、恋愛沙ざ汰たの駆け引きが不得意なことは織姫も同じなのだ。

　今ここにはいない彼、当事者のひとりが早く帰ってきてくれないか。ふたりなら、なんとかごまかしきれるかもしれない……。

　助すけ太だ刀ちを求めて、強く念じる織姫だった。
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「もしかしたら、あんたも感じているのかもだけど」

「…………」

「たぶん、もうそろそろ潮時だよ。今年の春から半年くらい、なんだかんだでのらくらやってきたけど──さすがに限界が近いと思う」

「まあ、な」

　月面調査およびソフォクレスとの会談から帰還したあと。

　ハルはまた、ひとり散歩に出かけた。

　いくつもの石塔があちこちにそびえる月面遺跡──不ふ朽きゆうの加護で守られる遺跡の敷地内から出て、とぼとぼ月面を歩いていた。

　ハルの身を守るのも、やはり無色にした不朽の加護だった。

　一方、唯一の同行者はすでに死んだ体なので、加護は必要ない。紅あかい和服の童女、ひさしぶりに実在化した火ひ之の迦か具ぐ土つちである。

「小僧。昨日はかろうじて持もち堪こたえたが……次はわからんぞ。ふたたび竜体と化すことがあれば、悪運の強いおまえもそろそろ」

　火之迦具土はあいかわらずの口の悪さであった。

「年貢の納め時というところだろうな、うむ」

「それについては、あんたの方もいっしょだと思うけどね」

「ほう？」

「自称悪魔のしぶとさもそろそろ限界が来てるだろ？　最近そうしてしゃしゃり出てくることがめっきり減ってるじゃないか」

「……ふん」

　適当なところで、ふたりとも足を止める。

　かつて東京新都の路地で出会った元ドラゴンの女王と男子高校生。あれから数か月にもおよぶ騒乱の日々をくぐり抜け、ついに地球の外にまで飛び出した。

　そして今、のんびりとおしゃべりをしている──。

「ま、紅ぐ蓮れんの女王をもらったとき、あんた言ってたもんな。『何か依より代しろでも見つけないと消滅しかねない』って」

　だから、火之迦具土はハルの魔銃に取とり憑ついたのだ。

「依り代があっても、そろそろきつくなってきたんじゃないか？」

「ま、本当なら千年以上前にくたばっている体だ。特にここ半年は激しく力も使った」

　だから、最期が近い──。

　などとは、口が裂けても火之迦具土は言わない。

　否定とも肯定ともつかないことをえらそうにつぶやくだけだ。ただ、月面遺跡に来てからは今までよりもすこしだけ素直に情報提供してくれている。

　タイムリミットが近づいているからだろうか──などとは、ハルは考えない。

　その可能性に気づきつつも、あえて無視している。

　そういうことを確認し合って、心と心を通わせ合うような真ま似ね、自分たちにはまったく必要ないのだ。春はる賀が晴はる臣おみと自称悪魔はどこまでもビジネスライク、たがいの利害が一致するときのみ協力し合えば、それでいい。それで十分。

　だから、ハルはこういう話を振る。

「八百年くらい前、女王だった頃のあんたを倒したのは雪ゆき風かぜの姫だろ？」

「まあな」

「で、二一世紀の僕はあのお姫さまに決闘しろって強要されている。これって共通の敵という認識でいいのかな？」

「雪風ごときとのいざこざ、偉大なる妾わらわがいつまでも恨んでいると思うか？」

「たかだか八百年程度で水に流すほど、あんたは性格いいかなあ」

「ふん」

「とにかく共通の敵との対決が近いわけだ。元竜王さまには是ぜ非ひ、復ふく讐しゆうのために僕を利用するくらいの怨念を発揮して欲しいところだよ」

「言うではないか、小僧」

「僕には情報とアドバイスが必要なんだ。その辺をあんたに期待しても、それほど罰当たりでもない──と思うんだけどね」

「それはおまえの才覚次第だな」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちはふっと冷笑した。

「雪風との決戦を制するような器量、おまえにあるかどうか……」

「そこはいつもの裏技でどうにかするしかないよ。母なる文字ってやつのことを教えてくれたの、あれを使えっていう含みがあったんじゃないか？」

「妾がそこまで親切だと思うか？」

「思わないけど、地獄の鬼だってつい出来心で仏心を出すときがあるかもしれないし、期待するだけならタダだしね」

　軽口をたたきながらも、ハルは表情をひきしめた。

　雪風の姫との対決で有効かもしれない裏技、母なる竜の秘ひ文も字じとやら以外にもひとつだけアイデアがある。

　だが、それを使うには老練な先せん達だつの指導が不可欠……。

　これは今までで最大の賭けになる。運うん否ぷ天てん賦ぷ。そして、自分や仲間たちの才覚・努力だけでなく、性根の曲がった自称悪魔とどれだけ絆きずなめいた何かをはぐくめたかが──最大の鍵となる。

　意を決して、ハルは言った。

「実はこんなことを考えてるんだ。僕があんたの──自称悪魔の後継者になれば、雪風の姫にも勝てるかもしれない、なんて」





【第三章　賭けのはじまり】
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　ハルは今、虚空のなかで立ち尽くしていた。

　まわりは全すべて、大宇宙の深しん淵えんだった。その闇は漆黒一辺倒ではなく、数多あまたの天体が放つ光によって彩られ、きわめて変化に富んだ陰いん翳えいをハルに見せてくれる。

「ルルク・ソウンの秘録……竜の種族が伝えし魔ま導どうの書よ」

　茫ぼう漠ばくと広がる星の大海へと呼びかける。

　……実のところ、これは本当の宇宙ではない。ハルの肉体は今、月面遺跡にいくつもある塔のひとつにもぐりこみ、瞑めい想そう中なのだ。

　ここは瞑想によって入りこんだイメージの世界。

　いまやハルの精神の一部となった《ルルク・ソウンの秘録》、竜族の神秘的叡えい智ちを記した魔導書の内容を──幻視しているのだ。

　かつて雄敵パヴェル・ガラドも、戦闘中にルルク・ソウンの秘録を開いていた。

　あの銀竜が屠と竜りゆうの剣にまだ慣れていない頃、その用法を復習するために。だから、この宇宙も春はる賀が晴はる臣おみの意のままに操れる……。

「目当てのお宝を探しやすいように、もっと全体を見せてくれ。スケールを縮小しちゃって全然かまわないから」

　途端に、大宇宙の縮小がはじまった。

　無数の星々が──ハルのすぐ前に続々と集まってくる。十数秒後、うずまく銀河の数々がハルの眼前にあった。そこには地球人類が暮らす太陽系もふくまれている。

　数多の銀河が集う宇宙の──精緻なミニチュアである。

　壮大であるべき存在に卑近な喩たとえをするなら、教室の黒板と同程度の大きさだ。

　ハルは目を凝らした。ルルク・ソウンの秘録のなかでは、それだけで顕微鏡なみに細かなものまで視認できるようになる。

　見つけるべきは、火ひ之の迦か具ぐ土つちから教わった七二個の星だった。

　恒星もあれば、惑星、衛星もある。

　人類が発見済みの星もあれば、いまだ存在すら知らない星もある。

　宇宙のそこかしこに散らばっている七二個の星を特定したあとは、それら全てを一気に呼びよせる……！

「秘力と知識を成す星々よ、我が手に集え」

　ばらばらに散っていた数十の星々が──幾万光年を越えてハルの右手に集まり、きれいに整列して、円を作る。ちょうど七二個、しっかりあった。

「すこし多いな……」

　圧縮させるため、ハルは魔力を発した。

　七二個の星々は四二個になり、さらにその全すべてがルーン文字に変化する。

　いまやハルがよく知る魔術記号──四二個のルルク・ソウンの秘ひ文も字じが誕生を遂げた瞬間だった。この配列を呼べば、あの術が発動するはずだ。

「火ひ之の迦か具ぐ土つちがうそをついてなきゃ、だけどね」

　ハルはため息をついた。自称悪魔がオリジナルで編み出した秘術らしいので、いつものように魔銃まかせでは使い方がわからない。

　彼女から配列の作り方を教わる以外、会え得とくする法はなかったのだ。

「とにかく、こいつが最後の命綱だ……」

　つぶやいて、ハルはまばたきを一回した。

　目を開けた瞬間、宇宙の深しん淵えんもミニチュア銀河系も消え失うせた。ハルは月面遺跡で寝床としている一室の床に、あぐらをかいていた。

　ふぅぅぅ。深く息を吐き出して、立ちあがったときだった。

　キュアァァァ──ァァァァアアアアアアア！

「ルサールカ？」

　おなじみの鳴き声が聞こえてきた。

　ハルは窓ガラスのない窓から顔を出して、石塔の外を見た。

　アーシャの相棒・蒼あおきルサールカが向こうから飛んできたところだ。

　最上階の窓から顔を出したハルの目の前で翼をばさばさやって、ハチドリよろしくホバリングをしてみせる。

　全長十数メートルのワイバーンである。

　前肢がないことをのぞけば、ドラゴン上位種とよく似た形態だった。

　鳥でいう〝羽音〟だけでも相当な騒音だ。ばさりばさりとやられるたびに、強風がハルの顔をたたく。

「なんだか騒々しいな……」

「私が呼んだんですよ」

「なんだ、アーシャもいたのか」

　すぐ間近から幼なじみの声が聞こえた。ハルはそちらに目を向けた。

　今、顔を出している窓は地上から一〇メートル以上もの高さにある。だというのに、アーシャは窓の外にいた。

　ふわふわと宙に浮いている──否、空を飛んでいるのだ。

　ホバリングする蒼あおき翼竜。その巨大な顔の隣へ、アーシャは飛んでいった。

「昨日覚えた『飛行』の配列だろ？　もう完全に使いこなしてるねえ」

「それだけじゃないですよ。これを見てください」

「って魔ま導どうの杖つえか！」

　空飛ぶ幼なじみはさらっと流したハルだが、今度は仰天した。

　アーシャの華きや奢しやな体に、銀色の鎖がぐるぐると巻きついていた。その先端には鏃やじり型の分銅が付けられている。

　そして、銀の鎖は『じゃらり』と──生きた蛇さながらに動く。

　それこそ毒蛇が蛇使いと戯れるように、銀鎖はアーシャの頰ほおにすりすりと先端の分銅をこすりつけて、じゃれついていた。

「昨日の今日で、もう杖を錬成したんだな。その鎖、アーシャが造ったんだろう？」

「はい。まあ、やり方自体は晴はる臣おみから聞いていましたしね」

「たいしたもんだよ。こうなると本当にセンスというか才能だよねえ」

　同じ境遇になって、初めてアーシャが持つ天てん稟ぴんを痛感できた。

　しかし、かつて欧州最高の撃墜王だった天才特級魔女は眉まゆをひそめて、ごく冷淡にこんなことをつぶやく。

「この程度の錬成が早めにできたからって、明日の勝負にはそんなに影響しませんよ」

「いやいや。杖があるだけで、魔力の制御がだいぶお手軽になるはずだ」

「肝心なのは、実戦に役立つかどうかです。並のドラゴン上位種ならともかく、雪ゆき風かぜの姫が相手ですからね。私のなかでは、まあ、気休めみたいなものです」

「ずいぶん悲観的じゃないか」

「そうでもありませんよ。たとえ気休めで終わるにしても、あるだけマシですし。気休めもない状況でドラゴンたちと戦うのはとにかく難儀ですからね」

「はははは」

　さすが歴戦の勇者、言うことがちがう。

　今のように屠と竜りゆうの秘ひ文も字じがない頃でも、幼なじみは世界各地でラプトルの大軍、または稀まれにドラゴン上位種の脅威と戦いつづけてきた。だからこそ、こんなことを淡々と言ってのけるのだろう。

「それより晴臣。私とルサールカはもう一度、あそこへ行ってきます」

「また？　母なる秘文字の下調べ、さっき十じゆう條じよう地じと済ませてきたんだろう？」

「そうなんですけどね。それこそ魔導の杖なんかより、こちらの方がよっぽど重要な切り札ですから。念には念を入れて、最終チェックをしておきたいんです」

　才能だけでなく、傲おごりなく鍛錬と努力を重ねられる。

　天才と讃たたえられる者ならではの細心ぶりに、ハルがしみじみ感心したとき。

　じゃららららららら！

　アーシャが銀の鎖を手に取り、さっと一振りした。

　それだけで『瞬間転移』の配列がルサールカの頭上に顕あらわれ、蒼あおきワイバーンとパートナーはパッと消え失うせた。

　宣言どおり、プラトン・クレーターを見にいったのだろう。

「あの術まで、もう使えるようになったのか……」

　魔術のセンスでは絶対にかなわない。そのことを再確認するハルだった。

　天才魔女の幼なじみ、母なる竜の秘ひ文も字じ、そして《太陽》の力にめざめた十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめと悪あく路ろ王おう──。それに〝あの配列〟が加われば。

　雪ゆき風かぜの姫との対決、なんとかなる、かもしれない……？

「なるといいなあ」

　心からハルは願った。姫との決戦開始まで、もう二四時間も残されていない。

「とりあえず、僕の方も仕込みを続けようか」

　屋内で済ませられる準備はこんなところだろう。ハルは石塔の外に出るべく、窓から離れていった。
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「どこに行っていたの、春はる賀がくん？」

「外。地球にいるルナや《S.A.U.R.Uサウル.》関係者にメッセージを送ろうと思ってね、遺跡の外に出て、秘文字を使ってきた」

　月面でのねぐらに使用中の塔へもどると、織姫が待っていた。

　ルルク・ソウンの秘文字『とどけ我が声よ』による星間通信。

　試してみたら、思いのほか上う手まくいった。ただし、その前に行った〝例の配列〟の習得については、ハルは報告しなかった。

　できれば秘密にしておきたい。言えば絶対に止められる……。

「ところで春賀くん。服……脱いでもらえるかしら？」

「ええっ!?」

　織姫におずおずと懇願されて、ハルはのけぞった。

　まさか明日の決戦で死ぬかもしれない春賀晴はる臣おみのために、最後の一線をいっしょに越えてあげようという菩ぼ薩さつのごとき慈悲が彼女の心に卒然とわきおこったのか。いやいや、でも、こういう下世話な方向の気遣い、お嬢さま育ちの織姫らしくない気も──

「か、勘ちがいしないで。これは定期検診みたいなもの！」

　顔を真っ赤にして、織おり姫ひめが訴える。

「春はる賀がくん、力を使いすぎるとドラゴンみたいに体が硬くなるでしょう？　ときどき調べておかないと」

「あ、ああ。そういうことか」

　はっきり言われて、腑ふに落ちた。妙な妄想をしたやましさから断ることもできず、ハルはあわてて上着を脱いだ。上半身だけ裸になる。

　椅子の代わりに、適当な台座に腰かける。

　織姫は背後にまわって、春賀晴はる臣おみの筋肉にとぼしい背中を〝触診〟しはじめた。

「そんな念入りにチェックしなくても大丈夫だよ」

「大丈夫かどうかは、わたしが判断することよ」

　織姫が右手をすすーっと左から右へ、すべらせる。そうやって、ハルの背中のさわり心地をチェックしているのだ。

「この間、みんなに治してもらったから、今は全然問題ないんだけどな」

　皮膚の一部がガラスのような光沢を帯びて、硬質化する。

　すこし前からの症状だった。屠と竜りゆうの力を得たことによるドラゴン化──その現れのひとつである。ハルはぼやいた。

「変なところがあったら、きちんと自己申告するよ。僕を信じて欲しいなあ」

「春賀くんが自己申告をごまかす人じゃなかったらね」

「あ、いやあ」

　ちくっと皮肉の針を突き刺しながらも、織姫は触診をつづける。

　まずハルの肩から開始して、さらにその下、その下とたしかめていって、最後に腰の感触をやさしい手つきでチェックしてから、ようやくうなずいてくれた。

「本当にいいみたい。どこも硬くないわ」

「だろ？　月に来てから、たいして力も使ってないしね」

「背中の方がこの感じなら、前はたしかめなくてもいいかしら？　春賀くんの体、本当に大丈夫そうだし」

「えっ？　もしかして……前も診るつもりだったの？」

　つまり胸とか腹とかまでもやさしく右手ですりすりと。

　思わず、どう言って前言撤回すべきかを考えつつ、ハルはきりりと表情をひきしめた。邪念を悟られまいという条件反射である。

　だが、織姫にはそれだけで見すかされたらしい。

「何かよからぬことを考えているようね……」

「いやいや。十じゆう條じよう地じのやさしさへの感謝しかないよ」

「もうっ。本当にえっちなんだから！」

　織おり姫ひめは軽く怒ったのだが。すぐにため息をついた。

「わたしとしては、春はる賀がくんがまたドラゴンになっちゃうような事態にはなって欲しくないんだけど──。たぶん、そこまで想定しないと、やっぱり駄目なんでしょうね……」

「はははは」

　春賀晴はる臣おみの身を案じるがゆえの憂うれいで、織姫は表情を曇らせていた。

　笑いながらも、ハルはじんわりとした心地よさを味わった。これがいわゆる幸福とやら、なのかもしれない。

　おひとりさまが日常だった以前は、感じたことがなかった。

　しかし、だからこそ──

　これを失うことが恐ろしい。そして明日の決戦では、ハルは命ごと持てる全すべてを失うはずだった。九割九分九厘、そうなるだろう。

　雪ゆき風かぜの姫と『敗れても尚なお、運よく生きのびたあと』の話もした。

　だが、わかっている。そんな未来を迎えられる可能性、かぎりなく低い。あれは『竜王・雪風の姫が全力で繰り出す攻撃を受けても生きていたら』という──蜘く蛛もの糸なみに切れやすい救済条件なのだから。

　しくしくとハルの胃が痛みはじめる。

　脂汗までにじみ出てきた。ストレス性の胃痛。実はこの小惑星に来てから、しょっちゅうこうなっていた。

　ひどく苦しい。夜もよく眠れず、睡眠もとぎれとぎれなのだ。

「戦いがはじまるまで、今まではいつもあっというまだったから……プレッシャーなんて感じる余裕もなかったけど。今回みたいに『何日後かに処刑執行』みたいなノリで時間に余裕ができると、結構くるもんだねえ……」

　つぶやくハルは、我ながら暗い目つきのはずだった。

　肉体はともかく──ここで開き直れるほど、精神は人間離れしていない。

　月面遺跡で過ごす時間が長くなるにつれ、ひしひしとストレスを感じることが多くなってきたのである。

　上位種や僭せん主しゆあたりが敵ならば、ともかく。

　自分よりも確実に強い最強ドラゴン『竜王クラス』が相手だ。

　今まで二度、彼らとの戦闘を切り抜けてきたが、あれは極限の綱渡りがまぐれあたりで上う手まくいっただけだ。雪風の姫とハンニバル、両竜王の意表を突くだけの切り札があったおかげでもあった。

「きっと大丈夫よ。あの母なる秘ひ文も字じって力の使い方、アーシャさんが調べたり、考えたりしてくれたし。それを聞いて迦か具ぐ土つちさんも言ってたじゃない？　一応、下準備らしいことはできたようだな、みたいに」

「正確には『できたと言えるかもしれんし、そうでないかもしれん』だよ」

　英訳すると『I don't know!』で済む言いまわしである。

　まあ、こっそりハルが用意した切り札もふくめて、どれもあやふやだった。しかし、無理もないだろう。

　雪ゆき風かぜの姫、ハンニバルらとの〝今までの対戦〟。

　今にして思うと、あれは──ぎりぎりまで死力を尽くしたと言えるほどの死闘ではなかったのではないか。その手前でおたがいに手を止め、休戦した。だが二度目の今回は、おそらく最後までやり合うことになる……。

「春はる賀がくん」

　織おり姫ひめがすっとさりげなく、すぐ隣に来てくれた。

　密着してくれたので、身を寄せ合う格好になる。彼女のぬくもりを感じるだけでも、割と気がまぎれるから不思議だ。

「忘れちゃった？　わたしと悪あく路ろ王おうは本番にものすごく強いのよ」

「そういえば、そうだった。君たちはなんというか……幸運の女神みたいなものかもしれないな。パヴェル・ガラドと最初にやりあったときも」

　思い出して、ハルは顔を上げた。

「たぶん、君の裸を見たおかげで、僕の運気が急上昇して──」

「は、春賀くんっ。あのときのこと、まだ覚えていたの!?」

「あんないいもの忘れるわけないじゃないか！　ふざけないでくれよ！」

「おまけに逆ギレまでっ」

「とにかくアレだよ。僕の心の支えはやっぱり君しかいないんだ。愛情面でもそうだし、幸運の守り神ってところでも十じゆう條じよう地じを当てにさせてもらわないと──」

「ま、待って春賀くん。い……今、なんて言ったのかしら？」

　ナーバスになったハルがやや持ちなおしたところで。

　今度は織姫の方がうろたえていた。そして、どきどきした面持ちでハルの顔をじっと見つめながら、何かを期待するようにじっと見つめてくれていた。

　なんという可愛かわいさ。ハルは即答した。

「えっと……愛情とか守り神とか」

「つまり、それは──わたしへの愛ということ？　わたしと春賀くんの間で育んじゃった人類愛とか、人間的愛情とか、恋愛感情とか、男女の愛情とか……」

「うん。その辺、全部そう」

「うふふふっ」

「十條地！」

「春賀くん！」

　ふたりでころころテンションを上下させたあとで、ひしと抱き合う。

　そのまま勢いで、熱い口づけも交わしてしまう。

　……一応、『明日の決戦にそなえての会話』ではある。しかし、つまるところ、これは結局ふたりにとって、逢あい引びきでもあるのだった。

「今夜もアーシャさんが寝たら、すぐに春はる賀がくんのところへ行くわね」

「うん」

「よく眠れなくても、わたしがそばにいてあげる」

「うん」

「そんなことでぐっすり眠れるはずもないでしょうけど、春賀くんのために、すこしでも何かしてあげたいの」

「とんでもない。十じゆう條じよう地じがいてくれるだけで安心できるよ」

「ふふふふ──あっ。もう。すぐにふざけるんだから。わたし、話の途中だったのよ？」

「ごめん、つい」

　愛情にまかせて、ついキスをしてしまったハルである。

　そんなダメ男を愛いとおしそうに見つめて、織おり姫ひめの方もキスを返してくれた。

「そうだ。実は僕、こんなことができそうに思うんだよね。ドラゴン変身の一歩手前までレベルアップしたせいか、唐突に新しいイメージが湧いてきたんだ」

「具体的にはどんな感じ？」

「説明するから、耳を貸して」

「わたしたちしかいないんだから、そんなことしなくても」

「いいじゃないか。ひそひそ話をする感じで、僕はいちゃいちゃしたいんだ」

「あいかわらず、こういうときは正直ね……。はい、どうぞ」

「うん、ありがとう。それで具体的なことだけど──」

　ロングヘアをかきあげて、織姫が耳をさらけだしてくれた。

　そこへ唇を寄せて、ひそひそ。少々問題のある内容なので、太陽さながらに包容力あふれる日本人少女も「春賀くん──」と抗議の意を込めて、じとっとにらんできた。

　しかし、それでもハルはおそるおそる言う。

「というわけで、イメージトレーニングとかダメかな？」

「雪ゆき風かぜのお姫さまとの勝負で、本当に必要なことなら──駄目とは言えないけど。でも、本当かしら？」

「もちろん本当だよ！　僕を信じてよ！」

「そりゃあ春賀くんのことは信じてるわ。でも本当の本当にひとかけらの邪念もないって、わたしに断言できる？」

「…………」

「やっぱり正直ね。できないんだ？」

「いやあ」

「もう……。そんなこと、わたし以外の女の子に言ったら駄目よ？　そうしてくれるなら特別に、その、トレーニングに──つきあってあげても……」

「十じゆう條じよう地じ……」

「春はる賀がくん──あ……っ。こ、これもトレーニングのためだものね？」

「それだけじゃないよ。僕はその、やっぱり十條地とこうするのが大好きだし……」

「もう。本当に正直なんだから……ああっ」

「ご、ごめん、すこし強すぎたかな」

「ううん、そのままで──大丈夫……。あのね、わたしも春賀くんとこうしていちゃいちゃするのが、すごく好き、かも──んんんんっ」

「僕もだよ！」

　以前とちがい、竜りゆう弑ごろしを共有する眷けん属ぞくへ魔力を送りこむというエクスキューズが主な理由ではなくなっていた。

　それ以外の感情と衝動に突き動かされて、ふたりは抱き合いながら。

　ハルは《弓の秘ひ文も字じ》が顕あらわれた右掌てのひらに力を込めて、世界でいちばん愛いとおしい女の子の左乳房──より心臓に近い身体部位を強くにぎりしめていたし、織おり姫ひめの方も熱情にまかせて、その手を陶然と受け入れていた。

　ふたりだけのめくるめく世界、なのだが。

　熱っぽい吐息を切なげにこぼしながら、不意に織姫がつぶやいた。

「そうだわ……。この間、わたしたちの仲をアーシャさんに疑われちゃったの」

「アーシャのやつが？」

「ええ。春賀くんがいてくれたらとも思ったけど、わたしひとりでいろいろ言いわけをがんばって、どうにかごまかしたのよ」

「そうだったのか……」

　十條地織姫は恋愛テクニックとは無縁のうえ、天然気味でもある。

　気性もいたってまっすぐだ。そんな少女にごまかされる女友達というのもなかなか想像しづらいが、今のアーシャは一時期の女子力を失っている。

　まあ大丈夫かなと考えて、ハルはトレーニングに集中し直した。

「十條地──」

「んんっ。春賀くん、わたしの感触をしっかり……覚えてね？」

「うん。絶対に……忘れてたまるものか」

「んんんん……っ！」

　ふたたび、ふたりだけの世界になったわけだが。












　感きわまって、織おり姫ひめのしなやかな肢体がびくんとのけぞった──直後だった。

『ぐふふふふふ……』

　部屋の外から、かわいいくせにドスの利いた笑い声がひびいてきた。

　ふたりにとってはもうおなじみの人物──幼なじみ／魔女仲間の含み笑いであった。そして、ハルに胸をつかまれた体勢のまま、織姫が硬直する。

「アーシャさん!?」

「そう……ですよお。なんでか胸騒ぎがしたんで、向こうを早めに切りあげて、帰ってきてみれば。まあ、織姫さんのぐだぐだな言いわけもだいぶあやしかったしで、うすうす察してはいましたけどねえ……！」

　幼なじみのアーシャが部屋に入ってきた。

　笑いながら。ただし、まったく朗らかではない。これはあくまで、やり場のない怒りを押し殺すための含み笑いなのだ。

　そういえば、女子力はなくなっても野性の本能なんかは健在だものなあと。

　今さらながらハルは納得し、そして。

「うん。白状すると、実は僕たち、こういう関係なんだ」

「ふぁっ!?」

「僕は十じゆう條じよう地じのことを誰よりも真剣に愛しているし、十條地の方も僕のことを──で、いいのかな？」

「え、ええ。わたしも春はる賀がくんのこと、誰よりも大好きよ」

「は……晴はる臣おみ──」

　あまりに自然な態度でハルが宣言したからだろう。

　織おり姫ひめはきょとんとしてから、すぐに調子を合わせてくれて。一方のアーシャは口をぱくぱくさせながら仰天していた。

　ハルにとっては姉とも妹ともつかない、長年の幼なじみである。

　まず彼女に打ち明けるというのも、なかなか運命的かもしれない。それも、一日後には自分が生きているか死んでいるかも不明な状況下で……。

　とりあえず、まだつかんだままだった織姫の胸から、さりげなく手を放す。

　全すべての事情を告白すべく、ハルは口を開いた。
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「そういや、今日は十五夜じゃないか」

　懐中時計を見て、ハルはつぶやいた。

　真しん鍮ちゆう製の機械式である。日時は九月一〇日、午後三時をすこし過ぎたところ。尚なお、この時計は《S.A.U.R.Uサウル.》メンバー御ご用よう達たしの『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』だった。

　今のハルには無用の道具だが、なんとなく持ち歩いていた。

「あれか。たしか中秋の名月を愛めでるとかいう行事だったな」

　小バカにするように、火ひ之の迦か具ぐ土つちが言う。

「どうせなら、月影のもとでおなごどもを愛でる行事にすればよいものを……などと、ずいぶん昔に思った気がするぞ」

「元女王さまなんだから、もっと風流なことを言ってくれよ」

「ふっ。月を見るだけなど辛しん気きくさくてかなわん」

「ま、とにかく。昔は旧暦の八月一五日にやってた行事だよ。現在の暦とのズレを調整する関係で今は毎年ちがう日になるけど」

　ハルと火之迦具土はふたりきりで空を見あげていた。

　闇のとばりに散る星々のなかに、満月はない。代わりに、丸い地球が青いコインのごとく浮かんでいる。今いる大地こそが月なのだ。

　月面遺跡の外に出て、月の平原のひとつ──雨の海を踏みしめている。

　尚、月地形『雨』の黒さは玄武岩のそれで、かつて地中から吹き出したマグマが冷えて、固まったものだという。

　地球から見ると、白い月面上にひろがる黒い部分である。

　それを思い出して、ハルは慨嘆した。

「まさか、現地で十五夜を体験するなんてなあ」

「どうかな。月を愛めでる前に息絶えたら、体験したなどとは言えんぞ」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちは意地悪く笑った。

　依より代しろである魔銃から出てきて、和服の童女として実在化している。

　これが最期かもしれないからだろう。ハルは三日前──日本時間の九月七日、午後三時頃に月面まで拉致された。

　そして、雪ゆき風かぜの姫は『三日だけ猶ゆう予よをやろう』と言った。

　ちょうど七二時間が経過したところ。もういつ姫が襲来してきてもおかしくない。

「この決戦のためにって、いろいろ仕込みをしたけどさ。実際のところ、僕らの悪あがきってどこまで通用すると思う？」

「雪風の小娘にか？」

「うん。それも本気モードの雪風の姫に」

「なら、かんたんだ。あやつが本気でおまえをしとめにかかるのなら──途中の経過がどうであれ、最後は必ず雪風めが勝つ」

　火之迦具土はおごそかに予言した。ふざけている様子は一切ない。

　その間髪入れない言いぐさに、思わずハルは反論した。

「いや、勝負事なんだからさ。『やってみないとわからない』程度は言ってよ。実際、前回は僕らがぎりぎりで持もち堪こたえただろ」

「玄げん武ぶ王おうをしとめたときは〝いくさ〟だったからな」

「？」

「だが、今回は〝喧けん嘩か〟だ。ちがいがわかるか？」

「……なるほど。なんとなく」

　自称悪魔の言わんとするところを察して、ハルはため息をついた。

　いくさ、すなわち戦争では、兵力の二、三〇％を失った時点で退却し、部隊の再編成を図る。軍隊というものは、それだけの損耗でも作戦行動に支障をきたすからだ。それ以上の被害を受ける前に、体勢を立て直すことこそが将しよう帥すいの責務なのである。

　最後のひとりが息絶えるまで戦うなど、愚行でしかない。

　しかし、喧嘩はちがう。

　どこまでやり合うかはたがいの意地と闘志次第……。

「あのときと決定的にちがうことはまだある。小僧、おまえは半端に強くなりすぎた」

「…………」

「嚙かみつくおまえが暴れる子犬程度の力なら、雪風めは仏心を出すかもしれん。しかし、今のおまえの力で嚙みつけば──逆に、あやつは本気の本気で迎え撃ちにかかるだろう。追いつめられた獣は手加減などせんぞ」

　ハルのそばには幼なじみのアーシャも十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめもいない。

　はじめて竜りゆう弑ごろしを得たときと同じく、一対一で火ひ之の迦か具ぐ土つちと向き合っている。元竜王の容赦ない物言いに、ハルはふたたび口答えした。

「でも、僕の本気嚙がみで姫がやられちゃう可能性だって──」

「ないな。おまえがどれだけこざかしく立ちまわり、窮きゆう鼠そとなって必死に嚙みつこうとも、猛たけり狂う竜王の喉笛にその牙きばはとどかない。それに忘れたか？」

「何をさ？」

「おまえが自ら言ったとおり、おまえに真の王たりうる器はない。この数か月で、妾わらわにもそのことがよくわかった」

「うーん」

　いちいちごもっとな指摘の数々。ハルはぼやいた。

「僕を勇気づけてくれる魔法の言葉を期待したわけじゃなかったけどね。それでも試合開始の直前なんだから、ちょっとは気遣って欲しいなあ」

「ふふん」

　にたっと底意地悪く、火之迦具土は微笑した。

「おまえが訊きく相手と質問をまちがえただけだ」

「たしかに。ま、こうなったらダメもとで悪あがきするしかない」

　ハルは肩をすくめて、右手に魔銃を呼んだ。

　代わりに火之迦具土が姿を消す。依より代しろである銃にもどるためだ。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ──頼む」

　かつて自称悪魔が竜王であった頃に編み出したという配列。

　習得したばかりの秘儀を行使すべく、ハルは四二個ものルルク・ソウン文字を己おのれの頭上に呼び出した。

「例の御ご利り益やく、僕にもばっちり授けてくれよ……」

　ぼそっとつぶやいて、術を実行させる。

　その刹せつ那な、ハルの全身と魔銃は光の粒子と化して、そのまま消滅した。リヴァイアサンたちや火之迦具土がパッと消え失うせるように、非実在化したのである。

　だが、意識と魔力までなくなったわけではない。

「紅ぐ蓮れんの女王！」

　ハルの声に呼ばれて実在化したのは、巨大なる赤きドラゴン。

　かつて《弓の秘文字》を所持した竜王の肉体である。長きに渡る闘争の日々の果てに癒えない傷を心しん金がねに負い、矢の継承者である雪ゆき風かぜの姫にとどめを刺された──。

「行け！」

　女王がその両翼を広げ、飛び立った。

　紅あかきハンニバルにはやや見劣りするものの、紅ぐ蓮れんの女王もかなりの巨きよ軀くである。その全長一六、七メートル。上背だけでなく、威圧的なほど筋肉の厚みもみごとだ。

　細身かつ優美な白き竜王とは、まさに対ついを成す存在というべきか。

　そして、右前肢に──巨大な弓が顕あらわれた。

　なんと女王の背丈よりも長い。材質は赤い鋼はがね。光の弦つるが張られている。武器として具現化させた《弓の秘ひ文も字じ》であった。

　神秘の弓のみを連れとして、女王はぐんぐん上昇していく。

　徐々に、しかし着実に加速をつづけ、月の引力を振り切り、ついに月面より高度一〇〇キロメートルあたりという虚空に到達した。

　雪ゆき風かぜの姫が住まいとする小惑星と──同じ高みであった。

「さあ……はじめよう」

　女王に向けて、ハルはささやく。

　人間としての姿はなくとも、意識は今も女王に寄りそっているのだ。そして、ハルに見守られながら、赤きドラゴンは長大なる弓をかまえた。

　左前肢に──今度は光の矢が顕れる。

　これを弦につがえて、ぐぅぅぅっと引きしぼり、放す。

　轟ごう！　屠と竜りゆうの弓より同族殺しの秘力をあたえられた矢は彗すい星せいのごとく尾を引きながら、弓なりの軌道を描いて、三、四〇キロほど飛ひ翔しようしていった。

　その先には、氷の塔を載せた皿状の小惑星がある！

　命中。爆発。閃せん光こう。

　女王の放った一矢によって、小惑星は木こっ端ぱ微み塵じんに爆散していった。

　しかし、その爆発の光のなかより、白きドラゴン王の華きや奢しやですらある雄姿が余よ裕ゆう綽しやく々しやくとばかりに悠然と出てきた。

　その様子、女王とハルは〝魔術の目〟によって視認しながら。

　猛然と加速開始。いまだ健在の雪風の姫めがけて、まっすぐに突進していく。それに応こたえるように、白きドラゴンも軽やかに飛翔して──

　わずか四〇秒後。

　二体の竜は月周回軌道上でついに邂かい逅こうを果たす。

「晴はる臣おみよ！　なんと、おまえの方から仕掛けてくるとはな！」

「姫の方から来るのを待っていたら、胃に穴が空きそうだからさ。早めにはじめさせてもらおうと思ってね……」

　共にドラゴン体の顎あぎとより、人間体と同じ声を吐き出している。

　宇宙の真空であっても、竜同士の会話に不自由はない。紅蓮の女王は赤き弓を持ち、雪風の姫は無手である。

「ふふふふ。先の立ち合いで、雪ゆき風かぜはなかなか竜になれなかった」

　優美なるドラゴン王が不敵に微笑ほほえんでいる。

　ハルには一目でわかった。人類とは似ても似つかないはずの龍顔がわずかにほころんでいると──。その変化を容易に読みとれた。

　姫の人柄を知るようになったからか、あるいはハル自身の竜化が進んだからか。

「だが今回は……すでにこのとおりの姿をしている！」

「ああ、そういえば」

「おまえが精進した証あかしだ。誉ほめてやるぞ！」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちとちがい、雪風の姫は他者への賛辞を惜しまないらしい。

　しかし、ハルの心は暗い。誉めてくれなくていいから、慢心とか油断をして、つけこむ隙すきをプレゼントしてくれないかなあなどと考えていた……。




「羽は純ずみさん。いよいよはじまったそうよ」

「本当ですか!?」

　標高四二〇五メートルであった。

　緊迫した面持ちでやってきたルナ・フランソワに教えられて、白しら坂さか羽純は満天の星空を見あげた。圧倒されるほど星が多く、近い。

　富士山をも越える標高と、澄み切った空気のおかげだという。

　さらに人里から遠く離れているため、星明かりを打ち消す夜景の光もない。

　今、羽純は天体観察には格好の条件をそなえた場所にいた。夏休みにつづいて二度目のアメリカ遠征──ハワイのマウナケア火山である。

　山頂付近には、世界一一カ国の天文台が一三基も集まっている。

　日本の国立天文台ハワイ観測所もそのひとつ。

　羽純は今、その所内の芝生に出ていた。

　まさに降るような星空なのだが、今夜は満月で月明かりが強く、これでも星を見るには不向きな夜なのだという。

「じゃあ、あそこで今、先輩たちが……」

「ええ。一五分くらい前に月周回軌道上でレッドドラゴンとホワイトドラゴンが戦闘を開始したそうよ。戦況は観測室の方でモニター中」

　ルナが言う観測室のことを、羽純は思い出した。

　決して広くはないスペースに大小さまざまな液晶モニターをならべ、さらに数台のノートパソコンまで広げて、天文台の光学赤外線望遠鏡がとらえた画像を幾人かのスタッフでチェックする場所だった。

　この観測所に到着した直後、案内してもらった。

「ハリーからのメッセージどおりに状況は推移しているようね。私たちもバックアップ態勢の準備、どうにかととのえることができたみたい」

「ルナさんのおかげです。ありがとうございます」

　現在、ハワイは九月六日。午後八時をすこし過ぎたところ。

　夜である。ただし、日本の東京新都は九月七日、午後三時過ぎ。一九時間の時差があるため、あちらの方が先に昼を迎えている。

　この時間帯に、雪ゆき風かぜの姫との戦闘をはじめる──。

　昨日、ルルク・ソウンの魔術によって、ルナ・フランソワ・グレゴリーと白しら坂さか羽は純ずみのもとにとどけられたメッセージだった。

　今は月面にいるという驚きよう愕がくの情報をそこで知らされた。

　直後、環太平洋エリアの天才撃墜王は即座に行動を起こした。

　持てるコネと政治力の全すべてを尽くして、ここマウナケア火山の観測施設とスタッフに全面的協力を要請し、認めさせたのである。

　そして、ルナと羽純は強行軍で現地入りを果たした。

　在日米軍に用意してもらった飛行機、さらにセスナやヘリなどを乗り継いでのマウナケア山頂までの移動。常とこ夏なつの島ハワイの火山だが標高四二〇五メートルゆえに夜の気温は零度近く、さらに空気もうすい。

　肉体的に、負担の大きいシチュエーションであった。

「つらいでしょうけど、羽純さんの力が必要なの」

　羽純の顔をのぞきこんで、ルナ・フランソワが言う。

「もうすこしがんばって頂戴ね。私たちのハリーと織おり姫ひめさん、あとアーシャのためよ」

「だ、大丈夫です。楽じゃありませんけど、まだまだ……余裕ありますから！」

　強がりではなく訴える。

　たしかに体力もなく、健康面で不安をかかえている羽純だが──気を張っているからだろうか。今は不思議なほどつらくない。

　それとも魔力の強化に合わせて、体力もすこし向上したのか……。

　防寒のため、九月だというのに羽純は白いダッフルコートを着ている。毛糸のニット帽にマフラー、手袋までいっしょだ。

　ルナ・フランソワの方は黒いカシミアのコートに、やはり黒のロシア帽。

　晩夏の東京新都から、まさかのハワイ、そして雲よりも高みに位置する山頂へ。なんとも予想外すぎる遠征となったが──

「月まで行った先輩たちにくらべたら、これくらい本当になんでもありません！」

「ええ。私たちの力で、必ずハリーを助けてあげましょう。それと……」












「はい！」

「あとはアレよね。レディＭからの意味ありげな謎アドバイス、どうにかしてハリーに教えてあげたいところだけど──」

　日本を発たつ前、Ｍ部長がわざわざ伝えに来てくれた。

　あの短いくせに力強い言葉を思い出して、羽は純ずみは大きくうなずいた。
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　春はる賀が晴はる臣おみと雪ゆき風かぜの姫はすでに一度、対決したことがある。

　あのあと、ハルは《双刀の秘ひ文も字じ》を得て、さらにソロモン王の魔力まで取りこんで、格段にパワーアップしていた。

　だが、それでも主たる武装が《弓の秘文字》である事実は変わらない。

　対する雪風の姫は《矢の秘文字》のみを唯一絶対の武器とする。

　つまり、たがいの手の内を把握している状態。

　選ぶべき戦法は二種類あった。じっくり慎重に戦いを進めて、敵の長所を打ち消しつつ、隙すきをうかがうか。あるいは──

　手の内を知る同士だからこそ、あえて果敢に攻めこむか。

　おたがいの得手や戦法を知っている以上、まだるっこしい駆け引きなど時間の無駄と雄々しく開き直って。

　ハルは前者を選ぶ性格であり、雪ゆき風かぜの姫は後者を選ぶ性格だった。

「ふふふふ！　雪風をこれだけ待たせたあげく、さらにじらすつもりか？　悪いがこれ以上まわり道するつもりは──ない！」

「って、いきなり必殺技!?」

　まさしく矢のようにまっすぐな少女なのだ。月周回軌道上で紅ぐ蓮れんの女王と対たい峙じしながら、白き竜王はいきなり魔力を全開にほとばしらせた。

　優ゆう婉えんなるドラゴン体の頭上に、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが顕あらわれる。

　文字数は二一個。意味は『我、雷火の霊れい験げんを得て天あま降くだり、嚆こう矢しと成りて地を穿うがつ』。雪風の姫が得意とする必ひつ滅めつ之の法ほうだった。

「我が刻印『天てん狼ろうの箭や』よ、我を屠と竜りゆうの矢と成さしめよ！」

　全身から青白い光を放ちながら、姫は赤き女王に突っこんでくる。

　数キロメートルの空間が赤白のドラゴンを隔へだてていたのだが、それをコンマ一秒もかけずに詰めるほど姫の突進は速かった。

　大宇宙を天駆ける竜王にふさわしき神速の矢──。

　これをハルごときが迎え撃てたのは、たぶん確信していたからだ。雪風の姫なら、必ず最初の一手から勝負を決めにかかるだろう……と。

「こっちもやってくれ、女王！」

　紅蓮の女王もまた、頭上に二一個の秘文字を戴いただいていた。

　意味は『我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん』。春はる賀が晴はる臣おみとその一党がずっと頼ってきた必滅之法、こちらの最大火力である。

「僕の刻印──南天の弓星か!?　とにかく頼む！」

　赤き長弓につがえるは、矢の形をした焰ほのお。

　これを撃ち放つ。こちらにまっすぐ突っこんできた青白い閃せん光こうと紅蓮の焰が激突する。女王の手前、ほんの三〇〇メートルほどの近さでだ。

「この程度か……くくくく！　ぬるいぞ晴臣！」

「双刀の秘文字！」

　太陽すら射貫く焰を突き破り、閃光と化した白きドラゴンがぶつかってきた。

　体格で勝るはずの女王は豪快にふっとばされた。あっというまに三、四〇キロほど後方へと星ほし屑くずのごとく飛んでいく。だが、それでも。

　紅蓮の女王は両翼を広げ、飛ひ翔しようの魔力を吐き出した。

　ビリヤードの球よろしく突き飛ばされた巨体、どうにか急停止させた。しかも──これがいちばん重要だが、女王の赤きドラゴン体は無傷だった！

「おお！」

　雪ゆき風かぜの姫が白き龍顔を歓喜で輝かせた。

「みごとだぞ、晴はる臣おみよ。あのパヴェル・ガラドでさえ、矢と化した雪風の一撃を受けて、無惨に打ちのめされたのだから！」

「はははは……」

　賞賛されて、ハルは力なく笑った。

　大金星ものの防御を見せた女王の方は右手に大おお太だ刀ち、左手に小太刀をかまえて、『×』の形に交差させている。この双刀こそが、屠と竜りゆうの矢として突進してきた姫のドラゴン体を押しかえしてくれた。いわば楯たての代わりであった。

　雪風の姫が誇る必ひつ滅めつ之の法ほう、なんとかしのげることを証明したわけだが。

「今回はたまたま上う手まくいったけど──もう二、三回やられたら、絶対ボロが出るな。たぶん成功率は六〇％ってところだぞ」

　だからこそ、ハルの笑いに力はない。

　この調子で戦いつづけることは、ロシアンルーレットと同じだ。いつかは拳銃から弾が撃ち出されて、頭をぶちぬかれる。

「やっぱり単独じゃ勝ち目がないどころか、引き分け狙ねらいも無理だ……」

　男はひとりで戦うもの的な美学とは無縁である。

　ハルはすぐさま、右手に意識を向けた。

　両手に双刀を持つドラゴン体の、ではない。赤きドラゴンの巨体にずっと寄りそう──精神体の右手をぐっとにぎりこんだのである。

「イメトレの成果、ここで見せなきゃ十じゆう條じよう地じに土下座ものだぞ！」

　そういう理由でさんざん、本当にさんざん揉もませてもらったのである。

　その回数、軽く三ケタに達するはず。もしかしたら四ケタまでいっているかも。とにかく右手が感触を覚えるまで、際限なくさわらせてもらった。

「集中──」

　ハルは意識を研ぎすまし、深く精神集中する。

　右手で十條地織おり姫ひめのすばらしい胸／バスト／乳房を揉み・つかんで・撫なでて・心ゆくまで愛めでさせてもらったときの感触を完璧に頭のなかで思いえがき、再現する。

　そのイメージが──彼女との間に魔術の絆きずなを作ってくれた。

　今ここにはいない織姫。

　月面のプラトン・クレーターで待機中の日本人魔女。

　一〇〇キロ以上も距離を隔へだてているものの、脳内で再現させたイメージのおかげで今もすぐそばにいると感じられる──宇宙でいちばん愛いとおしい少女。

　彼女のもとには《母なる竜の秘ひ文も字じ》がある。

「ここからが本番だ……！」

　ひとりで勝てないなら、仲間の助けを借りるまで。

　ハルは新たな賭けをはじめた。




「ぶ、ぶっつけ本番の一発勝負で大丈夫かしらっ？」

「練習なんかしたら、逆にそれが失敗の原因になりますよお……」

　月面、プラトン・クレーター。

　その中心部には『∞』の魔術記号が顕あらわれている──のだが、ナスカの地上絵さながらに巨大であるため、真上にいる織おり姫ひめには〝大地を走る太い曲線〟としか認識できない。

　そして、織姫の不安を聞く相手は暗かった。

　どんより陰いん鬱うつな面持ちで、アーシャはボソボソとつぶやく。

「一発勝負だからこそ、極限まで集中力が研ぎすまされるんです。特に……これから試すのは人類にとってはまったく未知の魔術ですし……。いいですか、織姫さん」

　恨めしい相手を待ち伏せする幽霊さながらの陰気さである。

　しかも先輩魔女としての教え、教育上適切とは言いがたい内容だった。

「魔女にとって大切なのは、たくさん練習して保険かけようなんて超つまんない優等生根性じゃありません。ただ一度きりのチャンスに己おのれの全すべてを懸ける勝負師の魂……預金通帳の全財産で年末ジ●ンボをまとめ買いする捨て身の精神です……」

　くくっ。自他共に認める天才魔女はやさぐれた微笑を浮かべる。

　ついでに言えば、彼女の目は〝死んだ魚〟のようであった。

「ふふふふ……。上う手まくいったら濡ぬれ手に粟あわの一いつ攫かく千せん金きんですよお……」

「で、でも、それで全財産をすっちゃったら!?」

「そんなことは一切考えません。考えるからしくじるんです」

「……言われてみると、たしかにそうかもしれないわね」

　かつて剣道日本一を勝ち取った十じゆう條じよう地じ織姫。

　ひとかどの勝負師でもある。今の極論にうなずける部分を感じて、すこし気を取りなおしたのだが。アーシャがぼそっと付けくわえた。

「ま、ギャンブルに負けて野垂れ死ぬのも人生ですしねえ……」

　織姫と春はる賀が晴はる臣おみの関係を知って以来、ずっとこの調子なのである。

　しかし、それでも。

　僭せん主しゆとして魔力を高め、魔術記号『∞』の上空にルルク・ソウンの秘ひ文も字じを二三個もならべて、竜族の母たる神秘を操るための下準備、つつがなく全て完了させている。この配列、火ひ之の迦か具ぐ土つちの案をもとにアーシャがアレンジしたものだ。

　元欧州の撃墜王だった特級魔女、アナスタシア・ルバシヴィリ。

　その天てん稟ぴんと、魔女としての力量に一切の陰りなし。

　そう。失恋の痛手に打ちひしがれながらも、彼女は真のプロフェッショナルとして、己おのれの職務を完璧に遂行してみせる──。

　こういう性格だから恋愛下へ手たなのか。恋愛下手だから、こういう性格なのか。

（わたしと春はる賀がくんのこと、今は話題にしない方がいいみたいね……）

　我ながらずるいと自覚しながらも、織おり姫ひめは考える。

（すくなくとも、この戦いの間だけは……）

　下手に藪やぶをつついて、修羅場になるよりもいいように思えた。今、自分たちにはやりとげねばならないことがあるのだからと。

（ううううっ、ごめんねアーシャさん……）

　心のなかで謝罪していたとき、織姫はハッとした。不意に──左の乳房をぐっとつかまれたように感じたのだ。

「あ……っ!?」

「どうかしましたか、織姫さん？」

「春賀くんが魔力を送ってきたみたいっ。お姫さまとの戦いが──」

「佳境を迎えたようですね。まあ、彼女の性格を考えると、最初からクライマックス状態だとは思いますけど……」

「は、早くはじめて、アーシャさん！」

「了解です！」

　何度も何度もくりかえし〝揉もまれる〟感触が織姫を襲う。

　春賀晴はる臣おみは言った。『このイメトレをすれば、たとえ離れていても霊的結合を構築できそうな気がする！』と。それに自分は『ちょっとえっちすぎるんじゃない、春賀くん！』と激しく怒って、一度は突っぱねた。

　しかし結局、『それで春賀くんの気が済むなら』と折れてしまい。

　さんざんイメトレにつきあうことになったのだ。

　むしろ、これでドラゴン化の進行を遅らせられるのではという思いが強かった。が、今こうして、春賀晴臣の右手の感触が生々しく伝わってくる。

　さらに乳房を介して、織姫の心臓に彼の魔力が送りこまれてきて──

「いきますよ、織姫さん！　母なる竜の秘ひ文も字じよ、命の恩おん寵ちようをここに！」

「い……命の恩寵をここに！」

　アーシャとふたりで、母なる秘文字活性化の秘儀をはじめる。

　途端に、足下の大地が輝きはじめた。荘そう厳ごんな黄金色の光だった。上空から俯ふ瞰かんすれば光り輝く『∞』の文字がクレーター内に顕あらわれているはずだ。

「ルサールカ！」

「悪あく路ろ王おう、おねがい！」

　キュアアアァァァァァァアアアアアアッ！

　クォォォォォォォオオオオオオオオンッ！

　魔女ふたりの背後に、それぞれのパートナーも実在化する。

　蒼あおきワイバーンと白き九尾の狐こ狼ろう。二体のリヴァイアサンも勇ましく咆ほう哮こうし、心臓──神秘の源を生み出す最重要器官より魔力の大量放出をはじめる！

　母なる命の力を操るための合同魔術儀式だった。

　それを成じよう就じゆさせるため、すでにアーシャが二三個のルルク・ソウン文字をクレーター上空に描いている。

　意味は『荒ぶる竜の御み霊たまよ、母の聖印より生まれ出ずるべし』──。

「ルサールカ、鎖の竜りゆう弑ごろしを継いだ僭せん主しゆの眷けん属ぞくとして、為なすべきことを為しなさい！」

　キュアアアァァァァァ────アアアァァァアアアッ！

　そして、銀髪の魔女仲間は威厳を持って命じていた。彼女の頭上で蒼きワイバーンも大きく翼を広げて、凜り々りしく吠ほえ声ごえを放つ。

　壮麗な宗教儀礼にも似た、厳格かつ粛々たる魔力の行使であった。

　それを受けて、足下の『∞』記号がさらにまぶしい黄金の光を放つようになる。

　今、この一帯の空気が全すべて金色に染まったかのような──荘そう厳ごんなる光景が織おり姫ひめたちのまわりに誕生していた。

「さあ、織姫さんも！」

「ええ！　悪路王、ここがわたしたちの正しよう念ねん場ばよ！」

　雑念を捨てて、ただ最大魔力の放出だけを心がける。

　遠くにいる春はる賀が晴はる臣おみからも、強大な魔力が織姫の心臓へと送りこまれてくる。

　例の〝その場にいなくても揉もんだときの感触を完璧にイメージする〟で霊的結合を無む理り矢や理り作ってしまったからだ。

（もうっ。あんなこと思いついたおかげで、こんなことをできるようになるなんて。春賀くんって本当にえっちなんだから……）

　あたかも彼にうしろから胸をさわられて、直じかに魔力を送りこまれたときのように。

　弓と双刀の僭主との絆きずなを織姫は実感していた。全身に彼の魔力が行きわたり、力強く、愛いとおしげにさわりまくるときの感触もいつもどおりで──

「んんんっ！」

　アーシャがいる手前、なるべく表に出すまいと決めていた。

　しかし、送られてくる魔力が大きい分、織姫の体も悩ましいほどの熱や恍こう惚こつ感かん、陶酔感に襲われて──

　どうしても身もだえしてしまう。声まで洩もれてしまう。

（だめっ。春はる賀がくんじゃないけど『きりっ』てしなくちゃ……！）

　織おり姫ひめ・悪あく路ろ王おう・さらに春賀晴はる臣おみの魔力まで注ぎこまれて、周囲に満ちる黄金色の輝きはさっきよりもまぶしいものになっていた。だが。

　それ以上の変化が起きない。計画どおりなら、ここで──

「あ、アーシャさん!?」

「ほんのすこしだけ、私たちの魔力が足りないんです。本当にあとすこしだけ、僭せん主しゆとして私が力をたくわえていれば……織姫さんが第五階かい梯ていクラスの魔女になっていれば……どうにかできたかもしれないのに」

「そんな！」

「もちろん、絶対に上う手まくいく保証なんてない計画でしたけど──」

　アーシャがわずかに視線を落とし、唇を嚙かむ。

　天才の名を欲しいままにした魔女の悔しさを見た瞬間、織姫はとっさに叫んだ。

「だったら、おねがい！　あ、アーシャさんの力をわたしに……！」

「え!?」

「昨日話した方法でやってくれたら、たぶん、わたし──！」

「！」

　狼ろう狽ばいと動揺をすぐさま理解に変えて、アーシャが駆けよってきた。《鎖の秘ひ文も字じ》を宿す右手をのばして、織姫の左乳房をわしっとつかむ。

　愛いとしい少年の魔力に加えて、魔女仲間の魔力まで流れこんでくる！

「ん──んんんんんんんっ！」

　さらに強烈な感覚が全身を駆け抜けて、ついに叫んでしまった。その反応にアーシャは強くうなずき、声をかけてくる。

「私の魔力が織姫さんに伝わってるんですね!?」

「え、ええっ。す──すごい力がわたしの体を走り抜けていく感じ！」

「それで織姫さんは感きわまって、くねくねやらしく悶もん絶ぜつしてるんですね!?」

「そ、そこはもうすこし言葉を選んで！」

「ほかに何て言えばいいんですか！　織姫さんったら、うねうねくねくね身もだえして、天国の門を開く寸前って感じです！　おまけにバカ晴臣ときたらルナや羽は純ずみさんにまで同じことをしてたなんてーっ！」

　昨日、春賀晴臣は織姫との関係を明かしたあと、さらに説明した。

　胸を揉もんでいたのは、あくまで魔力供給と感覚結合を強化するためだと。ルナ・フランソワや白しら坂さか羽純とも同じ行為を経験済みだと。

　……この強化法について、今までアーシャは知らされてこなかったのだ。

　やっぱりアーシャさんのこと、なにがなんでも女の子として意識したくなかったのかしらなどと、晴はる臣おみ少年の深層心理を柄にもなく織おり姫ひめは推察したものだ。

　そして今、怒れる天才魔女は魂の咆ほう哮こうを解きはなつ。

「こ、この乳かーっ！　この乳で晴臣をたぶらかしたのかあああああああっ!?」

「あ──んんっ、アーシャさん……ぁぁぁぁぁああああああああっ！」

　まったくちがう意味合いで、織姫も叫んでしまった。

　ともあれ、魔女ふたりの心は最高潮まで高まり、それに呼応して魔力も最大限に高まって、ついに奇跡がはじまった。

　ふたりの立つ大地──月面から、無数の泡が湧き出てきたのである。




　母なる竜の秘ひ文も字じから、気泡のごとき球体がぼこぼこと湧き出てくる。

　純血なるドラゴン族誕生の光景である。

　以前も同じことが起きた。だが今回は、前に起きたものと明確なちがいがある──ハルはすぐに気づいた。

「泡の数が多い……？」

　前回は三〇〇匹前後のラプトルが誕生したという。

　しかし今、ハルが見守るなか、母なる秘文字から湧き出てくる球体の数は三〇〇など軽く凌りよう駕がしているように──見える。

　ハルは《個数算定》の魔術を使った。

「三十、四十……二百、三百、四百……一千、二千──って、まだ出てくる!?」

　ルルク・ソウンの叡えい智ちとは、まったく関係ない人類の術である。

　目の前にある物品の個数を瞬時に数えあげる。バードウォッチングや交通量調査など、緊張とはおよそ縁のない場面で使われるべきものだが。

　この小市民的魔術が教えてくれた結果に、ハルは啞あ然ぜんとした。

「卵──ラプトルを産む卵が……一万個以上もあるだって？　おまけに、まだまだ増えていきそうじゃないか……」

「ふん。相当な数になるとは踏んでいたが、ここまでだったか」

「あんた、予想していたのか!?」

　紅ぐ蓮れんの弓を持つ女王のやや後方で──ハルの意識体は月面を見おろしていた。

　そのすぐ隣に和服をまとう火ひ之の迦か具ぐ土つちが顕あらわれた。ふたりとも大宇宙の深しん淵えんにぷかぷかと浮いている格好である。

「まあ一応な。雌のいない竜の種族が子を作るための秘文字だぞ。戦うだけしか能のないオスども、女であっても妾わらわや雪ゆき風かぜのように竜王まで登りつめた者などより、あの文字と相性のよさそうな女どもが使えば、もしかしたら──とな」

「それってつまり……」

「おまえの説が正しければ、妾わらわは人間であった頃の記憶……たとえば母と共に過ごした日々のことなど、とっくに忘れ去っているはずだな」

「あんたや雪ゆき風かぜの姫になくて、アーシャや十じゆう條じよう地じにはあるものか……」

　その結果として無数の卵が生まれ、そして、次々と割れていく。

　出てきたものたちは──ルサールカによく似ていた。前肢を持たず、肩から翼だけを生やした竜、すなわちワイバーンである。

　ただし、体表色はルサールカの蒼あおではなく、悪あく路ろ王おうの白だった。

　尾の数もルサールカより多い。悪路王の九尾ほどではないが、二ふた叉またの尾を持っている。

「ルサールカと悪路王の子分ってところだな」

　二叉の尾を持つ白き眷けん属ぞくたち。

　その体長は七、八メートルと小型だ。そこは通常のラプトルと同じだった。そして、誕生した《白き小翼竜》の総数はおよそ──

「四万匹、か……」

「ふん。烏う合ごうの衆とはいえ、これだけ頭数を揃そろえれば、あるいは……な」

　月面は北半球のクレーターより、四万個もの卵が吹き出した。

　その全すべてが孵ふ化かして、四万匹もの白き小ワイバーンが誕生を遂げる。まさしく一箇の大軍が集結するのと同じだと言える。

　この現象を前にして、雪風の姫も嘆声を洩もらしていた。

「羽トカゲどもがあれほど……!?」

　さっき《双刀の秘ひ文も字じ》にふっとばされて、二、三〇キロほど先にいる。

　しかし、ドラゴンの分身として、また魔術師として超常的な感覚を得るにいたったハルの魂には、白き姫の驚きよう愕がくが容易に感じ取れる。

　ハルはすぐに決意した。

　反撃に打って出るなら、今このタイミングしかない！

「弓の秘文字、いけ！」

　ドラゴン体の女王に、弓を射いさせる。

　光の矢を放った相手は雪風の姫ではなく、月面だった。月の表側の赤道あたりへ、無造作に撃ちこんだのである。

　月への攻撃ではなく、あくまで新たな武器の準備──。

「よし！」

　ハルは大きくうなずいた。

　月という衛星、直径三五〇〇キロにもおよぶ。その表側にある黒い模様を人類は『月のウサギ』と呼び、小動物に喩たとえてきたわけだが。

　今、そのウサギよりも巨大なルーン記号が月の表側に浮かびあがっていた。

　赤い線で描かれた〝傾いた半月〟──《弓の秘ひ文も字じ》である。





　　　　５






「ルナさん、あれを！」

「弓の秘文字が月に──勝負を決めにいくのね、ハリー」

　マウナケア火山の国立天文台、ハワイ観測所。

　所内の芝生より、白しら坂さか羽は純ずみは満月を指さしていた。地球上から見あげる月は人間の頭と同程度の大きさなのだが──

　その表面に、屠と竜りゆうの弓を意味する記号が赤く浮かびあがっている。

　白き満月が流血したかのような光景を一いち瞥べつして、ルナ・フランソワ・グレゴリーはすぐに意味を察してみせた。

　また、この刻印を見た者は魔女たちだけではなかった。

　マウナケア山に集まった天文台一三基をモニターする世界各国の研究者たちも、月に顕あらわれた刻印を見あげて、大いに動揺していた。

　実はこのとき。

　夜と、月の出を迎えていた世界中のあらゆる場所で。

　満月に浮かぶ《弓の秘文字》を目撃することができたのである。

　そう。竜王に次ぐ魔力の持ち主が全身全霊を懸けて出現させた竜りゆう弑ごろしの弓、魔術的視覚を持たない普通人でも地球上から目視できてしまうほどに──

　巨大かつ、強大な仕上がりだった。

　尚なお、満月の夜に弓のルーンが出現したことで、世界中の人々は『ドラゴン族による総攻撃のはじまりか!?』と大恐慌を起こすのだが、それはまたべつの話である。

　そしてまた。

　このとき、日本は昼の午後三時台であるにもかかわらず、満月に浮かぶ秘文字を認識できる怪人物が東京新都にはいた。

「部長さん、どうしたんですかー？」

「もしかして、本物のＵＦＯでも飛んでました？」

　私立胡こ月げつ学園の校庭で、Ｍ部長が青空を見つめている。

　ＵＦＯ研部長にして、神秘的霊感の持ち主。ゆったりしたドレスを母性あふれるビッグボディにまとう彼女のそばには、部の後輩にあたる武む藤とうさん、船ふな木きさんがいた。

　パヴェル・ガラドの東京襲撃から一週間と経たっていない。

　彼女たちは避難所となった校内で、地域住民と集団生活をしていたのだ。

　そして、Ｍ部長はひとりごとをつぶやく。

「どういう形であれ、まともに対決したらアンタたちの負けよ。この大勝負、どこまでズルをできるかが最後の決め手になるんだからね……」

　この場にいない後輩たちへのアドバイスであった。




　月面そのものにかぶせる形で、ハルは《弓の秘ひ文も字じ》を顕現させた。

　これすなわち、月そのものを屠と竜りゆうの弓に成さしめるという大魔術である。そして、月の大地に刻まれし母なる文字より生まれる子らを全すべて──一匹残らず『矢』に見立てて、月という巨大な弓より撃ち出す秘儀でもあった。

　誕生したばかりの白きワイバーン、四万匹。

　その全ての額に《弓の秘文字》がある。ハルの眷けん属ぞくだという証あかしだった。

「ぬ──おおおおっ！」

　小ワイバーンたちの攻撃に、雪ゆき風かぜの姫はひっきりなしにさらされていた。

　ドラゴン王の玉体めがけて四方八方より飛来してくるのである。しかも近距離まで接近したところで──弓の眷属たちは自爆を敢行する。姫を巻きこめる間合いに到達するやいなや、額に戴いただく《弓の秘文字》と全身が赤熱し、爆発を起こすのだ。

「小こ癪しやくな企たくらみをするものだな、晴はる臣おみよ！」

　姿を見せない攻撃の指揮者に、雪風の姫は悪態をつく。

　四万匹ものワイバーンたちは我が身を爆裂弾に変えて、姫を爆殺すべく、姫のまわりに総員で集結して、重厚な包囲網を築いていた。

　雪風の姫はいわば、機雷原のまっただなかにいるのも同じなのだ。

「ふふふふ！　見くびるなよ、この雪風はいかなる焰ほのおと暴風よりも──」

　屠竜の威を宿す爆発と閃せん光こうが切れ目なく巻き起こる。

　まさしく修羅の宇宙。しかし、かような閃熱の渦中においても、雪風の姫はその颯さつ爽そうたる涼やかさをわずかもそこなうことなく。

「速いのだ！」

　激烈なる加速と、あざやかなる飛行を披露していた。

　それは爆発による衝撃と熱を〝かわす〟ためだった。爆発の威力がとどくよりも先にその圏外に逃れ、そちらで次の爆発が起きても超加速によって一瞬で圏外へ逃れ出て、さらに次の爆発も神速で振り切る──。

　これを雪風の姫はひたすら、延々とつづけていく。

　姫の行く先々で竜りゆう弑ごろしの爆裂が起きる。だが、包囲網を成す四万匹のワイバーンたちも追随と先回りを怠らない。高速で飛ひ翔しようする白きドラゴン王を、常に包囲網の中心に位置させるためであった。ゆえに。

　この機雷原を突破するには、四万匹ことごとくを自爆させるしかなかった。

　にもかかわらず、雪ゆき風かぜの姫は臆さない。

　ただ〝超高速で飛ぶ〟という行為をひたすらつづけるだけで、すでに二万匹以上もむなしく爆散させている……。

「さすが雪風のお姫さまだ」

　愚直ですらある竜王の応手を前にして、ハルは賛嘆した。

　魔術による瞬間転移、防御結界など、より洗練された対処法はあるだろう。

　が、そのためにルルク・ソウンの秘ひ文も字じを呼んだ瞬間、姫の速さは鈍り、爆発に吞のみこまれるはずだった。

「シンプル・イズ・ベスト。ひたすら矢のように飛びつづけているかぎり、そんな隙すきも生まれない、か……。本当に僕らとは真逆の人だよねえ」

　ハルの意識体と紅ぐ蓮れんの女王、そろって身を隠していた。

　月から移動して、むしろ青き母星の近くにいる。

　地球──その地表から見て、高度二万キロほどの衛星軌道上だ。

　浮遊する隕いん石せきのかけら、ロケットや衛星の部品など宇宙ゴミスペースデブリを念力で集めて、即席の人工衛星もどきを造り、仰あお向むけに寝そべるようにして、身をひそめたのである。

　当然、《視認妨害》などの隠おん密みつ系魔術も使っていた。

「パヴェル・ガラドもいい線いってたけど」

　赤きドラゴン体は弓と光の矢をかまえて、狙撃態勢に入っていた。

　視界は例によって遠隔監視系の魔術で確保、弾道はいくらでも曲げられるので、射線のことなど気にせず、ただ隠れているだけでいい。

「どうせなら、ここまでやらないとね……」

　東京決戦で仕掛けられた戦法をさらにアップデートして、応用する。

　それがハルの狙ねらいだった。四万匹の眷けん属ぞくによる爆裂の包囲網、おそらく突破されてしまうだろう。だが、その寸前──姫の疲労がピークに達するところを狙う。

「狙撃かあ」

　まさか、太ふと眉まゆの殺し屋の真ま似ね事ごとをする日が来るとは。

「上う手まくいくといいけど……」

　連射はいけない。一発必中にして必殺であるべきだった。

　雪風の姫に撃ちこめるチャンスはおそらく、一度しかないと直感していた。そもそも連射や弾幕で葬り去れるなら、機雷原もどきの自爆包囲網で倒せているはずだ。

　だから、一度しか撃たない。

　最速にして最強、必中必殺の一撃で勝負するしかない。

　あとは──その一撃へ、一瞬にして持てる魔力を全すべて注ぎこむだけ。

「……でさ。先に断っておくけど、あまり器用にパワーの制御はできない気がするよ。とにかく『ドカンッ！』てぶちかまさないといけないし」

「ふむ」

「僕の銃に取とり憑ついたままだと、あんたのパワーまで根こそぎ使っちゃう気がするな」

　意識体になっている今、魔ま導どうの杖つえである魔銃はドラゴン体と同化している。

　そこに宿ったままの自称悪魔は飄ひよう々ひようと言った。

「と、言われてもな……。おまえの杖を離れて、自前でやっていけるほどの力はそもそも残ってはおらん。上う手まいようにやってみせろ」

「善処はするけど、たぶん無理かな」

「なら、せめて雪ゆき風かぜめを確実にしとめてみせろ」

「了解」

「ふっ」

　それが最後の会話だった。結局、どちらも別れの言葉は口にしなかった。

　この狙撃、成功・失敗のいずれに終わっても、火ひ之の迦か具ぐ土つちとふたたび言葉を交わすことはないと──予感していたのだが。

　しかし、それも自分たちにはふさわしいのかもしれない。

「そろそろか……」

　月から地球への距離、実に三八万キロメートル。

　その長い道のりを華々しく彩るのは、天あま翔かける雪風の姫。白きドラゴン王が駆け抜けたあとには、彗すい星せいの尾さながらに爆発が連続発生していく。

　四万匹いたハルの眷けん属ぞくも、残りはすでに二千匹を切ろうとしている。

　完全に一掃される前、つまり今こそ狙撃のタイミングであった。

「いくぞ、必ひつ滅めつ之の法ほう」

　紅ぐ蓮れんの女王はドラゴン体の右手で弓ゆ弦づるを引きしぼり──

　ついに光の矢を撃ち放つ。必滅の呪文『我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん』によって、太陽をもつらぬく一矢となる。

　意識体のハルの方は、しぼれるだけの魔力を全すべて吐き出した。

　その瞬間、かつての女王も消えていくのをぼんやりと感じながら、ハルは矢の行く末を見守って──

「おおおおおおおおっ!?」

　地球上空、高度三万五千キロという宙域で。

　白き姫のドラゴン体が必殺の矢によって撃ち抜かれるのを目撃した。竜族の急所である心臓をしっかりと貫いていた。

（完全ではないけど。心臓……心しん金がねをとらえた）

　魔弾の射手であるがゆえの超感覚で、ハルは戦果を感じとった。

　これだけズルを重ねた狙撃にさらされても、雪ゆき風かぜの姫がどうにか魔の矢を避けようとした証拠である。慄りつ然ぜんとせざるを得ない。

　とはいえ──姫のドラゴン体が動きを止めたのは事実だった。

　もはや彗すい星せいのごとき飛ひ翔しようではなく、単なる慣性にまかせた動きで、そのまま虚空を吹き飛んでいく。いずれ地球の重力につかまって、落下をはじめるだろう。

　が、その前に。

　白きワイバーンたちが十数匹、姫にとびついていく。

　そして爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発。爆発──。

　雪風の姫にとどめを刺すための総仕上げ。だが、ハルは一連の爆発が収まったあと、宇宙をただようデブリと化した姫のドラゴン体を見て、驚きよう愕がくした。

「まさか」

　白き両翼の片方や左腕などは、ほとんどちぎれかけている。

　ドラゴンでありながら優美きわまりない玉体は、大小さまざまな瑕きずだらけ。右目は抉えぐれており、視力を失っているだろう。明らかに意識もない。

　だが、ぴくりと右手の指が痙けい攣れんするのをハルは見た。

　半分ふきとんだ心しん金がねからも、ごく微弱だが心音らしき鼓動が聞こえる。

「まだ生きてる？　あれが竜王の底力ってことか……」

　むしろ安あん堵どしたのは、なにかしらの情じよう誼ぎが生まれていたからか。

　ともあれ、ここまでやれば春はる賀が晴はる臣おみの勝利に異論を唱えられることもないはず。万感の想おもいを吐き出すべく、ハルがふぅぅと深呼吸をした──直後だった。

「なるほどな」

　ハルのすぐ間近で、ひどく可か憐れんな声が言った。

「ここからの遠矢であったか。ふふふふ、晴臣もなかなか人が悪い。雪風をしとめるべく、ここまで工夫を重ねるとは……」

「そんな」

　振りかえると、魔ま導どうのサーフボードに乗る雪風の姫がいた。

　白いワンピースをまとう人間体だ。ハルは悟った。そうか、自由にドラゴン化できないということは逆に──

「こうして、竜と人それぞれに分離できるってことでもあったのか？」

「ん？　ああ、どうにかして晴臣の一撃をしのごうと必死になったら、ひとりでに竜の体から分かれてしまった。許せ。雪風の体はいろいろでたらめなのだ」

「はははは」

　なんとも爽やかな自然体で、雪風の姫は事情を明かしてみせた。

　対してハルの笑いはうつろであり、かわいていた。

『おまえがどれだけこざかしく立ちまわり、窮きゆう鼠そとなって必死に嚙かみつこうとも』

『猛たけり狂う竜王の喉笛にその牙きばはとどかない』

　自然と火ひ之の迦か具ぐ土つちの予言を思い出す。

　なるほど、こういうことかと痛感させられた。

　そんな敗者を雪ゆき風かぜの姫はじろじろと眺め、深々とうなずく。

「やはり晴はる臣おみは智ち慧え者しやだな。いい手を使ったものだ。もちろん遠矢のことではないぞ。あれはせいぜい〝まあまあ〟だ。むしろ──」

　力尽きて指一本動かせない紅ぐ蓮れんのドラゴン体と、人間の姿をしたハルの意識体。双方を見くらべて、雪風の姫はにんまりと笑う。

「その術こそがさすがだ。戦いながら、雪風は不思議に思っていた」

「…………」

「パヴェル・ガラドめと戦ったとき、晴臣はすぐに人間としての心を失ったな。竜族の荒ぶる魂に引きこまれたからだ。しかし、今回のおまえはどこまでも智慧を活いかして、人間のまま戦い抜いてみせた」

「前回の教訓を活かしただけだよ」

　東京での戦闘で、紅蓮の女王が殺傷本能を全開にしたとき。

　ハルの意識はドラゴン体に吸収されて、女王と同化してしまった。今回は、あれを防ぐための裏技を試してみたのだ。

「ふふふふ。やはり、晴臣の考えることは面白い。具体的にはどうやったのだ？」

「ただ幽体離脱するだけじゃ、前回みたいにあっさりドラゴン体に意識が吸収されるはずだから……火之迦具土──元紅蓮の女王に頼んだんだ……。『千年前、雪風の姫に倒されたあと、あんたが亡霊になるために使った術を教えてくれ』って」

「ほう」

「あいつを千年以上も亡霊のまま地上にとどまらせた術だから、もしかしたらと思ったら大当たりだったよ……」

　渾こん身しんの一矢をこうもあっさりしのがれて、もはや反撃する気力もない。ハルはがっくりと肩を落とし、ぼそぼそと種明かしした。

「成功するか不安だったけど、さすがに竜王さまの術はちがったよ。今回、そいつで幽霊もどきになった僕はいつまでもドラゴンの野性に引きずられないままだった。まあ、こうして逆転されたわけだけど……」

「いや。よくぞそこまで智慧をはたらかせた。みごとだ」

　どうせドラゴンの体になりかけたのだから──

　火之迦具土と同じ状態になるのも変わらないと、ハルは開き直った。だからこその大善戦。しかし、それすらも通用しなかった。

　呆ぼう然ぜんとするハルへ、雪ゆき風かぜの姫はなんとも楽しそうに告げる。

「ならば晴はる臣おみよ、今度は雪風が本気を見せる番だな」

「例の約束、負けたら君のものになるを、すぐ実行してもいいんだけど……」

「安心しろ。あれのことはしっかり覚えている。この一撃を受けて尚なお、冥めい界かいより這はいあがれる強さがおまえにあれば──必ず、我が眷けん属ぞくとしてやろう！」

「ははははは」

　予想どおりの返事だったので、ハルはまた乾燥気味の笑いを浮かべた。

　まあ、こういうオチだよねと肩をすくめたくなる。

「おまえを助けていた女王も、すでに消えたようだ」

「!?」

「あとを追うかどうかはおまえのしぶとさ次第。さらばとはあえて言わん。いくぞ」

　自称悪魔の消滅をあらためて聞かされて、ハルはハッとしたのだが。

　雪風の姫が右手をさっと一振りしたあとに顕あらわれた──九個のルルク・ソウン記号を見て、すぐに衝撃を覚えた。

　この配列──知っている。《邪霊浄滅》だ。

　悪あしき亡霊、幽鬼、霊体の類たぐいをこの世から消滅させる辟へき邪じやの術。

　ソロモンの箱船内部で、いにしえの魔女シャミーラムが使おうとした。彼女の教えを受けて、女神の力にめざめた羽は純ずみがみごと使ってみせた。

　今、同じ秘術で亡霊化したハルも消滅させられようとしている！

（まさか、雪風の姫は!?）

　ある想像が頭のなかに浮かんでくる。

　雪風の姫はかつて人間だった。それはまちがいない。

　もしかしたら人間時代の姫は──シャミーラムと同様、いにしえのリヴァイアサンを使し役えきする巫み女こだったのかもしれない。しかも、パートナーを女神として覚醒させた……。

　女神の力は、治癒や浄化などの特殊な術法を成し遂げる。

　それは通常のリヴァイアサンやドラゴンでは、決して使えない魔力であった。

（考えてみたら、僕らが初めて遭遇した〝女神の力を使うリヴァイアサン〟は──姫の眷属だった真・玄げん武ぶ王おうじゃないか！）

　今さらながら、思い出すハルだった。

　だが、もう遅い。この気づきを次に活いかすチャンス、もう残っていない。

　その証拠に紅ぐ蓮れんの女王──分身ともいえるドラゴン体の心しん金がねが停止していた。女王の魂にあたるハルの意識体がばらばらに分解しはじめたからだ。

　聖なる《邪霊浄滅》の霊れい験げんを実感しながら。

　ハルは何も考えられなくなった。





【第四章　王者と偽物の結末】
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「晴はる臣おみ！」

「春はる賀がくん!?」

　アーシャと十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめは《母なる竜の秘ひ文も字じ》を操るため、月面に残った。

　ふつうなら、三〇万キロ以上も離れた地球衛星軌道にいる春賀晴臣の状況を知る術すべなどないところだが──ふたりの場合はちがった。

　雪ゆき風かぜの姫のドラゴン体を包囲していた小ワイバーンたち。

　四万匹から、いまや千五百匹以下にまで数を減らした大集団にとっては、誕生の儀式を取りしきった彼女たちこそが母代わりである。

　それは主あるじと眷けん属ぞくの関係にも負けない〝魔術の絆きずな〟だった。

　だからこそ、小ワイバーンたちが知覚する情報を彼女たちも共有できる。

「紅ぐ蓮れんの女王が……」

　呆ぼう然ぜんとアーシャがつぶやく。

　すこし前、遠い戦場で雪風の姫のドラゴン体が深傷ふかでを負った。しかし、そこから姫の人間体が分離して、衛星軌道上に隠れていた紅蓮の女王を襲撃した。

　そして、姫がなんらかの魔術を使うと──

　逞たくましいドラゴンであった紅蓮の女王が崩壊をはじめたのである。

　紅玉のように輝いていた竜りゆう鱗りんは色あせ、もう一〇〇年以上も風雨にさらされた赤あか煉れん瓦がさながらだ。巨体のあちこちがボロボロ崩れていく。

　まるで魔力の源を失い、ドラゴン体をもう維持できないというように。

　いずれ完全に崩壊し、風化するのは時間の問題だった。

　それを人間体の姫は満足そうに見とどけたあと、魔ま導どうのサーフボードを駆って、ふたたび飛び立った。その先には宇宙をただよう白きドラゴン体がある。深傷を負った己おのれの肉体と合流するつもりなのだ。

　だが、月面の魔女ふたりは雪風の姫どころではない。

「一体、晴臣に何が……？」

「アーシャさん、これを見て」

　何の感情もふくまない声で織姫が呼びかけた。

　うすうす真実を察してはいるものの、それを認めたくないがゆえに思考停止した人間のうつろな表情で、左手の甲を魔女仲間に見せる。

「弓の文字が──春はる賀がくんの文字が消えちゃってるわ……」

「！」

　僭せん主しゆとなったとき、アーシャは春賀晴はる臣おみとの霊的結合を失った。

　もし今も保持していれば、いつでも彼の刻印《弓の秘ひ文も字じ》を左手の甲に出現させられたはずだ。織おり姫ひめにも同じことができるはずなのに──。

「ルサールカ！」

　飛行魔術を使い、ふわっと宙に浮かびあがりながら。

　アーシャは蒼あおきパートナーへ呼びかけた。プラトン・クレーターの《母なる竜の秘文字》上でルサールカはずっと待機していたのだ。

「往ゆきます！　攻撃目標は雪ゆき風かぜの姫、ついてきてください！」

　雪風の姫を葬り、その脅威を永久に取りのぞくチャンスは今しかない。手負いの姫を襲う以外、自分とルサールカに一片の勝機すらないのだから。

　だからこそ一瞬の逡しゆん巡じゆんもなく、アーシャは猛たけ々だけしく飛び立った。

　それに何より、これは弔い合戦なのだ。力およばず、竜王の前に敗れ去った春賀晴臣の仇かたきを討つための。

　地球の衛星軌道をめざす主あるじを追って、蒼きワイバーンも宙そらへ上がる──。




　そして、紅ぐ蓮れんの女王。

　かつての火ひ之の迦か具ぐ土つちの肉体にして、春賀晴臣の分身ともいうべきドラゴン体は墜落をはじめていた。

　母なる惑星の青き海へ、徐々に接近しつつある。

　地球の重力に逆らうことすら、力尽きた女王にはできないのだ。

　大気圏突入の衝撃と高熱も、赤きドラゴンの肉体を容赦なく痛めつける。

　地表からの高度一万メートルという高空までたどりつくまでの間に巨体の崩壊はさらにボロボロと進み──

　北太平洋の上空で、紅蓮の女王は下半身と左腕、それから両翼の大部分を失っていた。

　しかし、それでもついにここまで牽けん引いんできた。

「グリンダ、もう一度おねがい！　Gravity Control!」

　特級魔女ルナ・フランソワによる、二度目の疑似神格。

　今、ハワイ領内のカウアイ島、キラウエア岬近くの砂浜にいる。三頭の獅し子し型リヴァイアサン・グリンダと共に、墜落してくる紅蓮の女王を見あげているところだった。

　ここからだと、地表へ墜おちる隕いん石せきくらいにしか見えない。

　力尽きた女王の肉体をつかまえて、地球にひきよせた重力──実はルナ・フランソワとその相棒が行使した疑似神格だったのである。地上への突入軌道に乗せたあとも、さらに力を加えつづけて、ハワイ近海まで牽けん引いんしてきたのだ。

「どうにかここまで持ってこれた……」

　グリンダの魔力を最大限まで引き出しながら、ルナはつぶやいた。

　紅ぐ蓮れんの女王がたまたま北太平洋の赤道上空にいたからこそ、可能だった荒技だ。もうすこし距離が遠ければ、さすがの特級魔女でもここまでやれたかどうか。

「ルナさん、水み無な月づきが警告しています！　もうすぐ海にぶつかるだろうって！」

「わかってる！　大丈夫、私とグリンダにまかせて頂戴！」

　同じ浜辺に白しら坂さか羽は純ずみもいて、リヴァイアサン・水無月も上空に待機中だ。

　ふたりとも防寒用のコートを脱いでいる。薄着にもどって、常とこ夏なつの島の降るような星空を見あげていた。

　満月に浮かびあがった《弓の秘ひ文も字じ》はもう消えていた。

　そして、魔女たちの左手に浮かぶはずの同じ文字も。その意味するところに恐怖を覚えながら、それでもルナは指示した。

「グリンダ、これで最後よ。三度目の正直、Gravity Control!」

　それは減速のための重力操作だった。

　ルォォォォォォォ！　ルォォォォォォォ！　ルォォォォォォォ！

　獅し子し・山や羊ぎ・竜とグリンダの三つある頭部の全すべてが咆ほう哮こうし、魔ま導どうの力を爆発させて、牽引の重力を維持しつづけて──数分後。

　ついにその時が来た。

　かつて紅蓮の女王であったドラゴンの巨体がカウアイ島の沖合に着水したのである。パラシュートを広げて落下してきた降下艇のごとく、十分に減速した状態で。

「いきましょう、羽純さん！」

「はい！」

　ふたりをバックアップする米軍の艦艇やヘリ、地上部隊も待機している。

　彼らと共に着水ポイントまで赴くべく、日米の魔女ふたりはうなずき合った。

　かくして、この二〇分後。

　ルナと羽純は米軍海兵隊のヘリに乗せてもらい、海面に浮いたままの女王の真上までたどりつくことができた。

　通常なら水中に沈むところを、グリンダの疑似神格で保持ホールドしているのだ。

　しかし、ヘリ機内から海に浮かぶドラゴン体を見た瞬間、羽純が息を吞のんだ。

「そんな……」

「ありうる可能性のひとつとして、もちろん想定はしていたけど、ね……」

　ルナ・フランソワもため息をそっと吐き出す。












　紅ぐ蓮れんの女王は仰あお向むけになって、海面に浮いていた。

　腰から下の全すべてと左腕、両翼のほとんどを失っている。残った部位もあちこち崩れかけ、まさに満まん身しん創そう痍いであった。だが何より問題なのは、見開いたままの両目に生気がなく、意思も知性も感じられないことだ。

　そして、女王の胸の奥で──心しん金がねがすでに停止していた。

　わずかな鼓動もなく、魔力もない。この赤き巨体はすでに屍しかばねなのだ。

「先輩──先輩……ぅぅぅぅぅぅぅっ」

　羽は純ずみがへたりこみ、うつむいて、すすり泣く。

　またルナ・フランソワはといえば、少女ながら歴戦の勇士として同じ種類の別れを幾度か味わっているのだが。目の端から今まで一度も見せたことのない何かが──こぼれそうになっているのを自覚した。その瞬間だった。

「!?」

　ルナはきょろきょろとヘリ機内を見まわした。

　じっと耳を澄ます。それから、あらためて海面──亡なき骸がらとなった紅蓮の女王をにらみ、おもむろに嗚咽おえつする後輩魔女の肩に手をかけた。

「悪いけど、私たちにはまだミッションがあるみたい」

「え……っ」

「地球の運命を懸けて、落とし物を探しにいくの」

　頰ほおを天使の涙で濡ぬらした羽は純ずみへ、ルナは力強くうなずきかけた。





　　　　２






「あそこか」

　魔ま導どうのサーフボードを操って、雪ゆき風かぜの姫は地球の大気圏近くまでやってきた。

　傷ついたドラゴン体がそのあたりまで流れていったからである。

　虚空をただよう己おのれの分身に追いついたのは、結局、地球からの高度五〇〇キロメートルという領域だった。国際宇宙ステーションなどが飛ぶ軌道とも近い。

（余談だが高度一〇〇キロより上からが真空の世界となり、宇宙空間であるとされる）

　そして今──。

　姫の前には、〝死にかけた我が身〟が横たわっていた。

　春はる賀が晴はる臣おみによる遠距離狙撃によって、満まん身しん創そう痍いとなった白きドラゴン王。

　体長一四メートル弱と、竜王のなかでも最も小柄な体は自力で飛ぶこともできず、浮き草のように星海をただようだけだった。

　しかし、その張本人を思い出して、姫は人間体の顔で微笑ほほえむ。

「ふふふふ。晴臣のやつめ」

　窮地。強敵。波は瀾らん万ばん丈じよう。冒険。挑戦。

　雪風の姫が愛するものたちだった。全身全霊を懸けて極限の危機に立ち向かうときほど、生を実感することはない。

　ひさしぶりに最高の愉悦を味わい、姫は上機嫌だった。

「あそこまでして雪風をよろこばせるとは……可愛かわいいやつだ」

　微笑みつつ、感覚を研ぎすます。

　さっきまで姫のドラゴン体を苦しめていたワイバーンども。まだ一千匹以上は残っているはずだが、近くにはいないようだ。

　主あるじを失い、烏う合ごうの衆と化して、散り散りに逃げていったか。

「あるいは捲けん土ど重ちよう来らいを期しているのか……」

　是ぜ非ひそうであって欲しいと、雪風の姫は思う。

　そのときにそなえて、こちらも戦力をとりもどさなくては。

　ドラゴン体の左腕や左側の翼は、ほとんどちぎれかけている。大小さまざまな瑕きずが全身に刻まれ、右目もつぶれてしまっていた。

「どれ」

　雪風の姫はルルク・ソウンの秘ひ文も字じを使った。

　配列《癒やしの手》。死にかけたドラゴン体を治療するための術である。

　いつ会え得とくしたかは覚えてないが、姫も一応は〝女神の力〟を操ることができるのだ。真・玄げん武ぶ王おうと同じように。

　まずドラゴン体の小さな瑕きずから、徐々にふさがりはじめた。

「すぐには治らない、か……」

　かけた瞬間に全快するような軽傷ではない。

　肩をすくめた直後、雪ゆき風かぜの姫──の人間体はサーフボードごと消滅した。ドラゴン体とふたたび同化したのだ。

「これで終幕というのもつまらぬところだが……ん？」

　白き竜王の顎あごから可か憐れんな少女の声を吐き出しながら、姫は気づいた。

　竜りゆう弑ごろしの気配が近づいてくる。

　ただし屠と竜りゆうの弓ではなく、これはおそらく──

「鎖の遣い手だったな」

　まだ右目の視力はもどっていない。

　が、残った左目だけでも十分に視認できる。こちらに前肢のないドラゴンもどき──蒼あおきワイバーンが接近中だ。

　これに寄りそうように飛んでいるのは、鎖の継承者だった。

　僭せん主しゆもその眷けん属ぞくも共に不ふ朽きゆうの加護をまとい、完璧に護身している。

「逃げも隠れもしないというわけですか!?」

「おまえのような者、本当なら相手にするのも時間の無駄ではある」

　くくくく。竜の姿で雪風の姫は含み笑いをする。

「なにしろ昨日か今日、僭主となったばかりの未熟者なのだからな。だが、この傷ついた体にはちょうどいい相手かもしれん。それになにより」

　鎖の僭主は白き竜王を真正面から、にらみつけてくる。

　鋭く、激しく、それでいて狡こう猾かつさを忘れていない。僭主としては未熟でも、これはひとかどの戦士の目であった。

「今のおまえが放つ闘志……悪くはない。なかなか雪風の好みだぞ」

「晴はる臣おみの次は私というわけですか」

「はははは。そうなればよいのだがな。まあ、そこまで期待はせず、おまえの力のほどを堪たん能のうさせてもらうとしよう。かかってくるがいい！」

「言われなくても！　晴臣の仇かたき、私が討ってみせます！」




「春はる賀がくん……まさか──死んで……？」

　泣くことも、怒ることも、認めることもできないまま。

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめは月面にへたりこみ、ただ呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

　紅ぐ蓮れんの女王がぼろぼろに崩れながら、地球へ墜落していった意味。自分の左手に《弓の秘ひ文も字じ》が顕あらわれない意味。どちらもわかっている。

　わかってはいるが──目をそむけ、認めてさえしまわなければ。

　まだ奇跡を信じられる、かもしれない。

「たぶん無理……ね。男の子なのに、不屈とか不死身みたいな言葉が全然似合わない人だったから。本当に、どうしてこんなことに巻きこまれたのかしら……」

　その身にそなわった能力と、彼本来の気質が本当に真逆だった。

　今まではそれが逆に功を奏して、強壮無比なる竜王たちと渡り合える要因となっていたのだが。ここにきて、ついに底力の差が露呈する形となった。

　しかし、仕方がないだろう。

　彼があれ以上の力を身につけるには、ドラゴンと化す以外の術すべはなかった。

　そして、その道を進めば、春はる賀が晴はる臣おみとしての記憶は失われ、おそらく人格にも大きな変化が生じることに──

「生きていてくれるのなら、その方がよかったのかもしれないけど」

　禁断の言葉を、ついに吐き出してしまった。

　目に涙がこみあげてくる。止まらない。とめどなく流れ落ちる。もう嗚咽おえつ以外の何物も吐き出すことはできない。できないのだが。

「アーシャさんを……追いかけなくちゃ──」

　月面にへたりこんだまま、それでも織姫は拳こぶしをくっとにぎる。

　行ってしまった仲間のために、春賀晴臣の幼なじみのために、わずかに残った気力を奮いたたせようとした──そのとき。

　クォォォォォォォォォォォォォンンンッ。

　織姫のパートナーが低く鳴いて、自らの存在をアピールした。

「悪あく路ろ王おう……？」

　白き九尾の狐こ狼ろうは全長十数メートルの巨体である。

　その巨大な頰ほお、白い毛皮につつまれた頰を織姫の全身にこすりつけてきた。

「な、慰めてくれているの？」

　リヴァイアサンは『蛇』などとも言われるが、凶暴な魔獣ではない。

　賢く、忠実で、パートナー思いでもある。特に悪路王は犬科の獣に似ているせいか、心やさしい忠犬めいた気性である。

　ようやく顔を上げて、白き狐狼の表情を見て、織姫はハッとした。

　求められている気がした。『力を──』と。ドラゴン族と戦う運命を魔女と共にする絶対的パートナーは『もっと力を』と、たしかに訴えている。

「まさか、春はる賀がくんの仇かたきを取るために……？」

　つぶやいてから、すぐにちがうと思った。

　悪あく路ろ王おうの目は澄んでいる。怒りでも憎悪でもなく、何らかの使命を果たさねばという無私の意志に満ちている。

「何をする──つもりなの……？」

　相棒はただ、じっと真しん摯しに見つめかえすだけであった。

　そして、ここで織おり姫ひめは気づいた。自分はどうして今も生きているのだろう？

「月にひとりぼっちで残っているのに」

　宇宙空間と月面のあらゆる不都合──無酸素、微弱重力、放射線、太陽熱による高温、太陽熱が届かない場所での冷温などから、今まで十じゆう條じよう地じ織姫を守ってきたのは『不ふ朽きゆうの加護』と呼ばれるバリアーだ。

　いつもは真珠色だが、アーシャの意見で透明色にされたため、すぐに気づかなかった。

　だが、織姫のために春賀少年が授けてくれた加護、まだ機能している！　彼がいなくなった以上、もう維持できないはずなのに!?

「もしかして──あなたなの、悪路王？」

　感覚を研ぎすまし、己おのれを守護する力がどこから来るかを探ってみて。

　まちがいない。確信と共に織姫は訊たずねた。九尾の狐こ狼ろうはうなずくように、ふたたび毛むくじゃらの頰ほおをすりよせてきた。

「こんなことがどうしてできるのかしら……？」

　不朽の加護を操れるのは、僭せん主しゆと竜王たちだけ。

　そんな力が悪路王にあるはずないのだが──まさか。織姫は思い出した。自分のパートナーには水み無な月づきやグリンダ、そしてルサールカなどとは絶対的にちがう点がある。

「まさか、まだつながっているの？」

　言った直後、織姫は気づいた。

　自分はこの間、銀竜の結界に拉致されたときと同じ失敗をしている。まだ完全に霊的結合が消滅したわけではない。

　同じ世界にいない等の理由で、つながりにくくなっただけなのだ。

　悪路王の誕生儀式を取りしきったのは、春賀晴はる臣おみその人。織姫のパートナーは彼と最も強い絆きずなを持つリヴァイアサンなのだ。

　そのうえ、人間など比較にならないほど感覚が鋭い。

　だからこそ、霊的結合が消滅したなどと早合点しなかった……。

「仕方ないじゃない。目の前でボロボロに崩れて、地球に墜おちていったくらいだし」

　愚痴りながらも、口元がほころぶ。

　悪路王は気づいていたのだ。たとえ結合が断ち切られたように見えても、一心に念じれば竜りゆう弑ごろしの力をまだ引き出せる事実に。

　そして、織おり姫ひめの命を守るために──

「使ってくれていたのね……」

　クォォォォォォォォォォン。

　うなずくように、悪あく路ろ王おうが鼻声で鳴いた。

　白き狐こ狼ろうの瞳はおだやかで、復ふく讐しゆうを求めるものではない。あいかわらず『力を──』と訴えているが、悪路王の求める力とはおそらく。

「やってみるわ！」

　言葉を使えぬパートナーと、ついに心がひとつになった。

「二度目ですもの。アーシャさんがいなくたって、上う手まくやってみせるんだから！　母なる竜の秘ひ文も字じよ、命の恩おん寵ちようをここに！」

　織姫と悪路王はいまだプラトン・クレーターの中心部にいる。

　ここに刻まれた『∞』の魔術記号《母なる竜の秘文字》を操るため、今度はたったひとりで生命の秘儀に挑む。

　無論、特級魔女にして僭せん主しゆであるアーシャに魔術力でかなうはずないのだが。

　織姫たちには切り札があった。

「母なる文字に太陽の力も注ぎこんで、悪路王！」

　昼と夜が一五日周期で変わる月面。幸運なことに、プラトン・クレーターがある月の表側は今日も昼間だった。

　全すべての生命をはぐくむ〝命の火〟たる太陽の光、存分に受けとめられる。

　母なる秘文字の霊れい験げんを以もつて、生命誕生の神秘を発動させようという織姫には──これ以上の味方はない。疑似神格《太陽》の魔力も使い、織姫と悪路王は全身全霊を懸けて、新たな奇跡を引きおこそうとした。

　そうやって、いくらかの時間が過ぎて。

「見て、悪路王！」

　織姫たちの立つ大地が黄金色に輝きはじめた。

　クレーターに刻まれた『∞』がまたしても光を放っているのだ。

　また、いつのまにか頭上に白い小型ワイバーンたちが集まっていた。一千匹以上。雪ゆき風かぜの姫との戦いで自爆しなかった者たちだ。

　そして、その全員が驚くべき行動に出た。

　次々と──織姫の目の前に舞い降りて、月面の『∞』に吸収されていくのである。

　生みの親である秘文字にもどった、のではない。

「あの子たちも力を貸してくれている。これならいけるはず！」

　十じゆう條じよう地じ織姫が誕生させようとしているもの──。

　その肉体の一部となるために、一千匹を超すワイバーンたちは続々と母なる秘ひ文も字じに飛びこみ、我が身を捧ささげてくれているのだと。

　直感的に理解して、織おり姫ひめは大きくうなずいた。
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「先に言っておくがな」

　亡霊化の秘術を教えるにあたり、火ひ之の迦か具ぐ土つちは言ったものだ。

「こいつはそもそも、死にぞこないの亡霊を作り出すための術ではないぞ」

「じゃあ、何なのさ」

「不死なる神に生まれ変わるための秘法だ」

「ふ、不死っ？」

　いきなり予想外の単語が出てきた。不死なる神インモータル。竜りゆう弑ごろしだのドラゴン王だけでも相当な大風呂敷だというのに、今度は神と来た。

「つまりアレか。獣を越え、人を越え、そして今、神になる……」

「ま、そんなところだ。千年前、雪ゆき風かぜめと戦う前の妾わらわは──すでに竜王として悠久の時を閲けみしたあとであった。で、さすがに少々飽きていた」

「ははあ」

　ドラゴンの言う『悠久』が具体的にどれほどなのか。

　千年や二千年ではあるまい。五千年。一万年。十万以上の位に突入する可能性もある。たしかにそれだけ玉座でふんぞりかえっていれば、飽きもするだろう。

「そこで暇つぶしがてら、神へ至るための秘法を考案してみたのだ。ただし、大きな問題があった。術後の我が身がどれほどの力を得るのか不明なうえ、使えば最後、もとの体にもどることはできなくなる。おかげでなかなか試す気になれなかった」

「転生の秘術みたいなもんだしねえ」

「うむ。我が後宮に集めた美女たちを愛めでてやれなくなるのも困るしな」

「飽きていたとか言ったくせに、しっかり王様生活を満喫してたじゃないか！」

「ふふん。それはそれというやつよ。ともかく、おいそれと我が身で試すわけにもいかない術であったのだ。誰ぞをだまして実験台にしようにも、竜王並みの猛も者さでなければ身につけることもかなわぬ術法だったしな」

「悪魔の計画が未遂に終わってよかったよ」

「結局、妾は雪風との立ち合いのあと──」

「致命傷を負ったから、神様転生の術を使ってみたわけか。で、結果は？」

「成功した……とは言えまいな。たしかに、並みの亡霊などよりはずいぶんと自由の利く身であろう。だが〝不死なる神〟というほどの力はあるまい」

「まあ、ね」

　死後も限定的ながら、竜王だった頃の魔力を操る。神出鬼没。実在化までして、飲み食いまでする。なにより成仏もせずに一千年もの歳月をのらくら過ごし、ときどき人間社会に干渉したりも──。

　相当にすさまじい超越者だが、全知全能の神というほどではない。

「その術、もうすこし改良したら、大魔術師の亡霊リツチーとか吸血鬼王ヴアンパイア・ロードに転生できる秘術として再利用できそうな気もするけど」

　ひととおり話を聞いて、ハルはため息と共に言った。

　ソフォクレスとの再会後、月面遺跡で火ひ之の迦か具ぐ土つちとふたりきりになったときである。

「今回はさすがに、そんな時間ないなあ」

「しかし小僧。できそこないの不死者に転生し、雪ゆき風かぜめと雌雄を決するつもりとは──意外だな。人間であることをあきらめるのか」

　くくくと意地悪く嘲笑する火之迦具土を、ハルはじとっとにらんだ。

「あきらめるもなにも、僕はとっくに人間じゃないぞ」

「それもそうか」

「ここまで来たらサイボーグ手術でも受けるノリでやってみるだけだよ。どうせドラゴンになりかかった体じゃ雪風の姫にかなわないんだし」

　自分はもはや、人間とは言いがたいモンスターの仲間である。

　さすがにドラゴンそのものに同化したことで、認めざるを得ないハルだった。

「それよりもガラドとの戦いじゃ、僕の意識が紅ぐ蓮れんの女王に吸収されるまではそこそこ上う手まくいってたんだ。そこに賭けてみたいと思ってね。そして、僕の知るかぎり世界でいちばんしぶとい亡霊はあんただ」

「はっ！　おまえのようにこざかしい小僧が一いちか八ばちかの賭けに出るのか！」

「仕方ないだろ。僕の手札はもう一枚もないんだから。運を天にまかせて、山札から新しいカードを引くしか選択肢がないんだ」

「ははははは！」

　憮ぶ然ぜんとするハルを、火之迦具土はさんざん嗤わらったものだが。

　それでも気前よく亡霊化の秘術を教えてくれた。本当に上手くいくのかと一抹の疑いもあったが、術はしっかり成功した。

　考えてみれば──。

　ドラゴンになりかかった男が苦しまぎれに亡霊へジョブチェンジする。

　悲劇を通りこして喜劇じみた構図だ。そこが自称悪魔のツボに入って、うそ偽りなく指南してくれたのかもしれない。あとはもしかしたら。

　火ひ之の迦か具ぐ土つちとの間に生まれた絆きずなめいた何かが──いやいや。

　おたがい、そういうなれあいで美談を演出するタイプではないのだ。

　春はる賀が晴はる臣おみと元ドラゴンの女王はどこまでもビジネスライクな関係であるべきだった。そのおかげでハルは今、どうにか生きながらえている……。

（うーん）

　霊体を一応維持できているわけだが、ハルは考えなおした。

（生きながらえたとは言いにくいな、これじゃ）

　具体的には今、どこかの離島の砂浜にいる。

　夜だった。空気が澄んでいるらしく、やたらと星空がきれいだ。

　そして、さざ波が寄せては返す波打ち際に流れ着いたのは──黄金で装飾された鋼鉄色のオートマチック拳銃。

　ハルの魂は愛用の魔銃にとりついて、どうにか存在しつづけている。

　姫の放った《邪霊浄滅》で消滅寸前までいったものの、かろうじて成仏をまぬがれて、とっさに紅ぐ蓮れんの女王へもぐりこんだ。

　まあ、ドラゴン体である女王もすぐに崩壊をはじめるのだが。

　その体内には、戦闘開始前に吸収したハルの魔銃があった。そこで火之迦具土の先例にならい、これを依より代しろとしたのである。

（女王の体ともども、地球に墜落しちゃったけどね……）

　赤きドラゴン体は大気圏突入の前後でボロボロになった。

　そのとき崩れ落ちた破片のなかに、実は魔銃もふくまれていた。

　墜落途中で見た下界の様子から、ここは北太平洋のどこかと思われる。おそらくハワイ諸島ではないだろうか。

（ハワイ本島とかオアフ島とかのでかい島じゃなくて、もっと北西──ミッドウェー海戦のあった方なのかもな）

　月面に残してきた織おり姫ひめとアーシャが心配だった。

　幼なじみの方には、まだ僭せん主しゆとしての能力がある。だが、ハルが恋してやまない少女の方は、不ふ朽きゆうの加護なしでは一時間と生きていられないはず──。

（十じゆう條じよう地じの方で僕の力を引き出してくれているといいんだけど）

　本当なら、たとえ月と地球で離ればなれになっていても。

　弓と双刀の秘ひ文も字じが絆となって、彼女の無事をすぐ確認できるはずだった。

　しかし、今のハルにはできない。弱りはてた火之迦具土よろしく、魔銃を依り代にすることでどうにか魂を維持している。それ以上の何かをする余裕がなかった。

（地球の仲間と連絡を取ることも──無理だ）

　このまま波に吞のみこまれて、海の藻も屑くずとなるのか。

　織おり姫ひめは無事なのか。雪ゆき風かぜの姫とアーシャは今、何をしているのか。

　あらゆることが心配でたまらない。それでも墜落時に海中深くへ沈まなかったことだけは幸運だったと──

（言え……ないか）

　ハルは考えなおした。

　ざっ。ざっ。濡ぬれた砂浜をひとりの男が歩いてくる。

　黒い背広の怪人ソフォクレス。春はる賀が晴はる臣おみは自分に似ていると言った超古代人。かつて僭せん主しゆだったという割に幾千年もドラゴン化していないあたり、もしかしたら、今のハルのような裏技で肉体の性質を変えた可能性もある──。

　できれば、もう一度再会して、その辺をつっこんでみたかったのだが。

（今ここで会うのはたぶん、まずいぞ）

　無表情なソフォクレスを見て、なぜかハルはそう直感した。

　危険を感じたのだ。なぜだろう？　霊魂のみの存在と化したことで、第六感の類たぐいが先鋭化されたのか。いやな予感がして、たまらない。

「ずいぶんと変わりはてたものだな、春賀晴臣」

　あいかわらず渋みの強い声だった。

「君が闘争を好む少年でないことは承知している。にもかかわらず、よくぞここまで戦い抜いた。私は心から君を賞賛したいと思う」

（そ、そんなことを言うくせに）

　波打ち際に落ちている自動拳銃へ、相手は平然と声をかけてくる。

　こちらの状態など、ソフォクレスには一目でわかるようだ。ハルは必死で念を放ち、メッセージを送った。

（あんたの雰囲気、いつもよりちょっとだけ物騒じゃない？　ものすごくぶあつい真綿でくるんだ殺気みたいなのを……感じるんだけど）

「ふむ」

　不吉なことに、ソフォクレスは否定も肯定もしなかった。

「実は検討していたのだ。君は不思議なほど雪風の姫君に好かれている。その君が首の皮一枚とはいえ、約束どおり生きながらえた。姫は──やはり、弓と双刀の僭主を召しかかえ、飼い殺しにするのであろうかと」

（どうだろう？　約束は守る人だと思うけど）

　ソフォクレスの心胆を危ぶみつつ、ハルは返答の念を送る。

（ああいう性格だからさ。僕が回復したら、また戦えなんて言ってきたりして）

「ありそうな話だ。しかし、君にはもう……竜の種族と化す以外に選択肢はない。竜にならないまま戦っても、せいぜい今回と同じ程度の善戦しかできまい」

（それはまあ、ねえ……）

「だが、君は意地でも竜に──なりたくないようだな」

（…………）

「ふふふふ。亡霊と化すのは是よしとしても、竜王への道だけは拒みとおす、か。その意地を応援したい気持ちもあるのだが、むずかしいところでもある。なにしろ君は『弓』と『双刀』に加えて、『指輪』の秘ひ文も字じまで所有している」

　古代イスラエルの僭せん主しゆソロモン王より奪取した竜りゆう弑ごろし。

　ハルはどきりとした。さすがソフォクレス、表には出していない秘文字のことまで、しっかりと把握している。

「さて。三つもの竜弑しを所持しながら、竜王となる見込みのない僭主を──いつまでも自由にさせておくのは是か非か。むしろ機会があれば、彼の存在を抹消して、弓と双刀と指輪を解放することこそが」

　ぼそりと、黒衣の怪人がつぶやく。

「われらのゲーム『王への道』の均衡を調整する目的にかなうのではないか、と」

（あんたは……考えるのか？）

「なに。そういう見方もできるというだけだ」

（じ、じゃあ、なんであんたは今）

　ソフォクレスの頭上に、さっき見たばかりの配列が顕あらわれていた。

　女神の力に拠よる秘術《邪霊浄滅》。あれをもう一度受ければ、今度こそハルの霊魂は天国か地獄のどちらかに旅立ってしまう！

（そんな術を使おうとしてるんだよ!?）

「ああ。言い忘れていたが、女神の力を操る者はいにしえの蛇と巫み女こだけではない。遥はるかな昔、天上にヒューペルボレア華やかなりし頃の人間世界には──男の神官にも同じ能力の持ち主がいた。実は私もそのひとりだった」

（わ、わざと話をそらしているだろ、絶対!?）

「言いわけはすまい。さらばだ、春はる賀が晴はる臣おみ。君の健闘を心から賞賛する。……しかし、そろそろ君は退場すべきだろう」

（わああああああああっ!?）

　まさしく手も足も出せない状況での大ピンチ。

　絶体絶命の度合いでいえば、最初の敵だったドラゴン上位種ラーク・アル・ソスと遭遇したとき以来の大窮地かもしれない。

　だが、しかし。

「グリンダ、閃光の息レーザーブレス！」

　思いもかけない一撃。熱線が横合いから放たれて、駆け抜けていった結果。

　魔銃＝ハルの前から、ソフォクレスが消えた。

　三頭のリヴァイアサンがまんなかの頭である獅し子しの口くちからブレス攻撃を吐き出し、怪人を蒸発させたのである。
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「先輩……で、いいんですよね!?」

「騎兵隊の到着、間に合ったということでＯＫ、ハリー？」

　魔銃＝ハルを両手で捧ささげ持もつのはルナ・フランソワだった。それを心配そうに白しら坂さか羽は純ずみがのぞきこんでいる。

　彼女たちなら念で会話できそうだ。ハルは返事した。

（うん。君たちのおかげでぎりぎり助かった。ありがとう）

「先輩！」「ハリー！」

　うれしそうに魔女たちが叫ぶ。さすがに肉体なし、魔銃の姿しかない状況ではハルの生存を実感しにくかったのだろう。

　波打ち際をすこし離れて、砂浜の奥に来ていた。

　椰や子しの木がまばらに生えている。やはり南国であるようだ。

　また、降ってきそうなほどに星々が輝く上空では、おなじみの『蛇』たち──南の善よき魔女グリンダと、東京新都の守護者・水み無な月づきが待機していた。

（で、ここは一体……？）

「ハワイ諸島の北西──大昔に古代ハワイ人が暮らしていた小島のひとつよ。衛星軌道から落ちてくる女王をこの辺まで引っぱるの、大変だったんだから」

「ルナさんとグリンダがものすごくがんばってくださったんですよ！」

　魔女ふたりの話を聞くうちに、ハルは事情をおおむね理解した。

　マウナケアの天文台へ詰めていた彼女たち。どうにか近場まで紅ぐ蓮れんの女王を落下させて、ここへは米軍の輸送艦で運んでもらったという。

（それでこんなに早く合流できたのか……）

　納得の理由であった。だが、ルナはかぶりを振る。

「それもあるけど、それだけじゃないの。私たち、最初はハリーが死んじゃったと考えてたんだから。せっかく回収した紅蓮の女王はボロボロに崩壊してたし」

「でも言われたんです。先輩の銃を早く探せって」

（言われた？　誰に？）

「あの声は──火ひ之の迦か具ぐ土つちさん、でした」

「女王のドラゴン体といっしょに消滅する前の……最後の一声だったみたい」

　羽は純ずみは涙ぐみ、さすがのルナもしんみりとしていた。

　そして、ハルはあえてコメントを避けた。あの自称悪魔、最後の最後でアフターケアをしてくれたらしい。それは取引相手へのサービス精神か、あるいは、共に犯罪行為を重ねてきた共犯者への個人的感情ゆえか。

「でもソフォクレスとかいう不審者、あっけなく倒せて逆に拍子抜けよね」

　胡う散さんくさそうにルナ・フランソワが言う。

「あれ、やられたふりで逃げたのかしら？　トカゲのしっぽ切り」

（かもしれない。それか、もしかしたら……）

　超古代においては僭せん主しゆだったというソフォクレス。

　彼はドラゴン化のリスクを避けるために肉体を造りかえ、結果として往年の戦闘力を失っていたのかもしれない。だから、グリンダの奇襲にあっけなく倒された──。

　その可能性を思いついたが確証はない。

　口にする代わりに、ハルはもっと切実な質問をした。

（それより、雪ゆき風かぜの姫はどうなった？　十じゆう條じよう地じとアーシャは!?）

「織おり姫ひめさんの消息はつかめてないけど……」

「そうでした！　アーシャさんが今、空で雪風さんと戦っているんです！」

（ええっ!?）

「マウナケアの天文台や偵察衛星が確認済みよ。成層圏近くの超高空で、例のホワイトドラゴンとルサールカが格闘戦ドツグフアイトの真っ最中なの。ハリーがお姫さまにダメージをあたえていたおかげか、現状は五分と五分。結構いい勝負よ」

（アーシャと雪風の姫が!?）

　予想外すぎる最新情報。ハルは歯がゆさを持てあました。

（ううっ。こんなときこそサポートが必要なのに、僕はこんなありさまで、アーシャのところに行くこともできないっ。紅ぐ蓮れんの女王もダメになったし）

「先輩……」

（せめて、魔術だけでも使えれば……）

　魔銃に憑ひよう依いすることで、かろうじて霊魂を維持している。

　それが今のハルだ。ごく初歩の魔術さえも使うことができない。本当にぎりぎりのところで持もち堪こたえ、どうにか現世に踏みとどまった。しかし、それで精一杯──。

　肉体があれば、切せつ歯し扼やく腕わんしていただろう。

　そんな魔銃＝ハルを、羽純がさっと取りあげた！

「先輩っ。わたしにまかせてください！」

　いきなりだった。弱冠一四歳、中等部二年生の羽純がそのふくらみかけた胸を押しつけるようにして、魔銃を『ぎゅっ』と抱きしめたのである。

（白しら坂さか!?）

「この間ドラゴンになったときも、こうしたら先輩はもとにもどりました！　だから今度だって、きっと──！」

　けなげな叫びと共に、羽は純ずみはぐいぐい胸を押しつけてくる。

　残念ながら、銃と同化したハルにその柔らかな感触を受け取る術すべはない。せめて生物であるドラゴン体ならばともかく……。

（い、いいんだ白坂。そんなことをしても今の僕には──）

「何を言うの、ハリー！　ダメでもともと、当たって砕けろよ！」

　なんとルナまでひったくるようにして羽純から魔銃を奪い、ハルが直接知るかぎり誰よりもすばらしいバストを押しつけてくれた。

　いや、それどころか。

　胸の谷間に魔銃が挟まれて──！

（ぱふぱふ!?）

　伝説的かつ、魔法的ですらあるワードをハルは口走った。

　あの七つの玉を集める最初期メンバーのひとりよろしく、春はる賀が晴はる臣おみは今、望外の果報を味わっているのだ。

「だ、駄目ですルナさん！　わたしにやらせてください！」












「いいえ。忘れたの羽は純ずみさん？　人間的欲求をめいっぱい満足してもらうことがハリーの回復につながるんだから。ここは協力して事に当たらなくちゃ」

「そういえば──。じ、じゃあ、わたしもいっしょに……いいですか？」

「もちろん。ほら、いっしょにぱふぱふしてあげて」

「!?　初めて聞きました、その言葉！」

「確認したことはないけど、ハリーはきっと大好きなはずよ。だからふたりで……」

「は──はい。先輩、どうでしょう？」

「よかった。いっしょにいたのが羽純さんで。アーシャだったら洗濯板すぎて、とてもぱふぱふできなかったはずだもの」

「そ、そうなんですか？」

「物理的に無理ということね。どうハリー？　私の愛情、伝わった？」

「ルナさん!?　先輩にき……キスまで!?」

「いいじゃない。愛してるんだから。羽純さんだって、やっていいのよ？」

「…………」

「ごめんなさい。ちょっと無理を言っちゃったようね」

「そ、そんなことはないですっ。わたしだって先輩のことを──先輩……」

　ルナと羽純による口づけが『ちゅっ』と何度も繰りかえされた。

　そして、たび重なる『ぱふ～』以下略。だというのに、人間体ならざる我が身にその感触が伝わることは一切ない。

　なんという不幸。なんという無駄。

　今こそ僕には人間の体が必要だというのに、神よ！

（う、うわあああああああああああっ！）

　ハルは生まれて初めて、魂の咆ほう哮こうを解きはなった。

　銃でもドラゴンでもなく、人間にもどりたい。僭せん主しゆとして得た全すべての能力、魔力を捨ててもかまわない。僕には──今こそ実体が必要なんだ！

　心の底からの願いと欲求。

　肉体と熱い血潮は失ったが、代わりに魂が煮えたぎっている。

　今のハルの熱望には、いかなる理屈もこざかしい小知もおよばない。

　そして、魂のレベルでの慟どう哭こくが引き金となったのか──。春はる賀が晴はる臣おみの魔力がわずか一瞬のうちに、爆発的にふくれあがった！

　今ならいける。らしくもない熱血調でハルは叫んだ。

（せめて──姿くらいはあっ！）

　羽純とルナのすぐそばに、人間だった頃の姿形を出現させた。

　魔術で幻を作りだしたのだ。学生服を着た春賀晴臣、眠そうな目をした高校生男子の再現イメージ映像だった。幻影なので、なかば透きとおっているのはご愛あい敬きようだが。

「魔力がもどったのね、ハリー！」

（うん。もちろん本調子とはいかないけど、これくらいなら）

「そうだ先輩っ。でしたら、あれを受け取ってください！」

　羽は純ずみが勢いこむと、急にまわりが暗くなった。

　魔女たちの頭上にエメラルド色の竜蛇型リヴァイアサンがふわっと飛んできて、満月の光と星明かりをさえぎったのだ。

　羽純が〝あれ〟と指さした先は、水み無な月づきの左前肢の掌てのひらだった。

　その手は赤い金属球をにぎりしめている。その正体、ハルには一目でわかった。ドラゴンの肉体で最も重要な内臓器官なのである。

（紅ぐ蓮れんの女王の……心しん金がねか！）

「そうよ。私たちがサルベージしたとき、女王の肉体は半分以上も崩壊していたけど。すぐに心金だけ取り出して、羽純さんと水無月が治癒魔術を使ったの」

　ハルの幻影に向けて、ルナが魔銃も差し出してくれる。

「だからかしら？　女王の肉体は砕け散っても、あの心金だけは美しく輝いたまま。……ねえハリー、期末試験に落第しても、まだ追試は受けられそうだと思わない？」

（たしかに……そうかも）

　本音を言えば、雪ゆき風かぜの姫にはどうあがいても勝ち目はないと思っている。

　しかし、もうすこしだけ悪あがきするのもいいかもしれない。とりあえず、応援してくれる女子たちがいる間くらいは。

　霊体のみとなったハルだが、魔銃と心金に向けて念じる。

（もう一度、僕のところに来てくれ）

　魔銃と心金は非実在化して、ハルの霊体に同化した。

　強力なアイテムを取りこんだおかげか、さらに魔力が高まり──

（今度はこっちを実在化だ！）

　念じた途端、半分透けているハルの幻影が質量を得た。

　春はる賀が晴はる臣おみの肉体と学生服、みごとに実体へと変えてみせたのである。元祖亡霊である火ひ之の迦か具ぐ土つちがときどき披露していた『霊体実在化の秘術』であった。

「ハリー！」

「先輩！」

「うーん。ハーフドラゴンから人間に近づいたのか、遠ざかったのかは微妙だけど……。なんとか復活完了か。どれくらいの時間、この実体を維持できるんだろうな……？」

「どうでもいいじゃない、本当に死ぬより百倍はハッピーな状態よ！」

「わ、わたしもそう思います！」

　小悪魔と天使、対照的な魔女ふたりがそろって満面の笑顔だった。

　ハルはうなずき、ハワイの砂浜を踏みしめながら、西の空へと目を向けた。

「僕はそろそろ行くよ。アーシャがひとりで戦ってるんだろ？　それに十じゆう條じよう地じも──僕を呼んでいるみたいだ」

「姉さまが!?」

「うん。彼女も月でがんばってくれてたみたいでね」

　いまやハルの魔力は最大限まで回復していた。

　そのおかげで竜りゆう弑ごろしの秘ひ文も字じによる霊的結合も完璧に甦よみがえっている。月面でひとり奮闘する少女の想念──ハルの超感覚はしっかり捕捉していた。

（春はる賀がくん、もしかして復活できたの!?　わたしの声、聞こえる!?）

　大丈夫。ばっちりだよ。今そっちに行くから。

　ハワイの夜空に浮かぶ満月へハルも念を送り、おもむろに旅立──とうとした寸前。

「あ、待ってください先輩っ。伝言がありました！」

「伝言？」

「はい。Ｍ部長からです！」

　羽は純ずみが出した名前、当然無視できない。ハルは居住まいを正した。

「あの人、また予言か人生訓を披露してくれたんだ？」

「はい。ひとつ目は『できるだけまともに勝負するな』です」

　いきなり核心を突かれて、ハルは「うっ」と絶句した。まあ、そのとおりの方針を心がけても通用しなかったのだが、さすがの千里眼だった。

「あいかわらずトンデモない人だな……。で、ふたつ目は？」

「『ひらめけ、はっちゃけ！』ですっ」

「……へっ？」

「『ひらめけ、はっちゃけ！』ですっ」

「…………」

「何か深遠な哲学的意味があるのかしらね、ハリー？」

「どうだろ？　割とストレートに『直感にまかせて大胆にやれ』って意味かも。まあ、とにかく本当にそろそろ行かなくちゃ。ふたりともありがとう！」

　あらためて礼を言って、ハルは──自分を非実在化させた。

　構築したばかりの実体を消して、ふたたび霊体のみの状態にもどったのだ。そのまま天へ駆けあがっていく。飛行魔術もなしで。

　生身の肉体にとらわれたままでは、絶対に不可能な芸当だった。
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　アーシャことアナスタシア・ルバシヴィリ。

　パートナーの体調が急激に悪化する数か月前まで、ヨーロッパ最高の撃墜王と呼ばれた魔女である。しかも、世界に数名しかいない第五階かい梯ていの実力者だ。

　しかし、数多あまたの戦闘をくぐり抜けてきた猛も者さながら。

　彼女は現在、初めての戦場を経験していた。

　ルサールカと共に成層圏付近の超高空を駆けるアーシャの眼下には、地球の広大なる海の青さが充みち満みちているのだ。

　そして何より、敵は人類が竜王級カエサル・ドラコーニスと呼び、畏怖してきたモンスター。

「ふ──っ」

　白きドラゴンと化した雪ゆき風かぜの姫はうすく笑っていた。

　地球の重力すら振り切れるほどの超音速で飛行しながらである。

　しかも、三〇〇メートルほど後方にアーシャとルサールカが貼りついて、同じ速度域で追尾中だというのに。

　雪の精じみたドラゴン王は明らかに余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった。

「飛ぶのはまあまあ得意らしいな、鎖の僭せん主しゆよ！　雪風の翼についてこられる者はなかなかいないのだぞ！」

「うううっ。なんてえらそうに」

　上から目線で姫に言われて、アーシャは毒づいた。

　一見、同等レベルのスピードをたたき出しているように見える。

　しかし、アーシャとルサールカはルルク・ソウンの秘ひ文も字じ『高速飛行』の配列を描いたうえで全力を振りしぼり、最大速度の壁に挑んでいる。

　余裕どころか必死のフライトだ。しかも。

　雪風の姫のドラゴン体はいまだ傷の治癒が終わっていなかった。

　ちぎれかけた片翼はどうにか癒着しつつあるようだが、左腕は再生していないし、抉えぐられた右目もそのままだ。治癒魔術の効果、まだ発現しきっていないのだ。

　体調的には最悪もいいところ。

　にもかかわらず、ルサールカはなかなか姫に追いつけないでいる。

「姫の回復が進めば、もう背中に貼りつくこともできなくなりますね……」

　魔女が操るリヴァイアサンのなかで、飛ひ翔しよう最速はルサールカ。

　その栄光と自信が根こそぎ奪われる展開だった。ルルク・ソウンの力さえ使えれば、どんなドラゴンにも負けないと思っていたのに──。

「さすが竜王と言っておきましょう」

　アーシャの右みぎ肘ひじから手首にかけて、鎖が巻きついている。

　鎖の遣い手として、自ら鍛造した魔ま導どうの杖つえ。この道ではまだ駆け出しのアーシャを、よく補佐してくれている。だが、真に恃たのむべきは、やはり──

「ルサールカ！」

　キュアアアァァァァァァァッ！

　アーシャとルサールカ、肩をならべて、共に不ふ朽きゆうの加護に守られながらの高速飛行。一心同体の域にあるコンビは為なすべきことをすぐ実行に移す。

「姫がさらに加速する前に、勝負をかけます。魔術射撃マジツクミサイル！」

　キュアアアァァァァァァァアアアアアアッ！

「ふ──っ。秘ひ文も字じよ、守れ！」

　先を飛ぶ雪ゆき風かぜの姫めがけて、ルサールカが後方から仕掛けた。

　ルルク・ソウンの秘文字を四つ、『散弾』の配列にならべて、閃熱の光弾を三〇〇発も連射したのだ。が、逃げる姫の真うしろに二字より成る『聖盾』が顕あらわれて、後方からの連射を全すべてはじき落とした。

「ドラゴンの魔術で勝負しても……やはり駄目ですか」

　織りこみ済みだったので落胆はない。アーシャはつぶやく。

「ルサールカ。ここから三〇秒の攻防で私たちの運命が決まります。私の心臓とあなたの心しん金がねが砕けてもかまいません。全力を越える全力──」

　鎖の秘文字が浮かぶ左掌てのひらで、己おのれの心臓を押さえて。

「引きずり出しますよ！」

　アーシャは言い放った。

　直後、ルサールカの飛行速度が一気に上がる。

　ほぼ三割増し。今まで雪風の姫との間に空いていた三〇〇メートルの空くう隙げきを一瞬にして埋めて、白き竜王のバックを完璧に取ってみせる。

　雪風の姫は急旋回で振り切ろうとしたが、ルサールカはぴったりついていく。

　ならばと、さらに姫は旋回、旋回、旋回を繰りかえす。だが、ここで体力と魔力を全すべて使い切るつもりのアーシャとルサールカは──意地でも離されない！

「ん……うううううっ！」

「猪ちよ口こ才ざいな真ま似ねを──ん？　おおっ!?」

　魔力発生源である心臓への負担が急激に増えて、アーシャは苦悶する。ルサールカも苦しみながら、魔女の意志によく応こたえる。

　そして、雪風の姫は舌打ちしてから──驚きよう愕がくした。

　突然の急加速から、ルサールカが新たな攻撃を繰り出したからだ。

「ルサールカ、疑似神格《水》を二重行使ダブルキヤスト！」

「むっ。氷結の配列よ、おまえにまかせる！」

　蒼あおきワイバーンは周囲に超大量の『水』をぶちまけて、あらんかぎりの魔力を込めて、強烈無比なる水流に変えてみせた。

　いわば究極の水鉄砲。が、雪ゆき風かぜの姫は『零下氷結』の配列で水流をせき止め──

　全すべての水分を氷の結晶へと変化させた。

　姫とアーシャとルサールカ、そのまわりを透きとおった花にも似た結晶がきらきらと数え切れないほど乱舞し、修羅の戦場に彩りを加えるのだが。

　アーシャの連続攻撃は終わらない！

「天牢の獄ごく吏りにして処刑者たる鎖よ──第二の任を果たせ！」

「ははっ、ようやく屠と竜りゆうの鎖を使ってくれたか！」

　ルサールカの顎あごから、八本もの鉄鎖が吐き出された。

　竜の種族を葬るための必ひつ滅めつ之の法ほうである。雪風の姫、そのドラゴン体を八つ裂きにひきちぎるべく高速で飛ぶ──。

　対して、姫はいきなり二〇メートル真上に急上昇した。

　それを追いかけて、八本の鎖も直上方向へ軌道変更。しかし。姫の動きは──逃げるためではなかった。

「我が刻印『天てん狼ろうの箭や』よ……我を屠竜の矢と成さしめよ！」

　姫もまた必滅之法を繰り出し、いきなりの急降下。

　白きドラゴンの両足──ふたつの足裏に《矢の秘ひ文も字じ》が顕あらわれ、さながらドロップキックのごとく八本の鎖を襲う。その瞬間だった。

「ルサールカ、疑似神格を《月》に変更！」

「なに!?」

　アーシャは満を持して叫び、雪風の姫はふたたび驚きよう愕がくした。

　ルサールカと八本の鎖が宇宙の闇に同化したからだ。夜闇と眩げん惑わくを司つかさどる《月》の疑似神格にはそのような力もあるのだ。また、それを雪風の姫にさえ気づかせぬまま行使させた技ぎ倆りよう、特級魔女であるアーシャならではであった。

「必滅之法。天牢の獄吏たる鎖よ──その任を果たせ！」

　今度こそ全身全霊を懸けて、屠竜の鎖を放つ。

　ルサールカの顎から放たれた鎖、今度は一本だけ。これがぐるぐると雪風の姫に巻きつき、自由を奪い、締めつけにかかる。

「おお！　我が翼を封じるつもりか!?」

　今までの連続攻撃は全て、この一撃を活いかすための伏線だった。

　目くらましとフェイントを重ねて、絶対に決まるというタイミングを見切っての一発。撃墜王としての経験と、獣に喩たとえられるほどの戦闘センスを全て集約させた攻撃。いくら相手が竜王でもこれは防げない。防げるはずが──

「ありません！」

　鎖でぐるぐる巻きにして、雪ゆき風かぜの姫をついに完全拘束した。

　そのままアーシャはルサールカと共に急降下をはじめる。蒼あおきワイバーンがくわえた鎖、もちろん姫を捕らえたままだ。

「むう！」

　アーシャたちと共に、竜王の巨体もいっしょに超音速で落ちていく。

　地上まで三万メートル。二万メートル。一万。五千。三千──。眼下に見えてきた大都市の廃はい墟きよ、おなじみのものだった。

「ルサールカ、あそこに姫を──たたきつけます！」

　アーシャが指さす先には、モノリスがあった。

　漆黒の巨塔。旧東京租借地のランドマーク。高さ一千メートルにも達する正三角柱。雪風の姫の所有物だという。実は空戦をしながらも、今どこの上空にいるかは《位置情報》などの魔術でしっかり把握していた。

　べつに、どこへぶつけてもよかったのだが。

「旧東京ならモノリスもあるし、帰る手間も省けますからね……」

　鎖で拘束したまま高度五万メートルの空域からマッハの速度で牽けん引いんしてきた竜王を、ルサールカはそのまま──たたきつけた。

　地上のいかなる物質より硬いとも報告される巨塔、モノリスの頂いただき付近に。

「おおおおおおおおおおっ!?」

　そのすさまじい衝撃ゆえに、雪風の姫がついに咆ほう哮こうした。

　日本はこのとき、そろそろ夕方という時間帯だった。が、晩夏の東京はまだまだ日没がはじまる前で、空はだいぶ明るかった。
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　月から地球まで、一・二八三光秒の距離だという。

　つまり光速であれば、三七万キロ離れた月世界にもわずか一・三秒で到着できる。そして、ハルは意識のみの存在となったことで、初めて認識したのだが。

「この状態だと、光と同じくらいの速さで動けるのか……」

　しみじみと感心する。

　今、ハルの意識は高度四〇〇キロあたりにふわふわ浮いている。

　国際宇宙ステーションが周回する軌道と同じ高度だった。下界を見おろせば青い太平洋と日本列島、ユーラシア大陸の東部が視界いっぱいに広がる。

「さすが竜王さま考案の秘法ってところか。今の僕はそこらの幽霊や思念体なんかとは、段ちがいのスペックみたいだ」

　考えてみれば、今のハルは完全な心しん金がねを所持している。

　亡霊となったあとの火ひ之の迦か具ぐ土つちとは、そこが最大のちがいなのだ。

「心金を失っていたあいつより、能力で勝っていてもおかしくはないのか……」

　魔女たちが幽体離脱したときの要領で、空に駆けあがってみたら。

　一秒とかからずに宇宙の高みにまで来られた。そういえば、思考というものの正体は脳内を行き交う電流であるとの説があるとか。

　もしそうなら、思考＝電流の速度は光にきわめて近いはずだ。

「ま、今はその脳みそも持ってないんだけどね」

　ぼやきつつも、羽は純ずみとルナに感謝する。

　もう完全にゲームオーバーという局面まで追いつめられたが、彼女たちのおかげでどうにか気力と魔力を回復できた。本当に頭が上がらない。

「あとはアーシャにも──」

　感謝を。幼なじみは今も孤軍奮闘している。

　ルサールカともども、真の竜王相手に善戦を越える健闘ぶりだった。今まさに姫を拘束して、東京方面へ降下していったところだ。

　あれなら、もうすこしだけ持もち堪こたえられるのではないか。

　その間に最低限の反撃準備をととのえて、なるべく早く救援にいかなくては。

「十じゆう條じよう地じ──」

　魔術の目を月面へ飛ばして、そちらの様子も確認する。

　プラトン・クレーターを数百メートル上空から見おろす形になった。中心部には『∞』の魔術記号が顕あらわれ、黄金色の光を放っている。

　その輝きのまんなかに、愛いとしい少女がたたずんでいた。

　体長十数メートルもの白き九尾の狐こ狼ろう・悪あく路ろ王おうもすぐそばにいた。そして、新たに誕生したばかりの生命も──。

『やっと来たわね、春はる賀がくん』

「十條地」

　月面から思念が飛んできた。

　十條地織おり姫ひめは短い間に魔女として得がたい経験を積んだようだ。さっきも秘ひ文も字じの絆きずなを頼りにハルの居場所を察知し、地球まで思念をとどけてみせた。

『本当に心配したんだから。今度こそ春賀くんがいなくなったのかもって』

「面目ない。結局、体がバラバラになっちゃったよ」

『そうみたいね……。もう何でもアリすぎて、安心していいのか心配した方がいいのか混乱してきちゃったわ』

「はははは」

　恋しい女の子の思念を受け取るだけで、不思議なほど心が満たされる。

　この充足感こそがたぶん、人間離れしすぎた僭せん主しゆや竜王をもとに揺りもどす鍵となるのだろう。ふつうの人間に早くもどりたいと、心から思う。

　が、今はまずアーシャの救援と、雪ゆき風かぜの姫との決着だった。

　そのための切り札はもう用意されている。

「それはそうと、ずいぶん派手なのを造ったねえ」

　母なる竜の秘ひ文も字じより恩おん寵ちようを授かり、織おり姫ひめが誕生させた巨獣──。

　それは、やはりドラゴンだった。悪あく路ろ王おうよりもひとまわり大きな全身はぴかぴかと、赤みがかった黄金さながらに輝いている。

　太陽そのものの燦きらめきを宿したかのような、独特の光輝であった。

　だが、この黄金竜ゴールドドラゴン──ハルにはなじみぶかい外見でもあった。色をのぞけば、紅ぐ蓮れんの女王とまったく同じ姿形なのである。

『春はる賀がくんと迦か具ぐ土つちさんの真ま似ねをしたのよ。ほら、前にふたりで悪路王を造ってくれたでしょう？　母なる秘文字の助けがあれば、わたしにもできるんじゃないかって──』

「やってみせたわけか」

『ええ。それに日曜朝の戦隊ものでは合体ロボットが壊れたときこそ、新型ロボが出てきて、ピンチをチャンスに変えるわけだし』

　織姫からの思念は明らかにすこし弾んでいた。

『わたしたちだって、ここで強化イベントをしてもいいはずだわ！』

「ヒーローもの好きは発想がシンプルでいいな。おかげで時間を空けずにリターンマッチできるよ。ただ」

　地球周回軌道から念を送る先は、三〇万キロ以上も彼方かなたの月面である。

　しかし、相手がすぐ目の前にいるかのように、ハルはしみじみとぼやいた。

「どうしたら雪風の姫に勝てるのか、何も思いつかなくてねえ……」

『いいじゃない、それでも』

「えっ？」

『対戦しながら思いつくことだってあるでしょう？　土壇場に追いこまれたときほど必死で考えるんだから、今までにないアイデアも出てくるはずだわ』

「乱暴すぎる意見だけど、真理かもなあ」

　春賀晴はる臣おみはおそらく、事前に考えすぎる人間なのだろう。

　その用意周到さが今までの成功をプロデュースしてきたわけだが、そんなこざかしさが真の竜王たる雪風の姫に通じないことはとっくに判明している。

　当たって砕けろ。一いちか八ばちか。運うん否ぷ天てん賦ぷ。明日は明日の風が吹く。

　自己責任などというスケールの小さな概念を捨て、無理にでも器の大きな人間を真ま似ねしようと己おのれに言い聞かせて。

　眼下いっぱいに広がる地球の青さへ、目を向けた。

　月から見あげたときは『遠くに見える青いボール』程度のスケールだったが、今いる場所は地球から高度四万メートルという近さである。

　母なる惑星は圧倒的なほどに巨大だった。

　宇宙飛行士の人生観さえも変える情景を前にして、ハルは思う。

　これだけデカければ、多少乱暴にはっちゃけても、まあ、たぶん大丈夫か──。

「僕も十じゆう條じよう地じを見ならって、シンプルに、ど派手にやってみるよ。力を貸してくれ」

　言うと同時に召喚の魔術をかける。

　ドラゴン上位種たちが小型種ラプトルを呼びよせるときに使うものだ。

　霊体化したハルのそばで光の粒子がきらきらと大量に燦きらめき、ずっと会いたかった少女の姿として実在化した。

「待っていたんだから、春はる賀がくん！」

「十條地！」

　宇宙には甚はなはだ不似合いな学園の制服を着て、十條地織おり姫ひめは笑っていた。












　まちがいなく、世界でいちばん幸福そうな笑顔だった。ハルの召喚に応こたえて、月面から転移してきてくれたのだ。

　クォォォォオオオオオオオンンンッ！

　ハルの手で誕生した九尾のリヴァイアサン、悪あく路ろ王おうも実在化した。

　しかも、顕現直後に白き狐こ狼ろうはあざやかに宙返りまでしてみせる。優美かつ、しなやかな身のこなしである。

　そして、この決戦のために生まれた黄金竜も顕現する──。

「この子のこと、何て呼びましょうか？」

「悠長に考える時間もないし、偽女王イミテーシヨンでいいよ。黄金の偽女王。僕なんかの分身だし、そういうバッタものくさい名前の方が似合うはずだ」

　ハルひとりのために造り出されたドラゴン体。

　だが、黄金色に輝く巨体こそ神々しいが、偽女王の両目はうつろだった。

　まだ魂が宿っていないのだ。金色の分身をいよいよ覚醒させるべく、ハルはさっき水み無な月づきから受け取った──女王の心しん金がねを実在化させた。

　赤い金属球はすっと偽女王の胸のなかに吸収されて、同化していく。

　偽女王のうつろな眼がん窩かに光が宿り、全身から赤い魔力のオーラを放ちはじめた。
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　ルサールカの猛攻によって、雪ゆき風かぜの姫は黒き巨塔モノリスと激突した。

　ふつうなら、まさしく必殺となる攻撃だった。さすがの姫も超ちよう弩ど級きゆうの衝撃を味わい、驚きよう愕がくのあまり咆ほう哮こうさえしていたが。

「ちぃ──っ！」

　モノリスの頂いただきと激突後、白き竜王は地上に墜落することもなく。

　すこしの間だけ空中をふらふらとして、朦もう朧ろうとした頭をすっきりさせるようにぶんぶんとかぶりを振りつつ、こんなことをつぶやいている。

「この雪風を驚かせるとは、なかなかやるものだ……」

「驚いただけ、ですか」

　アーシャはちっと舌打ちした。

　ひさしぶりの地上、それも旧東京。地に足をつけるべく、とりあえず目に付いた高層ビルの屋上へと降り立った。地上から二〇〇メートルの高さである。

　だが、より遥はるかな高みにいる雪風の姫とモノリスの頂を見あげれば──。

　どちらもまったくの無事だった。

　姫は『ちょっとくらくらした』程度だろう。

　モノリスも無事だ。黒い石材はひとかけらも欠けていない。竜王も、竜の魔術で築いた建築物も、デタラメなほどに頑丈なのだ。

　それでもまだ、《鎖の秘ひ文も字じ》は雪ゆき風かぜの姫をがんじがらめにしたまま。

　ルサールカに追撃を指示しようとした、その瞬間だった。

「う……うう──っ」

　アーシャの心臓にきりきりと強い痛みが走る。

　今の猛攻で限界以上に魔力を引き出し、だいぶ負担をかけたせいだ。それでもまだ、もうすこし無理をすることくらい──

「私とルサールカなら！」

　できる。自己暗示のためにも強がろうとした瞬間、アーシャは見た。

「ふふふふ。期待以上だったぞ」

　姫のドラゴン体から真珠色の光が『ぶわっ』とふくれあがり、何重にも巻きついていた屠と竜りゆうの鎖を──ひきちぎった。

　不ふ朽きゆうの加護が主あるじに仇あだなす戒めへ、強烈な力を加えたのだ。

「鎖使いよ、誉ほめてやろう。駆け出しの僭せん主しゆごときが晴はる臣おみにつづき、雪風に『まあまあ』と言わしめるのだからな！」

「く……っ！」

　アーシャが飛ぶのをやめ、ビルの屋上に降りたように。

　ルサールカもまた空中で羽ばたきしながら一点で静止し、白き竜王と対たい峙じしていた。もう高速飛行もできないほどに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。

　しかも、アーシャは気づいてしまった。

　雪風の姫、左腕がもげていたはずだが──いつのまにか再生していた。

　疵きずだらけだった白い竜りゆう鱗りんも輝きを取りもどし、白玉の美しさを誇示している……。

「ようやく癒やしの法が効いてきたか」

　雪風の姫が爽やかに言う。

「まだ右目は見えぬままだが……ふふふふ。時間の問題だな。そろそろ全力で屠竜の矢となることもできよう」

　白き竜王は目を細めて、アーシャとルサールカを眺める。

　つぶれている右目はたしかにまだ、そのままだ。しかし、この絶対的強者にとって、隻せき眼がんがどれほどのハンデとなるだろう？

「たしかに、やってられないほどの強さですね……」

　絶対にかなわない。つくづくとアーシャは実感した。

　撃墜王だった頃から、たぐいまれなる戦闘センスを絶賛されてきた。その天才性を野性の勘などと呼ぶ人もしばしばいた。

　今の一連の攻防で、アーシャはその才と経験の全すべてを爆発させた。

　短期決戦にしか勝機はないと即断しての速攻。多彩な攻撃をアドリブでつなげて怒ど濤とうの猛攻に仕立てる超絶技巧。限界以上の魔力を気合いで引きずり出す精神力。

　だが、これだけ重ねても──

　本物の竜王には、まるでとどかない。

「撃墜王程度じゃ、王様としての重みがちがうんですかねえ……」

　幼なじみの少年がたまに言っていた。

　自分ごときは竜王の器ではないと。アーシャも同じ気分だった。

　元欧州の撃墜王が持つ魔女の力、戦闘経験、野性の勘、気力と決断力を以もつてしても──越えられない何かが目の前に立ちはだかっている！

「あと十年どころか百年の修行を重ねても、到底かなう気がしないってのは、ほんとにいやな感じです」

　逃げの一手しかない。勘と理性の双方が警告している。

　ひとかけらも勝ち目のない敵と戦いつづけるような真ま似ね、野生の獣はしない。賢明なる兵士もしない。アーシャは今、自分の限界とぶつかっていた。

　だが、それでも。

　逃げるわけにはいかなかった。

「もう仇かたきを──とか、とても言えませんけど。せめて一ひと太た刀ち……！」

「ふふふふ、鎖使いよ。その闘志、なかなか悪くないぞ。だが、じっくり味わいたいほど目新しくもないな」

「……く……っ」

「せめて、我が切り札で葬ってやろう」

　凶猛なるドラゴンの顎あぎとより、なんともやさしい声こわ音ねで告げられた。

　アーシャがハッと顔を上げた瞬間、すでに雪ゆき風かぜの姫は天高くへ急上昇していた。もう芥け子し粒つぶくらいの小ささである。

「必ひつ滅めつ之の法ほう──!?」

　我が身全てを屠と竜りゆうの矢として、まっすぐに突撃する秘術。

　すこし前にも同じ技をルサールカは喰くらっている。だが、あのときとは明らかに速さも、高度も、勢いもちがっていた。

　アーシャは愕がく然ぜんとした。いよいよ雪風の姫が本気で──！

「ルサールカ！　どんな魔力で防御しても無駄ですっ。ひたすら全力で逃げまわる以外に生きのこる方法はありません！」

　キュアアァァァァァァアアアアアアアアアッ！

　とっさの檄げきに、蒼あおきルサールカは悲痛な鳴き声で応こたえる。

　今まではモノリスの頂いただき近く──高度一千メートルで空中静止して、翼を休めていた。

　だが一転して両翼を大きく広げ、地上の風に乗って滑空を開始する。疲ひ労ろう困こん憊ぱいした体に鞭むち打うって、遁走するためだった。

　五秒後に迫った死を、一五秒後にひきのばすだけの愚行かもしれない。

　しかし、もし三〇秒ほど延命できたならば。その間に自分とルサールカなら、反撃の一ひと太た刀ちを浴びせることも……！

『いいえっ。逃げないで、アーシャさん！』

　その刹せつ那な、アーシャは友人の声を耳元で聞いた。

　いや、声ではない。地球外より念波を送りこんできたのだ！

『わたしたちを信じて、そこから動かないで！』

「織おり姫ひめさん!?」

　その念波を受け取った瞬間。

　アーシャは緊急停止を命じていた。生まれて初めて、天性の戦士たる自らの判断よりも仲間の声を信じて、方針を変更した。

　ルサールカは全力飛行を中断すべく踏んばり、どうにか静止してみせる。

　そのコンマ一秒後、流星のごとく白きドラゴン王が急降下してきた。そして、ほとんど同時に東の空できらりと何かが光る。

「雷火の霊れい験げんよ、我を屠と竜りゆうの矢に成さしめよ！」

「ルサールカ、絶対に動いたらいけません！」

『おねがい悪あく路ろ王おう、閃せん光こう十文字斬りよ！　お姫さまは絶対まっすぐ降りてくるから、ルサールカのちょっと上に飛びこめばいいわ！』

　屠竜の矢と化した雪ゆき風かぜの姫がルサールカを跳ねとばす寸前。

　東の空の彼方かなたより駆け抜けてきた──一筋の閃光が姫のドラゴン体と交差した。

　十じゆう條じよう地じ織姫のパートナー・悪路王が光速で飛来したのだ。

　白き九尾の狐こ狼ろうはその右端の尾でにぎる大おお太だ刀ちを真横に振るい、左端の尾でにぎる小太刀を縦に振るった。具現化した《双刀の秘ひ文も字じ》である。

　二刀が空中に『十』を描く。まさしく、光速の十文字斬り──。

　姫の降下する軌道を見切るため、織姫はルサールカに動くなと懇願したのである！

「ぬ……おおおおおおおっ！」

『あ、悪路王!?』

　クォォォォオオオオオオンッ!?

　屠竜の矢と十文字斬りが交差した結果、両者ともに跳ねとばされる形となった。

　双刀を装備した悪路王はそのまま旧東京の廃はい墟きよ郡へ墜落していく。だが、雪風の姫は悠々と空中にとどまってみせた。

　ダメージとしては、モノリスにたたきつけられたときと同程度なのだろう。

　姫はドラゴン体の口で、なんとも愉快そうに哄こう笑しようしてみせる。

「はははは！　見たぞ、双刀十字星の刻印！」

「ううっ。結構ハッタリ利かせたのに、必殺攻撃にならないなんて」

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめの恥ずかしそうな肉声だった。

　高層ビルの屋上に降りていたアーシャ──その隣で光の粒子がきらめき、すぐに日本人魔女の姿として実在化したのである。

　おそらく『双刀』の所有者が瞬間移動の魔術で、地球へ帰還させたのだ。

「織姫さん、晴はる臣おみはやっぱり生きて……!?」

「結論だけ言うと、そのとおりよ。それでアーシャさん宛に伝言があって──」

「おお、なんと!?」

　くわしい状況を訊きくよりも先に、雪ゆき風かぜの姫が驚きよう愕がくしていた。

　白きドラゴン王は空中で愕がく然ぜんとして、天を見あげている。唐突に、巨大すぎる光のかたまりが旧東京租借地の上空に出現していたのだ。

　しかも、かなりの高速で落下中である──！

「き、巨大隕いん石せき!?　あんなものが東京に落ちたら……!?」

「春はる賀がくんはお姫さまを狙ねらい撃ちするって言ってたから、大丈夫じゃないかしら？」

「って、晴臣の仕業なんですか!?」

　織姫の説明を聞いて、アーシャは啞あ然ぜんとしてしまった。

　落ちてくる光、さながら地上めざして墜落する彗すい星せいであった。

　大気圏外から突入してきたと思われる。推定速度は秒速三〇キロ以上。マッハに換算すれば一〇〇あたりか。地球の重力をも振り切れる第二宇宙速度がマッハ三三だから、優にその三倍の速度である……。

　一方、唐突すぎる閃せん光こうの降臨に、雪風の姫は喜色満面であった。

「感じるぞ、弓の秘ひ文も字じ──我が宿敵の気配を！　ふふふふ。晴臣め、やはり雪風をよろこばせてくれる器であったか！」

　ふたりの魔女、リヴァイアサン二体にもはや目もくれず。

　優ゆう婉えんなるドラゴン王は天へ昇っていく。矢と対ついを成す竜りゆう弑ごろしとの決戦を求めて、ふたたび宇宙に躍り出るつもりなのか──。

「ま、私たちごときじゃ相手にならないでしょうしね……」

「そんなことないわ」

　ふんとやさぐれた声で毒を吐くアーシャに、真夏の太陽を思わせる朗らかさで十條地織姫が笑いかけてくる。

「アーシャさんが東京にお姫さまをひきつけてくれたおかげで、春賀くんはあれをなんとか準備できたんだから」

「晴はる臣おみのやつ、何をするつもりなんですか？」

　不吉な気配に充みち満みちた空を見あげて、アーシャは首をかしげた。

　かつて日本の中心だった旧東京全域をあまねく照らすほど、謎の光はまばゆかった。そして、着々と地上めがけて降下中である。

　この光のかたまりめざして、雪ゆき風かぜの姫が矢のごとく急上昇していく──。

「どう見てもインディペンデンス・デイかコロニー落としの『空が落ちてくる！』で、ものすご～く悪い予感しかしないんですけど」

「春はる賀がくんは『オペレーション・元気玉』って言ってたわ」

「へっ？」

「宇宙でこんなことも叫んでたし。衛星軌道っていうの？　あの辺で『みんなの元気をすこしずつオラに分けてくれー』みたいに」

「…………」

　念のため、作戦の詳細を織おり姫ひめから聞き出してみて。

「それ、一歩まちがうと地球崩壊の危機になりますよ。晴臣のやつ、敵が強すぎだからってヤケになりすぎじゃないですかね」

　ぼそりとアーシャはつぶやいた。
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　楽に仕事をできるなら、その方がいい。

　そのうえ莫ばく大だいな効果を得られるのなら、そっちの方が断然いい。

　春賀晴臣の持論である。そして織姫との再会直後、高度四万キロメートルの衛星軌道より地球を見おろして。

　唐突に思いついた。『あれ、今って大チャンスじゃない？』と。

　いや、このひらめきを冷静に検証すれば、問題がありすぎだった。一歩まちがえば地球文明を滅ぼした男になりかねない。

　だが、ここまでやらないと竜王さまたちに勝てないなら。

「まあ……やるしかないんじゃないかなあ。僕らが踏んばらないと、地球人類はどのみち滅亡しかねないし」

　ひらめけ、はっちゃけ。部長のメッセージに責任転嫁しつつ。

　黄金の偽女王へ、ハルは初の指令を行った。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ『念動力』を使ってくれ。地球のまわりに浮かんでる衛星とか隕いん石せきのかけらとかを、かたっぱしから念力でかき集めるんだ。もう『みんなの元気をすこしずつオラに分けてくれ！』のノリで！」

　数多あまたの秘儀・奥義を誇るルルク・ソウンの叡えい智ち──。

　そのなかにあって、『念動力』はごく初級の術と言ってもいい。だが、今のハルには最も効果的な術法に思えた。

「『オペレーション・元気玉』でド派手にいってみよう！」

　織おり姫ひめに作戦概要を説明し、アーシャの援護のために地球へ転移させたあと。

　黄金の偽女王はかき集めた衛星・隕いん石せき片などのスペース・デブリを、念力で一箇所にまとめて──

　結局、『直径一〇キロ前後の鉄くず・石くず』にしてみせた。

　短時間でここまでやってのけた偽女王、かなりのポテンシャルがありそうだ。まあ、地球周辺のデブリは数千トンにも達するらしいので、材料に困らなかったというのも大きいが（尚なお、さすがに有人施設である国際宇宙ステーションは対象外とした）。

　こいつにいよいよ《弓の秘ひ文も字じ》を使わせるとき。

　ハルの意志に応こたえて、黄金の偽女王は左手に──金色の長弓を呼び出す。

「必ひつ滅めつ之の法ほう、いくぞ。矢は……おまえに集めてもらった鉄くずの集まりだ！」

　ゥゥゥゥゥゥォォォォォオオオオオオオオオッ！

　黄金の偽女王が高らかに咆ほう哮こうした。

　その眼前に、直径一〇キロものいびつな球体──鉄くず・石くずの集合体がある。

　念力で固めた、いわば即席の隕石というところか。

　この巨大なる人工物を、偽女王は弓を持つ左手で力強く殴る。心しん金がねを出力全開にして、発生させうる魔力の全すべてを注ぎこむ。

「僕と偽女王のパワー全部で、こいつを衛星軌道から落とせば！」

　射陽の神弓すらも凌りよう駕がする大威力を得られるはず……！

　人工隕石の表面いっぱいに『傾いた半月』の記号、すなわち《弓の秘ひ文も字じ》が顕あらわれて、地球への降下をはじめた。

　最初の動き出しこそゆっくりだが、すぐに急加速する。

　落下予定地点は、旧東京租借地に引きずり落とされた雪ゆき風かぜの姫だ。

「六五〇〇万年前に恐竜を絶滅させたかもしれない隕石は──たしか、直径一五キロくらいだったような」

　記憶の片隅から、ハルは豆知識を掘り起こした。

「結構近いサイズにできたから、同じくらいの威力になったりして……」

　諸説さまざまな恐竜絶滅の原因、そのひとつ。

　ユカタン半島に隕石が落ちたことで巨大なクレーターが穿うがたれ、大量の土砂と塵ちりが空中に巻き上げられた説。その状態が十年以上もつづき、太陽光もさえぎられて、地球規模で気候と生態系が大きく変動する。結果、恐竜の食物がなくなるというものだ。

　まあ、そこまではいかないとしても。

　これだけの隕いん石せきだ。墜落すれば、すさまじい衝撃が天地を襲うはず──。

「でも……雪ゆき風かぜの姫なら、必ず迎え撃ちに来る」

　確信を込めて、ハルはつぶやいた。

　これは姫の性格と、桁はずれの能力を知るからこその作戦なのだ。

「そういえば──これって、僕オリジナルの必ひつ滅めつ之の法ほうになるのか？　そうなると名前は《人類滅亡の弓》とかに……」

　なりそうだと気づいて、ばつの悪さを嚙かみしめつつも。

　ハルは隕石落としメテオ・ストライクの行く末を見守った。

　大気圏に突入して、人工隕石が燃えている。あと数分で地上の旧東京租借地に激突し、すさまじい破壊力を極東アジアにまき散らすはずだった。

「やっぱり来たか！」

「ここまでの一撃を雪風のために放つとは──誉ほめてやるぞ、晴はる臣おみ！」

　雪風の姫がついに空へ駆けあがってきた。

　白い魔力のオーラを放ちながら、まさしく昇竜の飛ひ翔しようである。

　人類のいかなるロケットも彼女にはおよぶまい。地球の重力を振り切る第二宇宙速度、太陽の重力をも振り切る第三宇宙速度をあっさり突破して、その後もコンマ一秒ごとに加速していき──いまや秒速五〇キロ台へと到達していた。

　落下する人工隕石よりも、遥はるかに速い。

　これが屠と竜りゆうの矢と化したドラゴン王の全力にして全速なのだ！

「な、なんて速さだよ!?」

　絶句するハルは高度四万メートルから、状況を見守っていた。

　その遥か眼下、地上からの高度六、七〇キロという──成層圏の手前あたりで、最強の弓と矢がいよいよ激突を果たした。

「おおおおおおおおおっ！」

「ううっ。さすが姫、ひとりで隕石を押しかえしちゃってるよ……」

　偽女王の弓が射出した人工隕石、もはや質量兵器というべきだろう。

　直径一〇キロ弱の巨大さ。《弓の秘ひ文も字じ》だけでなく、重力の助けまで借りて落下中。こんな代しろ物ものを純白なるドラゴン王は独力で受けとめ、宇宙へ押しかえしている！

　しかも、姫は〝屠竜の矢〟そのものでもあった。

　触れるもの全すべてを粉砕し、竜をも殺あやめるエネルギー体なのだ。

　落下する人工隕石、姫と押し合っているだけで崩壊しはじめている。このままなら、いずれ空中で爆散するはずだった。ハルの狙ねらいどおりに。

「やっぱり、人類絶滅はまずいもんなあ……」

　人工隕いん石せきは破壊されてもかまわない。

　だが、そのときの爆発に──必ず雪ゆき風かぜの姫を巻きこむ。そのための道具を貸してくれと、今頃は十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめが頼みこんでいるはずだ。ハルの幼なじみに。

「来た！」

　ハルの右手の甲に、『巳み』とよく似た魔術記号が顕あらわれた。

　地上にいるアーシャが《鎖の秘ひ文も字じ》を貸してくれたのだ。同じく僭せん主しゆだった銀竜パヴェル・ガラドから《剣の秘文字》を借りたときのように。

「偽女王！　爆発の瞬間、雪風の姫を──屠と竜りゆうの鎖で拘束してくれ。でないと、彼女はあのとんでもない速さで爆発からも脱出しかねない！」

　ォォォォォォォオオオオオオオオオッ！

　低い咆ほう哮こうで黄金の偽女王が応こたえた。その左手には金色の弓がある。残る右手に分銅付きの鎖が顕れて、生きた蛇のように鎌首をもたげた。

　ようやく必勝の罠わなを完成させて、うなずいた瞬間だった。

　ここにいないはずの少女が勝ちほこる声を──ハルはたしかに聞いた。

「はははは！　やはり晴はる臣おみはひと味ちがう！」

　魔ま導どうのサーフボードが稲妻めいた速さで飛びこんでいった。

　鎖と弓を持つ偽女王、その巨大な顔面めがけて。サーフボードの先端が『がっ！』と黄金の鼻面を跳ねとばしたのだ。

　その威力は痛烈で、偽女王の巨体が勢いよくふっとんでいく。

「止まれ！」

　ハル──正確には霊体化したハルは『念動力』を使い、偽女王を静止させた。

　宇宙という微小重力環境では、どこまで飛んでいくかもわからないからだ。だが、かなりのダメージだったらしく、黄金の偽女王はぴくりとも動かない。

　意識がない。一撃でノックアウトされた。

「今のも竜りゆう弑ごろしの矢……ってわけだ。すごいもんだね」

「ふふふふ。それは雪風が言うべき言葉だぞ。おまえの放った屠竜の弓、なんともすさまじい威力よな」

　ハルの霊体の目の前に、魔導のサーフボードが飛んできた。

　白いワンピースをまとう少女が乗っている。数時間前と同様、ふたたびドラゴン体から分離した雪風の姫・人間体であった。

「その手があるのを忘れていたよ……」

「おまえの方は──新たな芸を覚えたようだな」

　雪風の姫が目を細めている。ハルがすぐに自らの肉体を実在化させたからだ。地上でやったときと同じ要領である。

　眼下には、青き地球の海と大地という壮大すぎるロケーションで──

　ハルと雪ゆき風かぜの姫は一対一で向き合う形となった。

「また邪霊あつかいされて、成仏するわけにはいかないからね」

「考えたな。だが、それでは逆に……こうできるぞ」

　ふわっ。雪風の姫・人間体がサーフボードから跳躍してきた。

　天女の舞にも似た軽やかさで空中まわし蹴り。ハルの横っ面を蹴り飛ばす。飛ひ翔しようの術でも応用したのか、微小重力下でのみごとすぎる格闘術であった。

「うわあっ!?」

「おお。なかなかやるな」

　ハルはとっさに不ふ朽きゆうの加護で身を守った。蹴りに押されて宇宙の果てまで飛んでいこうとする肉体も、念力ですぐにストップさせた。

　だが、姫の笑顔と追い打ちが待っていた。

　獰どう猛もうなる白き少女はふたたび天女の軽やかさで舞い、急接近してくる。

　そのまま細い左手でハルの肩をつかみ、右手の手刀をハルの顔面に撃ちこんでくる。

「羽トカゲどもの頭ず蓋がいも砕く雪風の掌しよう、おまえも味わえ！」

「わああああっ!?」

　竜りゆう弑ごろしの手刀を真剣白羽取りしたのは、ハルの両手と念力だった。

　間一髪での生存。しかし、今も地球の大気圏内では人工隕いん石せきと雪風の姫・ドラゴン体がぶつかり合い、大爆発の瞬間が刻一刻と迫りつつある。

　おそらく、猶ゆう予よはあと二、三分程度ではないだろうか──。

「くそっ。せっかく、ここまでこぎつけたってのに！」

　姫の手刀を両手でつかみつつ、ハルは痛感した。

　完全に八方ふさがりだ。もう春はる賀が晴はる臣おみに勝ちの目はない。雪風の姫もそれをわかっているのか、よろこびもあらわに言う。

「ふふふふ。竜王ならざる僭せん主しゆの身でよく戦った。誉ほめてやろう」

「ううっ。完全に上から目線だし！」

　だが、姫の宣言をまったく否定できない。

　頭のなかで、対戦前に受けたアドバイスの数々が踊りまわる。

『おまえがどれだけこざかしく立ちまわり、窮きゆう鼠そとなって必死に嚙かみつこうとも、猛たけり狂う竜王の喉笛にその牙きばはとどかない』

『できるだけまともに勝負するな』

『ひらめけ、はっちゃけ！』

　もしかして。ハルは今さらながら後悔した。

　邪道と奇襲に徹したつもりだったけど、まだ『まともに』やっていたのかもと。だが、これ以上はっちゃける策など、もう何もひらめかない……。

「そもそも晴はる臣おみよ。おまえには告げておいたはずだ」

「えっ、何を？」

　ハルと雪ゆき風かぜの姫、両手と手刀で鍔つば迫ぜり合あいをしている格好だ。

　おかげで顔と顔の距離が近い。三〇センチほどしか離れていない。おかげで雪の精にも似た姫の美び貌ぼうを間近で鑑賞できた。

「運よく生きながらえれば、雪風のものにしてやると」

「そんなこと言って、僕をきれいさっぱり成仏させようとしただろ!?」

「あれは勢いあまっただけだ。許せ。許して、雪風の一撃で打ちのめされろ。それで運よく生きながらえれば……」

「もうこの話やめ！　同じ会話がループするだけだから！」

　鍔迫り合いはつづくが、ハルの両手と念力はそろそろ限界だった。

　じりじりと手刀が近づいてくる。腕力の方に余力はもうなかったが、ありったけの根性で念力を振りしぼり、ちょっとだけ手刀を脇にそらせた。

　おかげで、姫の可か憐れんな顔がちょっとだけ見やすくなった……。

「大体さ！　君はどうして毎回、僕にちょっかい出してくるんだよ！　いくら弓の文字を持ってるからって、直接の因縁はないんだし！」

　もうこの際なので、ハルは遠慮なく可憐なる王者に文句をぶつけた。

「放っておいてくれてもいいじゃないか！」

「何を言う。それだけ雪風はおまえに興味を持っているのだぞ」

　偉大なる竜王は心外そうに反論してきた。

「むしろ、よろこんで我が足下にひざまずき、忠誠を誓うがいい」

「そんなこと言うなら、ちゃんと僕をスカウトしてくれよ！　中途半端にやさしくしたあげく、殺す手前まで追いこんだりしないで！」

「それはだな。おまえの煮え切らないところが引っかかるからだ」

　ふんと鼻息荒く、やや不機嫌に姫は言う。

「もっと毅き然ぜんとして、雄々しく振る舞えばいいものを。だが、この間はよかったぞ。おまえが初めて、雪風に勝ったあとのことを口にしたときは」

「えっ、あれが？」

　割と無礼なことをその場のノリで言っていたはずだ。

　勝負する前から僕が負ける前提で話すのもいかがなものか。万一、君が負けたときは何をしてくれるんだなどと。

　あれが姫のお気に召していたとは意外だった。

「うむ。なかなかの俠おとこ気ぎであった。惜しむらくは『我が勝った暁には、姫を我が眷けん属ぞくとして迎え入れん』くらいは言って欲しいところであったが」

「うーん。そういうのは苦手なんだよなあ」

「無論、それがおまえの人となりだとは承知している。しかし、そこで晴はる臣おみは『ぐっ！』と強気になってもいいと思うのだ。なんとなく」

「どうして？」

「そう訊きかれると上う手まく答えられんが。だが、晴臣はその方が雪ゆき風かぜ好みの男児になる」

「ええと、つまり僕をもっと好きになりたいと？」

「うむ」

　あれ？　なんだ、この会話の流れは？

　鍔つば迫ぜり合あいも、爆発寸前の人工隕いん石せきも忘れて、ハルは首をかしげた。

　これはもしかしたら、一定以上の好意を持たれている状態なのだろうか？　いや、姫自身にも今ひとつ自覚はないようではあるが。

　この状況をノリと勢いで転がせば、案外あっさりと──

（でも、さすがにそれは都合よく解釈しすぎじゃ……。女子の無自覚なフェイントに引っかかって自滅する思春期男子みたいになりそうだし──）

　自らの推測に、ハルの自制心はダメ出しをする。












　しかし、すぐ目の前で雪ゆき風かぜの姫が不可解そうに眉まゆをひそめている。今の会話でハルと同じく違和感を覚えたのだろう。

　現実離れした美少女でもある竜王は、それでも決して不快そうではなく──。

（どうせ……このまま姫に倒されるのなら）

　思い切って、はっちゃけてしまうのもアリかと。

　ハルは意を決して、自分の顔を雪風の姫に近づけていった。

「は、晴はる臣おみ……!?」

　何か言おうとした姫の唇を、自分の唇でふさいでしまった。

　偽物の竜王もどきと真なる竜王、弓と矢を継ぐふたりの間でキスが成立した歴史的瞬間であった。

　直後、眼下の地表付近で──人工隕いん石せきがすさまじい爆発を起こした。

　本当なら、雪風の姫・ドラゴン体はそれに巻きこまれまいと全速で飛ひ翔しようし、離脱を図るべき状況だった。

　だが、人間体がハルのキスを受けて、茫ぼう然ぜん自じ失しつしたからか。

　白きドラゴン王の巨体は得意の超加速をはじめることなく、折からの爆発にすんなりと吞のみこまれていった……。





【第五章　そして世界は】
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　地球の外にまで飛び出した一大決戦から、一年半が過ぎようとしていた。

　三月初旬。東京新都はまさに春のはじまり。あたたかな日と寒い日を繰りかえしながら、すこしずつ春本番に近づいていく時期だ。

　そして、この日の昼下がり。

　魔女・白しら坂さか羽は純ずみは早めの放課後を迎えていた。

　胡こ月げつ学園の中等部も卒業直前。授業は午前中だけだったのである。

　羽純はすぐに帰宅せず、制服姿のまま、ひとり東ひがし駒こま形がたの駅で新都環状線を降りた。

　駅前の地味な雑居ビルに入る。カレー屋、喫茶店、マッサージ店、ＤＶＤショップなどを横目に、四階の古書店『弥み勒ろく堂』のガラス戸をくぐる……。

「おひさしぶりです。今、お話とかしても大丈夫ですか？」

「おお、もちろん。ごらんの通り、ガラガラすかすかの開店休業状態だしな。いくらでも暇をつぶしていってくれ」

　入店するなり、羽は純ずみはレジの店主とあいさつを交わした。

　イケメンの青年なのだが無精ひげを生やし、ワイシャツはよれよれ、店番用の黒エプロンも薄汚れている。見けん城じようが彼の名だ。

　かつては研究機関《S.A.U.R.Uサウル.》の東京支部員だった。

　現在は民間警備会社《G.U.I.L.Dギルド》東京本社所属の首席指導員──。

「ちなみに、こっちのお姐ねえさんは売り上げに貢献する意欲ゼロらしい。遠慮なく話し相手にしてやってくれ」

「このお店の品しな揃ぞろえが極端すぎるせいね。私のせいじゃないわ」

　見城の言いぐさに、ひとりだけいた女性客がコメントする。

　メガネをかけ、かちっとしたスーツを着ている。二〇代の女性らしい化粧と服装なので華やいだ雰囲気だ。が、コミックなど一冊も置かない硬派かつ小汚い古書店には不似合いな客だろう。

　柊ひいらぎ友ゆ加か里り。研究機関《S.A.U.R.U.》所属の頃はよく羽純の世話を焼いてくれた。

　そして現在は、民間警備会社《G.U.I.L.D》東京本社・人事課課長──。

「聞いてるわよ、羽純さん。最近、体の調子が前よりもいいんですって？」

「はい。一年半前、雪ゆき風かぜの姫と……先輩が大変なことになった頃から、すこしずつ調子が上がってきたんです」

　あの夜の騒乱をひさしぶりに思い出しながら、羽純は言った。

「アーシャさんが言ってました。たぶん、わたしの心と体が魔女の力にずっとなじめていなかったせいで、体調不良が起きていたのかもしれないって。でも、水み無な月づきが女神の力にめざめてからは、わたしへの負担もだいぶ減ったみたいで──」

「そう……」

　柊さんがうなずく。

「結局、この世界だけでなく、羽純さんにとってもあの夜が転機になったみたいね」

　晩夏の夜、満月に謎の魔術記号がでかでかと浮かびあがった。

　さらに、大型ドラゴンとリヴァイアサン数体が入り乱れ、地球周回軌道を舞台に繰りひろげた狂乱の激戦。

　締めは東京エリアへ墜落しかけるも、成層圏で爆散した謎の隕いん石せき──。

　あの一夜は『満月の悪夢full moon nightmare』事件と命名され、各国のマスコミがこぞって報道した。いまや世界中の人々が知るところとなっている。

　そして、悪夢の夜を境にして、世界と魔術の関わり方は大きく変わった。

「あのあと、東京新都と関東地方における《S.A.U.R.U.》の業務と人員を……民間企業であるオレたち《G.U.I.L.D》がひきついだわけだ」

　感慨深いのか、しみじみと見けん城じよう青年もつぶやいた。

「リヴァイアサン錬成と魔女たちのバックアップ、対ドラゴン活動の戦略構築、現場での実戦指揮、おまけに関係各省との折衝などなど。ま、《S.A.U.R.Uサウル.》にはない〝竜りゆう弑ごろし〟ってアドバンテージがある以上、ぽっと出の新興勢力でも《G.U.I.L.Dギルド》が勝つとは、当事者のオレたちも十分想定していたわけだが」

「まさか、起業から一年ちょっとで日本全国の地方自治体との契約を勝ちとれるなんて、さすがに想定外だったわよね……」

　柊ひいらぎさんまでしんみりとしている。羽は純ずみはにこっと笑いかけた。

「スミスさんは当然の結果だって、にやにやしていましたよ」

「あんなふざけた名前をよろこぶ変人なのになあ」

「本当だわ。最大最強の想定外はやっぱり我が社のＣＥＯよね……。あ、そうだ。たしか今日が生出演の日よ！　見城くん、テレビ見せてくれる!?」

「了解です、姐ねえさん」

　柊さんよりも見城青年の方が歳上だが、立場は部下である。

　いつもどおり下した手てに出つつ、ポータブル液晶テレビをレジの上に出した。電源オン。チャンネルはお昼のワイドショーに合わされる。

『本日は──今、巷ちまたで話題の企業《G.U.I.L.D》の代表、ジョン・スミス・春はる賀がさんにスタジオまでお越しいただきました～！』

　女子アナの明るい声での紹介であった。

「おっ、ちょうど出番のようだ」

「る、ルナさんもいっしょに出ていますよ!?」

「ミス・グレゴリーには広報役の名目で、サポートをおねがいしているの。ほら、うちの代表ってタレント性とトーク力はこっちも持てあますくらいに抜群だけど、人間世界の常識にはまだまだ疎うといから……」

　三人揃そろって、小さなテレビの画面に注目する。

　今まさに、司会者と女子アナが『本日のゲスト』を迎える形式のトークコーナーがはじまったところである。

　ソファにすわるゲストがアップで映る。

　赤毛で、液晶越しでもわかるほどの大男だった。

　一応、企業人らしくスーツを着ている。ただし、色は真紅。ワイシャツは第二ボタンまではずしていて、ネクタイもなし。格好だけなら、むしろホストだ。

　おまけに、テレビカメラの前で堂々と足を組んでいる。

　このえらそうな態度と派手な服装、ふつうなら批判の的になりかねない。

　だが、天性の愛あい嬌きようゆえか。それとも王者のカリスマゆえか。

　民間警備会社《G.U.I.L.Dギルド》代表のジョン・スミス・春はる賀が氏、日本各地のお茶の間とネットの世界では人気者になりつつある。

　おおげさな言動のくせに自然体なところが、なぜかウケているらしい。

『日本国民の諸君、よろしく頼む』

　いまやおなじみとなったあいさつである。

　彼は人間体でテレビに出演するとき、最初に必ずこう言うのだ。

『ジョン・スミス・春賀だ。《G.U.I.L.D》という企業のＣＥＯをしている。今日は我が社が日本の新たな対ドラゴン防衛プロジェクトのなかで果たしている役割と、その存在意義について、お話ししたいと思う』

　真面目まじめな顔で語ってから、にやっとお茶ちや目めに笑い、付けくわえる。

『ああ。私個人に何か質問があるなら、メールでもファックスでもいい。局まで送ってくれてかまわないぞ。あとで答えてみるとしよう。ただし、時間と番組スタッフの対応力が許すかぎりだとは、先に断っておくがな』

　にやっと笑う大男は三〇代ないし四〇代前半に見える。

　ただし、その実年齢は何千歳か何万歳か。とにかく年齢不詳だった。そして、かぎられた人間だけが彼の別名を知っている。

　炎帝。紅あかきハンニバル。ニューヨークの覇者たる竜王その人であった。




「ふう」

　生出演を終え、用意された控え室にもどってきて。

　ルナ・フランソワとふたりきりになると、ハンニバルは満足そうに言った。

「今日の出演もなかなか有意義だった。やはり、テレビというメディアと余の相性はなかなか悪くないようだな」

「それは同感。ただ、生出演はまだちょっと危険だとは思うけど」

　ハンニバルはさりげなく一人称を『私』から『余』に変えている。

　ドラゴンにあるまじき社会性の持ち主へ、ルナは淡々とコメントする。いつもゴスロリめいたドレスを好む彼女だが、今日は黒いスーツの上下を着ていた。

「ふふふふ。そこは目をつぶれ。勝負勘というものは実戦を重ねて、初めて身につく。それにこうして余が宣伝活動に励んでいるからこそ、《G.U.I.L.D》は一年そこそこで日本の防衛網の全すべてを牛ぎゆう耳じるまでに至ったのだろう？」

「牛耳るじゃなくて、プロデュースよ」

　ハンニバル流の直ちよく截せつすぎる言いまわしを、ルナは訂正した。

　ただし、内容自体は訂正しない。秘密結社であった《S.A.U.R.Uサウル.》とちがい、《G.U.I.L.D》は日本国内と世界への大胆な情報公開をモットーとしている。すなわち、魔女とリヴァイアサンのほかにドラゴン族と戦う手段はなく、自分たちははその運用と研究、そして普及に努める組織であると大々的にアナウンスしているのだ。

　広く知られて、はじめて魔女の志願者も増える。

　志願者が増えれば、才能の発見もかんたんになる。すぐれた魔女の増加は切せつ磋さ琢たく磨まを促進させ、自然と全体のレベルも上がっていく。

　だからこその情報公開だった。

　まあ、高い知性と魔力を有するドラゴン上位種と竜王の存在については、従来どおり世間には秘ひ匿とくする方針であったが。

　尚なお、屠と竜りゆうのルーンについては〝新任の魔女などから訊きかれれば答える〟というスタンスのもとに『一部のリヴァイアサンだけが使える必殺技的な奥義』と限定的に説明して、特別に隠したりはしていない。

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめや白しら坂さか羽は純ずみ、ルナ・フランソワ、アーシャ、そして春はる賀が晴はる臣おみ──。

　このオリジナル・メンバー以外の遣い手を徐々に増やしていく。それも《G.U.I.L.Dギルド》の目的のひとつなのだから。

「とはいえ……ニューヨークの竜王さまにこんなアルバイトを頼むことになるとは、私たちも想定していなかったけど」

「だろうな。余自身も意外だった」

　くくくとハンニバルはほくそ笑む。

　一年半前に起きた雪ゆき風かぜの姫との決戦。勝者なし、代わりに姫の全面降伏という形で終結した戦闘のあとから──

　民間警備会社《G.U.I.L.D》起たち上あげは企画から実行段階に移った。

　その折に、ニューヨークの紅あかきハンニバルにオブザーバー就任を要請したのだ。

　もともと春賀晴臣との間に密約が交わされていたという。東京と北米大陸の間で『環太平洋同盟』を成立させて、相互扶助を進めようと。まだ見ぬ純血の竜王たち──黒の雷らい帝てい・青き海王との対立を想定しての外交策だった。

　純粋な戦闘種族出身の竜王より、人間出身の竜王の方がまだ同盟者向きだからと。

　ハンニバルは春賀晴臣の提案に興味を持ったが、ひとつ条件を付けていた。旧東京を雪風の姫から奪うことができたら、話を受けてもいい──。

　かくして、ニューヨークの竜王は《G.U.I.L.D》の盟友となった。

　彼はこの流れを積極的に面白がり、人間体に身をやつして東京新都を訪れて、なんと会議にまでちょくちょく顔を出したのである。

　おかげで魔女だけでなく、普通人のスタッフにまで『謎の日米ハーフ男性、ジョン・スミス・春賀』として知られるようになった。《G.U.I.L.D》外部の人間──たとえば東京新都の都知事や議員、スポンサーとなる企業の要人などとも顔見知りになっていった。

　まあ、春はる賀が晴はる臣おみに近しい者以外、彼の正体を知ることはなかったのだが。

　そんな折に──

　あの問題『さて、会社のトップを誰にしよう？』が持ち上がった。

　発起人・春賀晴臣は『僕はトップ向きじゃないし、例の後遺症があるから無理だよ。魔女の誰かを選んで、女子高生社長にしちゃおう』と言った。アーシャとルナは『絶対に日本人の方がいい』と意見し、日本生まれの魔女たちは『もっと歳上の人が……』と辞退して。

　あるスタッフがさらっと『スミスさんがいいんじゃないスか』とつぶやいた。

　反対者は──ほぼゼロだった。

　おまけに話を聞きつけた外部の要人（主におじさまたち）は積極的に賛成した。

　やはり『なぜかドラゴンの魔術にくわしいトレジャーハンター兼高校生』や『世界最高クラスの魔女たち、だけど女子中高生』より、経歴に多少あやしいところはあっても壮年の成人男性がトップに望ましいと、保守的な普通人は思うらしかった。

　そして重要なことに、みんなにそう思わせるほど、ジョン・スミス・春賀なる自称アメリカ帰りの男はたしかな人間的魅力を振りまいていた。

　プロジェクト・リーダーである春賀晴臣は結局、こう総括した。

『東京だけにとどまらず、日本全国と環太平洋エリア全域にまで商売を広げるのがうちの最終目標だしねえ。そのためにはテレビなんかに出まくって、客寄せパンダになれる人を代表取締役にしたいなーって前から思ってたんだ。本人さえよければ、ハンニバル氏はありかもね』

　確認したところ、『余にまかせろ』と即答だった。

　こうして経営には参加せず（正確には参加権を持たず）、企業ＰＲに全力を尽くすＣＥＯが誕生したのである。

　それから時は過ぎて──。

　ＣＥＯの特異なキャラを活いかした宣伝活動。

　ラプトル以上に危険な大型ドラゴンをもたやすく撃破し、『満月の悪夢』事件でも活躍した特級リヴァイアサンを何体も擁する事実。

　形けい而じ上じよう的知識体系・魔術をわかりやすくアピールしつづける姿勢。

　それらが功を奏した結果か、民間警備会社《G.U.I.L.Dギルド》は予想以上の速さで躍進を遂げて、現在に至っている……。

　その名目上のリーダーは重々しくつぶやく。

「好事魔多しとも言う。やはり、今の余が警戒すべき敵はうわさの週刊センテンス・スプリングか。ニューヨークでは竜の種族の覇者たる竜王ギルダル、日本では躍進いちじるしい新興企業のトップ──。この華麗なる二重生活を彼奴きやつらに知られるわけにはいかんな」

「相手がアルセーヌ・ルパンじゃあるまいし、そんなダブルキャストはふつう想像もしないでしょうから」

　怪盗紳士／ロシア人貴族／警察官の三重生活など。

　非現実的マルチタスクを同時並行でこなす超人の名を挙げつつ、ルナは言った。

「むしろ経歴詐称の方がバレやすいかも」

「余の最終学歴がハーバード・ビジネス・スクールというあれだな」

「ただ、私のコネでアメリカの方に手を回してもらったから、ちょっとやそっとじゃバレないとは思うけど。あなたがニューヨーク州知事の前で見せた人間体の姿も、向こうの政府はエリア51レベルのトップシークレットにしてるそうだし」

「ならばよし。……おお。そういえば、やつはどうした」

「もしかしてハリーのこと？」

「うむ。てっきり我が名目上の甥おいもスタジオに来ると思ったのだがな」

　ハンニバルの新偽名、ジョン・スミス・春はる賀が。

　一応、春賀晴はる臣おみの伯父という設定なのだ。ルナは肩をすくめた。

「その予定もあったけど、急に今朝──例の持病が出たそうなの。だから今日は学校も休んで、静養中よ」

「ほう」





　　　　２






　さて──。

　雪ゆき風かぜの姫との決戦から、一年半が過ぎた。

　あの戦いがハルの勝ちだったとは、今でも思わない。

　しかし、あれをきっかけとして〝雪風の姫、全面降伏！〟が実現する運びとなり、春賀晴臣の新生活もはじまった。それは事実だろう。

　そして、ときどきハルを悩ませる持病の突発的な発症も──。

　姫と対決したとき、自らに火ひ之の迦か具ぐ土つち直伝の『霊体化の法』を使った。だが、肉体を実在化させる技も会え得とくしていた。

　現在、ハルは〝仮の肉体〟で日常生活を送っている。

　食事・通学・《G.U.I.L.Dギルド》の仕事、ドラゴンとの戦闘・就寝など。仮の肉体でも大体きちんとこなせてしまうのだ。にもかかわらず。

「うーん」

　今朝めざめると、ハルはいつのまにか霊体化していた。

　いや、もどっていたと言うべきか。定期的にこうなってしまう。

「便利なようで不便な体になっちゃったなあ……」

　やはり霊体こそが本来のあるべき姿なのだろう。

　一か月に三、四回、実体を維持できなくなるときが突発的にやってくる。そういうときは半日ほど、霊体のまま生活しなくてはならない。すこし間を置かないと実体化できなくなるのだ。今朝も早くにそれが発症した。

　だから、ハルは親しい人間に『とどけ我が声よ』の術で緊急休養を宣言したあと。

　霊体のまま、当てもなく空中散歩に出かけたのである。

「そろそろ徘はい徊かいにも飽きてきたし、帰るか」

　ハルは霊体化して、ぷかぷか空をただよっていた。

　高度二〇〇メートル程度か。眼下にはエメラルドブルーの南洋が水平線の先まで、ひたすらヤケクソのように広がっている。オーストラリアにほど近い太平洋上空を当てもなく浮遊していたのだ。

「ま、この体のおかげでドラゴン化の進行が止まったのは助かるけど」

　より正確には──。『所詮は一時的な肉体なので、作りなおすたびにドラゴン化の進行がリセットされる』が正解ではあったが。

「よっ……と」

　軽く念じただけで、東京新都の自宅玄関まで一瞬にして帰還できた。

　霊体化していれば宇宙にだって、一、二秒で飛び出せる。

　この程度の神出鬼没は、まあ朝飯前であった。ハルはドアと壁を素通りして寝室に直行し、ベッドの布団にもぐりこむ。

「実体化できるようになるまで、昼寝して時間をつぶすとしよう……」

　目をつぶり、すやすやと眠りに就く。

　そのまま二時間ほどが過ぎた頃だろうか。耳元でささやかれた。

（晴はる臣おみ……晴臣……）

「んー」

　まどろんだまま生返事をすると、すぐに叱しつ責せきされた。

（起きろ晴臣。おまえの妻がせっかく忍んできてやったのだぞ）

「でも……例の持病で実在化は……しばらく無理……」

（そんなことはない。もう十分に時間は経たっているはずだ。妻の見立てにまちがいはないぞ？　男を見せろ、晴臣）

「んー……でも、もうすこし惰だ眠みんをむさぼりたいかなー……」

　この期ごにおよんで尚なお、ハルは抵抗しようとした。

「《G.U.I.L.Dギルド》の起たち上あげも一段落して、僕の仕事も結構減ってきたし……。そろそろ長期休暇を取って、臨時バカンスに行ってもいい頃で……」

（バカ者。休暇を取るから、いっしょに旅をしようとふたりで決めたではないか）

「あー……」

（雪ゆき風かぜがわざわざ来たのは、おまえと共に新婚旅行はにーむーんとやらに旅立つためだぞ？）

「いやいや。その旅立ちは来週にしようとも決めたはずで……」

（とにかく早く起きろ。雪風はおまえと──愛いとしい夫と寝床で睦むつ言ごとを交わし、愛をささやき合うひとときが欲しい。起きろ起きろ起きろ起きろ）

　これだけしつこいのに、決して声を荒げたりはしない。

　駄だ々だをこねても、無む理り矢や理りにハルを覚醒させるつもりは皆無なのだ。ずっと耳元で、ひそひそと訴えつづけている。

　こういうところがこのお姫さまの可愛かわいいところなんだよなと実感しつつ。

　ハルはついに肉体を実在化させた。

　雪風の姫の見立てどおり、まったく問題なかった。

　かくして、春はる賀が晴はる臣おみは昼間だというのに布団にくるまりながら、同どう衾きんする美少女──白いワンピースを着た雪風の姫・人間体と向き合う形になった。

「……やあ」

「ふふふふ。もっと気の利いたことを言え、晴臣」

　文句を付けながらも、雪風の姫はそっと顔を寄せてきた。

　寝ぼけまなこで横たわるハルの顔へと。距離が近い。そのまま唇同士が合わさる。突然の接せつ吻ぷん。おはようのキス。しかも一回だけではなかった。

　同じ布団にくるまりながら、姫はハルの上にのしかかってきて。

　ちゅっ。ちゅっちゅっちゅっちゅっちゅっちゅっ。

　問答無用でキスの雨を降らせてきた。

「そ、それはちょっと激しすぎないかなっ？」

「何を言う。空での立ち合いの折、雪風の唇──どのような男にも許したことのなかった処女おとめの唇を力ずくで奪ったのは……おまえではないか」

　とろんとした目つきで、姫はささやく。

「あのとき以来、雪風の心はおまえのものだ。いや、雪風はああなる前から晴臣のことをにくからず想おもっていたのかもしれん」

「あ、えーと」

「愛しい晴臣が頼むから、あの戦いもやめてやったのだぞ？」

「…………」

　Ｍ部長のアドバイスどおり、苦しい戦闘中にはっちゃけた結果。

　紆う余よ曲きよく折せつの末に雪風の姫はハルへの愛を公言するようになり、あの決戦も全面降伏という形で中断して、こうなった。

　とはいえ、姫はずっとハルのそばにはりついているわけではない。

　旧東京租借地に帰ることもあれば、気まぐれに地球上のどこか、星海、あるいは次元を越えての長征に出かけるときもあった。

　そして、ふらりと帰ってきて、ハルに姿を見せるのだ。

「で、でもね。僕には十じゆう條じよう地じという心に決めた女性が……」

「そんなものがありながら、雪ゆき風かぜの唇を盗み取ったのか。ふふふ。こういう仲になってみて気づいたが、晴はる臣おみはかなりの風流人よな。この好き者め」

「あ、いやあ」

　言葉だけならハルを責めているようにも聞こえる。

　しかし、雪風の姫はしっとりとした色香をその目に宿らせて、やさしくハルを見つめているのである。竹を割ったような性格の少女竜王にこんな一面があったとは。

　おまけに、姫はこんなことまで言ってしまうのだ。

「そもそも晴臣よ。ほかに女がいてもかまわぬと何度も言ったではないか。雪風の夫たる男には妾めかけの百人や二百人、むしろいて然しかるべきだろう」

「…………」

「いくらでも浮気しろ。だが、最後は──雪風の胸に帰ってこい」

「!?」












　同じ布団にくるまって、上にのしかかりながら。

　雪ゆき風かぜの姫はそっと、ハルの頭を抱きかかえてくれた。決して豊満とは言えない彼女のうすい胸に、春はる賀が晴はる臣おみの顔面は密着する形となる！

（ちっぱい!?）

　ハルは意味不明なワードを口走りそうになった。

　ずいぶんとひかえめなサイズであるにもかかわらず。姫のバストは圧倒的な包容力に充みち満みちていた。大か小、どちらかと言えば大きい派だとひそかに自認してきた己おのれを──大小完全同権派に転向させつつあるほどに。

　姫とこうなる機会があるたび、痛感させられる。

　物理的な肉の量感など、雪風の姫にとっては低すぎるハードルなのだと。

　ちなみに余談だが。最近は地上に生まれた天使こと後輩・白しら坂さか羽は純ずみが従姉妹いとこを追いかけるように胸囲の成長著しいこともあって、ハルの身近では雪風の姫こそが最もスレンダーな少女なのであった──。

　何はともあれ、ハルは思う。

　このまま全すべてを彼女にゆだねちゃうのもいいかもなあ……いやいや。

「ねえ姫様。それは本当にありがたい申し出なんだけどね。僕みたいに器の小さな男には全然、分不相応というか、似合わない態度というか──」

「ふふふふ。妙なやつだな。妻である雪風がいいと言っているのに」

「だから、僕たちは結婚とかしてないしっ」

「すぐに済ませれば何も問題はない。そうだ、長いこと先送りにしていた夫婦の契りも、そろそろ──してもいい頃だろう。雪風の全てを捧ささげてやる」

「お、おねがいだから、僕の自制心をふきとばさないでくれよっ！」

　なんとも甘やかなひとときを姫と共に過ごしていたら。

　バタンッ！

　急に寝室のドアが開いた。

　入ってきたのは、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめだった。幼なじみのアーシャまでいる。布団のなかで〝いちゃつく〟竜王と僭せん主しゆを目撃して、魔女ふたりは愕がく然ぜんとしていた。

「やっぱり！　何をしているの晴臣くんたち!?」

「こんなに明るい真っ昼間から、不純異性交遊を堂々と見せつけるなんて！　神様が許してもアーシャさんは絶対に容赦しませんからね晴臣！」

　ふたりの乱入と絶叫と弾だん劾がい。

　新たな揉もめごとのはじまりだったが、これで自制心と戦う必要はなくなった。ハルはようやく一息ついて、深呼吸をした。





　　　　３






「ったく。晴はる臣おみの野郎、いつまでもデレデレデレデレデレデレと！」

　怒りにまかせて、アーシャは叫んだ。

　東京新都の業なり平ひら橋ばし駅前にある純喫茶『Ｍ』。そのカウンター席での狼ろう藉ぜきである。

　ここはカフェ全盛の時代性に逆行する店で、昭和の空気感たっぷりのゴージャスな内装がウリの喫茶店だった。

　店内はもちろん喫煙可。禁煙スペースなどない。禁煙席すらない。

　そして、カウンターのなかにはＭ店長が陣取っている。

「ああ。そういえば昨日、春はる賀がのうちにうわさのお姫さまが来たんだって？」

　Ｍ店長。もちろん、かつてのＭ部長その人である。

　高校卒業と同時にここでバイトをはじめるや否や、わずか一週間でオーナーより店長をまかされるに至り、店名変更の許可まで得てしまった。

「戦いと冒険だけが生いき甲が斐いってモンスター娘をべた惚ぼれさせたあげく、通い妻にさせちゃうなんて、アイツも相当なタマよねえ」

「そ、それも全すべて、店長のせいだって話じゃないですか!?」

「あら。ずいぶんな言いぐさねー」

「だって、決戦のときに『はっちゃけろ、やっちまえ！』みたいなアドバイスをしたんでしょう!?　だから晴臣のやつ、柄にもなくキスとかしちゃって……！」

「そこを言われると、反論しづらいわね……」

　八つ当たり気味になじるアーシャと、適当にいなすＭ店長。

　カウンターにはところせましと料理がならんでいる。鉄板ナポリタン。昔ながらのホットケーキにバニラアイスを添えて。エッグサンド、カツサンド、トーストサンド。洋食風ケチャップオムライス。クリームソーダ。あとは純喫茶なのになぜか人気メニューだという天ぷら御膳、味み噌そカツ定食、ハンバーグライス、梅昆布茶など。

　全てアーシャの注文した品だった。さらに追加まで来る。

「お待たせ～。フレンチトーストと大盛りポテト、持ってきたよお」

　料理を運んできたウェイトレス嬢、アーシャの知り合いだった。

　去年につづいて、今年も同じクラスになったツインテール女子・船ふな木きさんである。さらにウェイトレスはもうひとりいた。

「で、こっちは一日限定一〇食、Ｍ店長特製の手打ちそばとミニ鉄火丼セットね。そうだアーシャさん、今日はこのあと、本社の方に顔を出すから」

　ショートヘアの武む藤とうさんが手際よく皿をならべていく。

　尚なお、ふたりとも《G.U.I.L.Dギルド》でのアルバイトも継続中で、本社や関東各地の事務所でデスクワークを担当してくれている。

　変わったこともあれば、変わらないこともあるのだ。

　そして、ウェイトレス二名がよそへ接客に行くと、Ｍ店長はおもむろに言った。

「でもね……アンタにひとつ言っておくわよ。春はる賀がとお姫さまの仲に、さも当然のように文句つけてるけど。そこには何の正当性も必然性もないんだからね」

　ぎくっ！　心を抉えぐられる予感に、アーシャは身震いした。

「アンタと春賀はただの幼なじみってだけだもの」

「わ、私は風紀の乱れとか、子供たちへの悪影響を気にしているんです！」

「うるさいわね。いい？　今の状況を名作ラブコメにたとえると、雪ゆき風かぜのお姫はラムちゃんポジション。春賀と恋人関係にある織おり姫ひめさまがしのぶちゃんなわけよ」

「い、いまどきの十代の子はそれ、たぶんわかりませんよ！」

「高●留美子先生の代表作を知らないやつのほうが無知で非常識なんだから、かまう必要ないわよ。とにかく人間じゃないけどスーパー美少女の押しかけ妻と、地球人の恋人。このあたりがラブコメの当事者であるわけで。あんたはまあ……ときどき登場する脇役代表みたいなもんよね」

「ぐはっ!?」

「そこで天使ちゃんみたいにさ。春賀への想おもいはしっかり胸に秘めつつ『出しゃばらない＆余計なことは言わない』で、あいつのそばにいつも寄りそって……とかなら、二、三番手でトップを追いかけながらのオーラス跳はね満まんで一発逆転もありうるかもだけど」

「ううっ」

「それか、ルナお嬢さまみたいに先行するライバルが失敗するか、自滅するタイミングを虎こ視し眈たん々たんと待ちつづけながら『べつに結婚とかされちゃっても、あとで不倫＆略奪婚しちゃえばいいの♪』で余よ裕ゆう綽しやく々しやくやってるのなら、あとあと全然いけそうよね」

「ううううっ」

「だってのにアンタときたら、こうしてヤケ食いして、くだを巻くだけで……。匿とく名めいでネットに文句を書きこんでるだけじゃ、リアルの恋愛沙ざ汰たは解決できないのよ？」

「うぐぐぐっ！」

「だけど、そもそも一年半前、完璧に失恋しちゃってるしね。未練をそろそろ清算して、新しい恋を探す方が遥はるかに建設的かもしれないわね……」

「＠※○△□!?」

　もはや声にならない悲鳴と共に、アーシャはカウンターに突っ伏した。

「それはそうと春賀のやつ、今朝はどうしたのかしら？　アイツ最近、今日みたいに学校が休みの土日はモーニング食べに来るのに」

「はっ、そうでした！」

　Ｍ店長のつぶやきで、アーシャはハッと跳ね起きた。

「晴はる臣おみのやつ、ちゃっかり織おり姫ひめさんと約束してたんです。『明日の土曜日、ふたりだけでどこかに行こう』って！」

「あら、そうなの？」

「マジです。昨日、晴臣の家で話しているのを盗み聞きしましたから！」

「…………」

「こんなこともあろうかと、私、日頃から雪ゆき風かぜの姫に取り入っているんですっ。ルサールカを伝令に飛ばして、このネタをお姫さまにたれこんでみます。ふたりのいちゃいちゃランデブーに波乱のイベントが起きるように！」

「アンタってあいかわらず、努力のしどころをまちがえている女よね……」
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　そして、土曜日はデートであった。

　ひさしぶりにハルと十じゆう條じよう地じ織姫とふたりきり、水入らずで。

「で、晴臣くん？　今回はどんな言いわけをしてくれるのかしら？」

「いやね、姫が気づくと僕の布団のなかにいたもんで……。知ってるだろ、あの人には壁も鍵もまったく意味ないって」

「知っているけど、晴臣くんに警戒心がなさすぎるのも原因のひとつだわ！」

　言いわけと謝罪のための一席という表現もできるが。

　拗すねる織姫を拝みたおして、どうにか『仕方ないわね』と許してもらう。この一年半、何度繰りかえしたかもわからないお約束だった。

　ちなみに、最初の頃は──

『お姫さまとの戦いで必死だったのはわかるけど、ど、どうしてキスだったの!?』

『は、ははは春はる賀がくんの妻とか言っちゃってるわ!?　わ、わたしと春賀くんはもう離婚しちゃったの──じゃないわねっ。そもそも結婚してなかったものね!?』

　という感じであった。

　しかし、雪風の姫にせよ、ハンニバルにせよ。力だけでは対抗しきれない相手と渡り合うには、交渉や交友といった選択肢も必須である。

　そのことを織姫は受け入れてくれて、今の《G.U.I.L.Dギルド》の順調さがあるのだ。

　そして今日、ふたりは朝からデートに出かけていた。

　午前一〇時に待ち合わせをして、映画を見て、おしゃれなカフェでランチ。

（最近、Ｍ店長の純喫茶『Ｍ』がハルも織姫もお気に入りだったが、さすがにデートに使うべき店ではないと意見が一致した。面白みはなくとも無難で知り合いにも会わない清きよ澄すみ白しら河かわのカフェへ行き、量のすくないランチプレートを食べたのである）

　そのあとは葛か西さい臨海公園へ──。

　とても広い芝生のある公園だった。東京湾に面している。

　また、新しん木き場ばが近い。かつてハルと織おり姫ひめ、それとアーシャがはじめて三人で顔を合わせ、竜族小型種ラプトルの群れに襲われた場所だ。

「昔、羽は純ずみがつかまっていたのも、この近くの埠ふ頭とうよね？」

「あったなあ、そんなこと。思えば遠くに来たもんだよ」

　三月初旬の空はよく晴れている。

　寒暖をくりかえす時期だが、今日は当たりだった。

　ぽかぽかとあたたかい。そよそよと吹く風もおだやかで、まさに春本番。そんな休日の芝生を、にっこり笑う織姫といっしょに歩いている。

　ふたりは特に面白い話をしているわけでもないのだが。

　ただそばにいるだけで、不思議とハルの心は満ち足りていた。

　たぶん、織姫の方も同じはずだった。ずっとこんな日が続くといい。でも。

「そろそろ……晴はる臣おみくんは旅に出るのよね？」

「うん。《G.U.I.L.Dギルド》の方も順調だし、そろそろ僕が──地球を留守にしても大丈夫そうだからね。ちょっと探索の旅ってやつをはじめてみるよ」

　ハルは静かに計画を語った。

「竜王クラスの連中や、いずれ新たに誕生するはずの僭せん主しゆたちと《G.U.I.L.D》が長期的に渡り合っていくなら、僕とアーシャのやつ以外にも……」

「竜りゆう弑ごろしの文字が必要になるかもしれない──」

「だから、そいつを探しに行くよ。僕たちが絶対に不慮の死とか遂げないで、いつまでも生きていられるなら話はべつだけど」

「…………」

「とりあえずは火星や金星の近場に行ってみる。それから太陽系の外へ。いずれは銀河の外に広がる宇宙と──もしかしたら、べつの次元とかにも」

　地球だけでなく、星海や異次元にまでドラゴンたちは遠征する。

　たびたび聞かされてきた話だ。しかし、そういった領域へ自分から飛びこんでいくことを望むようになるとは。

　ひとまず《双刀の秘ひ文も字じ》は東京に置いていくつもりだった。

　探索なかばでハルが斃たおれたときも、仲間たちに竜弑しを遺のこせるように……。

「燧すい石せきだって必要になるし、僕がもっとマシな体に転生するための秘術も見つかるかもしれない。それに、今のところアーシャはそれほど僭主としてレベルアップしてないから、ドラゴン化もたいしたことないけど……いずれ以前の僕みたいになるかもしれない」

　記憶をすこしずつ失い、肉体までドラゴンと化す。

　そのとき、ハルの幼なじみは消滅して、雑種の竜が誕生するのだ。

「その辺に上う手まく対処したいのなら、やっぱり地球の外でルルク・ソウンの知識を集めるのがいちばんだからさ」

　奇妙な話だった。ハルは苦笑いした。

　さんざん自分らしくもない荒事を繰りかえしてきたあげく、ようやく春はる賀が晴はる臣おみの本業に立ちもどりつつあるのだ。

　すなわちトレジャーハンター、宝探し屋。

　だからだろうか。未知の世界へ旅立つ前だというのに、不思議と心は軽い。

　そして、そんなハルを微笑ほほえましく織おり姫ひめも見つめてくれている──否、いた。いきなり視線が鋭くなった。ぎくっ。

　ハルは覚悟した。いよいよあの件を追及されるのか。

「で、その大遠征の案内役が雪ゆき風かぜのお姫さま、なのね……」

「し……仕方ないんだよ。姿を消したままのソフォクレスならともかく、人類にとっては前人未踏の場所だしね。ハンニバルには《G.U.I.L.Dギルド》の仕事があるし」

　織姫のため息を防ぐように、ハルは愛想笑いした。

「ほかに頼める人がいなくて──あれ？」

　弓と対極を成す秘ひ文も字じの波動、いきなり感じるようになった。

　すぐに空を見る。矢の遣い手が住まいとする旧東京租借地の方角──西の空を。小さな光の点がこちらに接近中のようだ……。

「雪風の姫が来る！　どうしてだ!?」

「は、晴臣くん、ここにいることを教えていたの!?」

「まさか！　今日は本社でデスクワークだって、偽情報を流しておいたのに！」

「とりあえず隠れましょう！　あそこ、水族館がいいわっ。近いし！」

　かつて新しん木き場ばで、ラプトルの襲撃にさらされたときのように。

　ふたりはドラゴンの脅威から逃れるため、全力で走りはじめた。ただし、あのときハルは途中で転倒してしまい、足手まといになりかけたのだが。

　しかし、今はふたりそろって走る。

　休日の公園をのんびり楽しむ人たちから、不思議そうに見られながらも走る──。

「そうだ晴臣くん。わたし、考えたの！」

　スポーツ万能、体力抜群の織姫は楽しそうに言う。

　この程度の全力疾走、彼女にはたいした運動ではないのだ。

「地球の外へ飛び出す大遠征、わたしもいっしょに行こうかしらって！」

「な、なんだって!?」

　身につけた魔力と秘術はともかく、体力だけは人並みのままのハル。早くも息を切らせながら、大いに驚きよう愕がくした。

「とんでもなくしんどい旅になると思うよ！」

「大丈夫よ。悪あく路ろ王おうもいるし晴はる臣おみくんもいる。それに何より──頼りになるドラゴンのお姫さまが道案内をしてくれるんだから！」

　そう来たか。ハルは笑った。

　こんな提案を恋敵に言われたら、雪ゆき風かぜの姫も案外きょとんとするかもしれない。

　そして、決して悪くないアイデアであるように、ハルには思えた。どうせ困難の多い旅になるはずだ。だったら仲間は多い方がいいかもしれない……。

「いっそアーシャあたりにも声をかけてみようか？」

「いいんじゃないかしら。きっと、旅先でも美お味いしい食糧とか見つけて、お料理してくれると思うわ！」

　一九九九年、七の月。地球にドラゴン族が帰還した。

　あれから早くも二〇年以上。人類は人造の竜、蛇とも称される魔獣リヴァイアサンを復活させ、ドラゴン族への対抗手段とする。

　いまや地球人類のあり方も大きく変わりつつある。

　その渦中のまさにどまんなかへと放りこまれた春はる賀が晴臣は──頼もしいパートナーの少女といっしょに笑いながら、星々の彼方かなたへと思いを馳はせた。












　旅のはじまりはもうすぐだった。





【あとがき】







アーシャ「と、いうわけで、シリーズ完結となる第八巻！」

Ｍ部長「ついに発売となったわねえ」

アーシャ「前の巻から……長かったですねえ」

Ｍ部長「すこしぶっちゃけちゃうと、原稿自体はずいぶん前にできあがっていたのよね」

アーシャ「具体的には●か月前……？」

Ｍ部長「本格的に暑くなる頃より、●●●くらい前だったかしら？」

アーシャ「その辺、作者の記憶もすでに曖昧なようです」

Ｍ部長「ま、各方面のもろもろを準備するのに時間がかかっていたけど、どうにか八巻の発売までこぎつけることができたわけよ！」

アーシャ「いえっふー！」

Ｍ部長「今夜は無礼講よ。派手にやりましょ」

アーシャ「でも部長。これで最後なのに、私はともかく、Ｍ部長まであとがきに出張ってのはどうなんでしょうね？　メインどころの出演者を呼んだ方がいいような」

Ｍ部長「バカね。作者公認だから、これで全然いいのよ」

アーシャ「どうして!?」

Ｍ部長「この八巻に足りないのはアタシの出番だって、作者が卒然と悟ったの。どうせだから、今のうちにあれこれ書いておこうって」

アーシャ「もしかして、部長みたいな『実在の超有名人』を想起させる飛び道具キャラ、今後もポンポン登場させるわけにいかないから、今のうちに書いておこうってハラですか」

Ｍ部長「そうそう、それそれ」

アーシャ「仕方ないですね。なら、これで最後だしガンガンいきましょう！」




Ｍ部長「先のことをたいして決めずに進めてきたシリーズだけど……実は、終わり方だけはある程度決めておいたのよね」

アーシャ「ああ、歴代の担当編集が誰も信じなかったという」

Ｍ部長「最後は『うる●●●ら』になって終了ですって作者が言っても、みんな冗談だと思ってたみたいで」

アーシャ「意外とそのとおりになりましたねえ」

Ｍ部長「突発的に天使ちゃん特別編とかはじめちゃってた割に、こんなところだけは計画どおりにやるのねえ」

アーシャ「作者のやつ、本当は業界流は行やりのゆるラブコメを書きたかったとか」

Ｍ部長「言ってたわね」

アーシャ「バトルは疲れる、ゆるくいこうぜって」

Ｍ部長「あれから数年……。業界の流は行やりは『異世界行っちゃうお手軽サクセスストーリー』に切りかわっているから、このシリーズはどっちみち流行路線じゃあないわよね」

アーシャ「こうまで好きに続けてきた作品が想定通りの着地点に無事下りられるなんて」

Ｍ部長「全すべて読者のみなさまのご愛顧のおかげです」

アーシャ「みなさまには、ここでお礼を述べさせていただきます」

Ｍ部長・アーシャ「「ありがとうございました！」」




アーシャ「そういえば八巻の校正と某社某シリーズ執筆、並行して進んでいたとか」

Ｍ部長「ああ、神様だって殺しちゃう例のアレ」

アーシャ「初代編集で同業他社へ転職したＩ氏が──『カ●●●●ネ！』みたいなの書いてくださってもいいんですよ、とぶっちゃけちゃった……」

Ｍ部長「某神様殺しのシリーズよね」

アーシャ「ま、似たところのある設定を使うにしても、途中の展開や結末が似るのは面白くないから、作者が──こっちの晴はる臣おみにある呪いをかけたんですよね」

Ｍ部長「絶対に神様殺しにはなれない頭でっかち軟弱男を、主人公にするっていうね」

アーシャ「某シリーズは今、ちょうど神様を殺しちゃう人たち同士のバトルロイヤル展開になってるんですけどね。このなかに晴臣がいたら、すぐに蹴散らされるって──」

Ｍ部長「作者、言ってたものね。春はる賀がの存在なんて、そんなものだって」

アーシャ「つぶされるとかじゃなくて、蹴散らされるってあたりがまた……」

Ｍ部長「でも、あんたも神様殺しになれない人なんでしょ？」

アーシャ「ふぁっ!?　私、結構いい線行くと思いますよ！　作中でも天才魔女だって、何度も言われてますし！」

Ｍ部長「作者いわく『アーシャはこざかしすぎる』そうよ」

アーシャ「こ、今期、流行りのドラマでガッキー演じるヒロインが言われたセリフなのに、超むかつきます！」

Ｍ部長「人間の限界ぎりぎりまで行けちゃう天才児だけど、限界からはみ出ちゃう器ではまったくないっていうね。このシリーズはそういうコンビをメインに据えた、いわば変則バトルものだったわけよ」




アーシャ「ちなみに『盟約のリヴァイアサン』シリーズには、ちょこちょこテーブルトークＲＰＧなんて旧時代の娯楽を元ネタにしたオマージュが散りばめられています。ご存じでない＆興味アリな方は『それ、どんなゲームだよ』と各自ググってみてください」

Ｍ部長「昔は専門誌とかが月に何冊も出ていたのよねえ」

アーシャ「最近でも『クトゥルフの呼び声』はそこそこ有名……なんですかね？」

Ｍ部長「ニャルラトテップだのツァトゥグアだの適当に書き散らせるくらいには、普及してるんじゃないかしらね？　作者が『Ｄ＆Ｄ』『Rune Quest』『GURPS』『Shadow Run』『フォーリナー』等々々々から引っぱったネタ、全部わかる人がいたら相当なマニアだわ」

アーシャ「なかでも最大のネタは竜りゆう弑ごろしのゲーム『王への道』です」

Ｍ部長「これ、英訳すると『Roads to Lord』なんだけど」

アーシャ「作者が学生時代に出入りしていた遊演体なるゲーム会社で、同名のタイトルを制作していたのですよねえ」

Ｍ部長「当時、そっちのラインはもう休止していたんだけどね。その後、べつの会社に移った作者は伊い藤とうヒロ氏なんかともいっしょにテーブルトークＲＰＧの制作に参加して、小遣い稼ぎをしたこともあったとかなかったとか……」

アーシャ「今もこうしてお仕事のネタになってるんだから、不思議なものです」

Ｍ部長「そういえばゲームじゃないけど、ハンニバルさんの選挙ネタあたりですこし意識していた海外小説『Wild Card』にドラマ化の動きがあるそうよ」

アーシャ「あー。大流行の『ゲーム・オブ・スローンズ』の原作者が手がけた」

Ｍ部長「そうそう。Ｇ・Ｒ・Ｒ・マーティン主催の日本でいうところのシェアードワールド小説。アメリカの作家陣がアメコミヒーローものテーブルトークＲＰＧで遊びまくった結果をよってたかって小説化した……なんて話していると、切りがないわね」

アーシャ「積もる話も尽きないところではありますが」

Ｍ部長「そろそろお別れの時間だわ」

アーシャ「みなさん。私の生まれ変わりに当たる第二、第三のアーシャがきっと、作者の新作にどんどん登場するはずです。どうか変わらぬご愛顧を私に……！」

Ｍ部長「アンタみたいな女子力低いキャラ、もう書かないんじゃない？」

アーシャ「な、なんば言うとですか!?」

Ｍ部長「それとも、またうっかりこの手の女子を産みだしてしまうのかしら……」

アーシャ「んぎぎぎぎ！　ま、まあ、とにかく。読者のみなさま、今までありがとうございました＆これからもよろしくお願いします！　I shall return!　ソロモンよ、私は必ず帰ってきますからねー！」
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